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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　そこで私は、驚おどろくべきものを目にした。

　銀色のウロコと背に生えた小さな翼つばさ──間ま違ちがいない。

　竜の子供である。

　目の前に広がるこの透すきとおるような碧あおの湖が、竜の子供の住処すみかだというのは本当だったのだ。私は警けい戒かい心しんの強い彼らに気付かれないように、息を潜ひそめなくてはならなかった。

　竜の鱗スケイデイルとも呼ばれる青バラが、湖の周囲には竜の守人のように咲きほこっている。

　そのあまりに美しい光こう景けいに、私はしばし我を忘れた。





【『冒険家ルーベン＝ベネディクトの冒険記』より抜ばつ粋すい】
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　穏おだやかな昼下がり。開け放たれた張はり出だし窓から吹き込む柔らかな風は、新しん緑りよくの囁ささやきと春の喜びを運んでくる。窓辺で羽を休めていた冠かん羽うのあるヒバリがピルピルとさえずりを残して飛び立った。その小さな翼が溶け込む空には雲一つなく、山頂の湖こ水すいのように澄み渡っている。

「ルーベンはね、この湖の詳しい場所を記していないのよ。どうしてかおわかりになって？　あなた」

　こうして夫に包み込まれるようにして寝ね椅い子すでくつろぎながらのお茶の時間は、リナレーア＝レイデにとって幸福そのものだった。

　優しい彼は、愛読書を持った妻の腰に背はい後ごから左腕を回し、時とき折おりリナレーアの赤あか茶ちや色いろの髪の毛に甘い口付けを落としてくれる。そのたび椅子の背もたれに頰ほお杖づえをついた右腕がむき出しの耳をなぞるのだ。

「性しよう根ねの悪い連中から希き少しよう生物を護まもるためだろう？」

　ザイラス＝レイデは、今度は妻の耳の後ろに唇くちびるを押し付けてから答えた。

「その通りよ。竜を護る一族に、ルーベンが湖の場所を教えてもらえたのは彼の人望があったからなの。それだけじゃないわ。彼がこれまでたくさんの未み開かいの地ちに踏ふみ入ることができたのは、ひとえにその機き転てんと知ち識しき、他人の信しん頼らいを得られるだけの人じん格かく……ザイラス、くすぐったいわ」

　腹にあったはずの夫の手が明らかに不ふ埒らちな動きで上がってきたので、リナレーアはついに抗こう議ぎした。

　預けていた背を離はなして、息がかかるほど近くにある伴はん侶りよの顔を睨にらみつける。

「わたくしの話を聞いていて？」

　しかし彼は意い地じ悪わるな顔でにやりと笑うと、今度はリナレーアの唇に啄ついばむようなキスをした。

「俺の腕の中で他の男を褒ほめるあんたが悪い。リィナ」

　少し前の自分が夫のこの甘い囁ささやきを聞いたなら、目を白黒させて驚いただろう。

　かつて理り知ち的てきなザイラス＝レイデ伯はく爵しやくの仮か面めんを被っていた彼は、愛あい妻さい家かの態度は崩くずさないまでもいわゆる節せつ度どある距離は保っていたからだ。

『リナ』と妻の名を呼び微笑ほほえむことはあっても、とろけるような声で『リィナ』と呼ぶことはなかった。『今夜は仕事だから先に寝ていなさい』と優しく言うことがあっても、仕事もせず二人きりでこうして甘い時間を過ごすようなことはしなかった。

　驚くべき変へん貌ぼうぶりである。

　半月前の魔ま物もの憑つき男だん爵しやくの一件から、互いに被っていた仮面を外したレイデ夫ふ妻さいの関係はすこぶる良好だ。

　問題があるとすればただ一つ──夫の行きすぎた妻への執しゆう着ちやくだった。

「言ったはずよ、あなた。わたくしはルーベンを尊そん敬けいしているの」

　この件については、既すでに話し合いがついたはずだ。だからこそ今だってこうして、冒険家ルーベン＝ベネディクトの偉い大だいさを説といていたというのに。

　しかしザイラスは眉まゆを上げて答えた。

「わかってる。でもムカつくんだから仕方がねぇだろ。誰だれだって気に入らねぇはずだ。自分の女がうっとりとした顔で他の男の名前を呼んでたらな」

　本性を現した夫のこの乱らん暴ぼうな口く調ちように、リナレーアは最近やっと慣れてきたところだった。

　この半月で、理解できる俗ぞく語ごも増えた。『ムカつく』というのはつまり『不ふ愉ゆ快かいである』ということと同どう義ぎらしい。

「うっとりとなんてしていないわ」

　これだけははっきりと訂てい正せいせねばならない。

「わたくしが愛しているのはあなただけなのだもの」

　きっぱりとそう宣言すると、今度は強く抱き竦すくめられ、濃のう厚こうな口付けが降ってきた。

「……」

　それだけで、リナレーアは抵てい抗こうする方法を見失う。

　顔が熱くなり、頭の中がぼうっとしてしまうのだ。

　結婚してから知った初恋は、リナレーア＝レイデにとってこの上なく刺し激げき的てきなものだった。恋というのはまるで幼い頃から憧あこがれ続けた冒険に似ている。未知の世界がそこには広がっていて、早はや鐘がねのように鳴る心臓をいつだって持て余あましてしまうのだ。

「むむ……」

　それに、こういう時の夫はまるで飢うえた獣けもののようになる。

　リナレーアは自分の心臓が飛び出してしまう前に、夫の背中を叩いて制せい止しを呼びかけなくてはならなかった。

「旦だん那な様」

　しかしこの時、夫の行きすぎた行こう為いを止めたのは酸さん欠けつを訴うつたえる妻の手ではなく、いつの間にか戸口に立っていたこの屋や敷しきの執しつ事じだった。

「お取り込み中申し訳ございません。王宮から急使が参りました」

　マーティンは白しら髪がまじりの有能な執事だ。

　普段なら決して屋敷の主人の楽しみを邪じや魔ますることはないのだが、この時はそうもいかない事情があったらしい。

「ああん？　使者だと？」

　案あんの定じよう、妻との甘い時間を邪魔されたレイデ伯爵は剣けん吞のんな視線を執事に投げたが、マーティンは怯おびえるそぶり一つ見せずに答えた。

「はい。この手紙を、至急お届けするように、とのことでした」

「後にしろ」

　ザイラスは短くそう言うと再び妻に覆おおい被さろうとした。しかしリナレーアはそんな夫の顔をぐいと押しのけ、執事に聞いた。

「急使ですって？　王宮から？」

「はい、奥様」

　マーティンが優しく笑っている。その表情に見覚えがあると感じるのは、リナレーアがお転てん婆ばをやった時に両親や兄姉きようだいがする顔に似ているからだ。

「リィナ」

　地の底から響くようなその声を聞けば、肝かん心じんの夫が同じように思っていないことは明らかだった。ザイラスは口付けを阻はばんだ妻の小さな手を摑つかみ言う。

「後にしろ、と俺は言ったぜ？」

「あら、あなた。でもお仕事のお話かもしれないわ」

　もしそうであれば無視はできないはずだ。それに、リナレーアは夫の仕事に多大な興きよう味みを抱いている。

　ザイラスの仕事は特とく殊しゆなのだ。

　非日常的で、非ひ凡ぼんで、異い様ようで……とにかく、特別だ。

「王宮からのお手紙を、わたくしも一緒に読ませていただいてもいいでしょう？　あなた」

　夫の仕事の話を聞きたいという下心を隠そうともせずに、リナレーアは聞いた。

「いい度ど胸きようだな、リィナ」

　ザイラスはまるで犯はん罪ざい者しやでも捕つかまえたような恐おそろしげな顔をした。しかし不ふ思し議ぎと、リナレーアは少しも怖いとは思わない。

　彼女は怯える代わりににっこりと微笑んだ。

「褒めてもらえて嬉しいわ」

　妻の可か愛わいらしい微笑みに、ザイラス＝レイデが強こわ面もてを保っていられたのはほんの一秒ほどだった。彼は毒気どつけを抜かれたようにため息をついて、仕方がなさそうに床に足を下ろして立ち上がり執事に言う。

「見せろ」

「いえ、手紙は奥様宛あてでございます」

「は？」

　ザイラスは眉を上げた。

「まぁ。わたくし宛なの？」

　夫を追って椅子から立ったリナレーアは、執事から渡された手紙をまじまじと見た。使われているのはしっかりとした高級紙だ。それも、封ふう蠟ろうの印いん璽じは盾たてと翼を持つ獅し子し。

「ヘンリック様からだわ」

　それは、国内で王の椅子に座る者のみ使うのが許される紋もん章しようだった。

　つまりリナレーアが手にしているのは、ヘンリック＝ゲーテ＝デーメル王本人からの手紙ということだ。

「まぁ。何かしら」

　リナレーアが王から直接手紙を受け取るのはこれが初めてのことだった。

　次兄のヴァルターが王の補ほ佐さ兼友人をしている関係でヘンリック王のことは三人目の兄のように慕したっているが、何せ相手は一国の王である。特にリナレーアが結婚してからは王宮主しゆ催さいのパーティーで顔を合わせるくらいで、もちろん私信などのやり取りもしていなかった。

「クソ王からだと？」

　ザイラスが背後から妻の手元を覗のぞき込む。

「シスコン野や郎ろうからじゃなくて？」

　夫の言う『シスコン野郎』とは、次兄ヴァルターのことである。

『シスコン』というのはつまり、いい妹を持った幸せな兄のことを示す俗語だと聞いたが、ヴァルターはなぜかそう呼ばれることをあまり嬉しく思っていないようだ。

「開けてやるよ」

　そう言ってくれた夫に手紙を渡すと、彼はベストのポケットからペーパーナイフを出して封を切り、再びリナレーアの手に戻してくれた。

　丁てい寧ねいに折り畳たたまれた紙を開くと、中からぽとりと白いものが落ちる。

「あら」

「失しつ礼れいいたします」

　執事が断ってそれを拾ってくれた。

「押し花のようですね」

　マーティンが持つ紙し片へんには、なるほど白く小さな押し花があった。あまり見覚えのない花だ。花弁が六枚重なり合い、黄色の模も様ようが入っている。

　リナレーアは手紙の内容が気になって読み始めた。

　ヘンリック王の字を見たことがないので、丁寧で几き帳ちよう面めんなその筆ひつ致ちが本当に王の直筆なのかどうかの判断はできない。しかし手紙の中の気安い内容は、リナレーアが知っている王が口にしそうなものだった。

「なんて？」

　ザイラスが聞いてくる。

　リナレーアは夫に手紙を渡しながら答えた。

「庭の花が綺き麗れいに咲く時期だから、王宮に遊びにこないかというお誘いよ」

　わざわざ手紙で招待されることは今までなかったが、彼女にはその理由を察さつすることができた。

「半月前のことがあるから、気にしていただいているのかも。やっぱりわたくしからご挨あい拶さつに行くべきだったかしら」

　物心ついた時からずっと冒険を夢見てきたリナレーアは、半月前に初めて冒険らしき体験をした。ルイマール＝モームという魔物憑き男爵に攫さらわれて、とある秘密結けつ社しやの夜会に迷い込んだのだ。

　その事件が原因で、兄のヴァルターは頭に怪け我がを負ったし、リナレーアはお気に入りの普段着を駄だ目めにした。しかし結果から言えば、彼女にとってはいい出で来き事ごとだったのだ。

　まず、狼おおかみ男おとこと知り合いになった。

　つまり、モーム男爵が狼男だったのだが……事件後改かい心しんして娘と共に故こ郷きように戻った男爵とは、今では週に一度手紙のやり取りをする仲である。

　それに何より、夫婦間の秘密が暴ばく露ろされ、リナレーアは本来の性格を露あらわにした夫に恋をした。

　これは衝しよう撃げき的てきなことだった。恋というものがこんなに相手の一いつ挙きよ一いち動どうに左右され感情を揺ゆさぶられるものだということを、リナレーアは生まれて初めて体感したのだ。

　そして夫の本当の仕事を知った。

「……俺の解かい釈しやくが間違っていなければ、数日王宮に泊まれと書いてあるように見えるぜ」

　ザイラスが、苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔で言った。

「ゆっくりとできるよう部屋を用意してくださるのですってね。二日後には花見会もあるし、嬉しいお誘いだわ」

　芽吹きの多いこの時期は、あちらこちらでパーティーが行われる。そして社しや交こう界かいで人気のリナレーア＝レイデ伯爵夫人は、その多くに招待されていた。中でも大だい規き模ぼなのが、二日後に王宮で開催される花見会だ。王宮の中央の庭を開放して行われるこのパーティーは特に夜からが見物なのだが、リナレーアは去年、夜までいることができなかった。

　当時結婚したばかりの夫に、日が暮れた後は出歩かないようにと約束させられたからだ。

「ねぇ、あなた。王宮に泊まるのなら、花見会も最後までいてもよいでしょう？」

「……」

　かつてはただ夫が心しん配ぱい性しようであるせいだとばかり思っていた夜間外出禁止令に、魔物の活動が活かつ発ぱつ化かするのが夜だから、という理由があるのだと知ったのも半月前だ。

　ザイラスはずっと、言げん語ご学者であることとは別の自分の本当の職業のせいで、妻であるリナレーアに魔物の危き害がいが及ぶのを恐れていた。

　本当の……つまり、非日常的で非凡で異様で特別な、魔物使いという職である。

　魔物と契けい約やくし、使し役えきする魔物使いであるザイラスは、王おう都と周辺での魔物に関する雑ざつ事じを一般市民に知られることなく処理していた。なんと、レイデ家の屋敷に住み込みで勤つとめる執事や使用人達まで魔物なのだというのだから、驚きである。

　しかし、本当の仕事を知られたら妻に嫌われるのではないかと懸け念ねんしていたザイラスには予想外のことに、リナレーアは夫の正体を知って歓かん喜きした。

　魔物使い。秘密結社。そのような言葉に含まれる非日常こそ、リナレーア＝レイデが夢見た冒険だったからだ。

「クソ王が」

　ザイラスは再度吐き捨てた。

「どうやら陛へい下かは既に、旦那様の泣き所をよく理解されておいでのようですね」

　くすりとマーティンが笑う。

「どういう意味？」

　自分だけがこの主従の会話についていけない。リナレーアは首を傾かしげた。

　ザイラスの代わりに答えたのは執事だった。

「奥様。実はここ数晩、王宮では魔物に関する騒さわぎが起きております」

「魔物？」

　その言葉だけで、どきりと胸が高鳴る。

　恋と似ているときめきだ。リナレーアは目を輝かがやかせた。

「陛下は再三その魔物に対たい処しよするよう命じられておいででしたが、奥様との遅い蜜みつ月げつを楽しんでいらした旦那様は、王宮での泊まり込みの仕事などごめんだとずっと断っておいでだったのです」

「まぁ」

　どうりで夫がここ数日ずっと屋敷にいたわけだ。仕事を放ほう棄きしていたというのか。

　リナレーアは理解した。

「つまりヘンリック様は、わたくしにもザイラスと一緒に魔物使いとしての仕事をさせようとお考えなのね？　王宮に、泊まり込みで」

　彼女は速まる鼓こ動どうを抑えきれなかった。頭の中に妄もう想そうが広がる。魔物に囲まれ、夫と背中合わせになって剣を握にぎる自分。二人は相あい棒ぼうなのだ。命を預けられるのは互いだけ。

　ああけれど残ざん念ねんなのは、今のリナレーアに剣の素そ養ようがまったくないことだった。それどころか少し走るだけでも息を切らしてしまう。問題なくこなせるのは乗馬くらいで、リナレーアは運動全ぜん般ぱんが苦手だった。

「リィナ」

　それでも、夫の仕事を近くで見学するくらいは許されるだろう。

　彼は魔物そのものが悪ではないのだと主張している。その仕事は、退たい治じするのが目的ではないのだ。それならザイラスはどうやって騒ぎを起こす魔物を捕まえて大人しくさせるのか、リナレーアには興味があった。

「ああ、ザイラス。わたくし、わくわくするわ。今度はどんな魔物なの？　わたくしも、近くで見られるのね」

　リナレーアは夫に近付いてその漆しつ黒こくの双そう眸ぼうを見上げた。

　ザイラスの持つ一対には、引き込まれるような光が宿っている。ぎらぎらと輝く、生命の光だ。

「リィナ」

　寄り添う妻の顎あごに優しく片方の手を添えると、彼はじぃと見つめてきた。

　それだけで、リナレーアの頰は赤くなる。

　恥はずかしくなって、逃げ出したくなるのだ。けれど離れたくない。恋と冒険は似ているが、こんなふうに矛む盾じゆんした感情を抱いてしまうのは恋だけだ。

　夫の瞳がまっすぐにこちらを見み据すえている。

　しかし彼の口が紡つむいだのは、甘やかな睦むつ言ごとではなかった。

「言っておくが、仕事中あんたは大人しく待っているように」

「まぁ、どうして？」

　リナレーアはぱっと頭の中を切り替えて聞き返した。拗すねるように唇を尖とがらせる。

「わたくし、あなたがお仕事をしているところを見学したいわ」

「駄目だ。リィナ。世の中にいるのは安全な魔物ばかりじゃない。俺の言うことを聞けねぇなら、王宮にも行かねぇぞ」

　魔物が悪い存在ではないと言っていたのはザイラスなのに。

　彼女はそう反論しようとしたが、夫の真しん摯しな瞳を見て言葉を飲み込んだ。

　彼が心配性なのはわかっていたことだ。リナレーアだって、心配をさせたいわけではない。

「……わかったわ」

　彼女はしゅんとしてそう答えた。

（でも、わたくしにだって何かできることがあるはずよね。魔物を捕とらえることはできなくても、情報収集とか……）

「リィナ」

　ザイラスは低い声で妻の名を呼んでじとりと睨んだ。

「声に出てるぞ」

「あら」

　リナレーアは不ふ用よう意いな自分の口を右手で押さえた。好奇心が先に立って、口を閉じておくのを忘れていたのだ。初しよ歩ほ的てきな失しつ態たいである。

　好奇心旺おう盛せいな妻の喉のど元もとに人差し指を突きつけたザイラスは、妖あやしくも怒れる顔で言った。

「大人しくしていられないようなら、着てるもん全部ひっぺがして部屋に閉じ込めておくからな」

　夫の本気を感じ取ったリナレーアは、ただ黙だまってこくこくと頷くしかなかったのであった。
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　いつ来ても、王宮は華やかだ。

　天てん井じようの高い長なが廊ろう下かには細やかな細さい工くの施ほどこされた列れつ柱ちゆうが立ち並び、飾られた絵かい画がや調度品は一つ一つが美術館の目玉になるような名作ばかりである。

　大陸の北西に位置するこの小国ビレビスが特色としているのは、領りよう地ちを走るソリス山脈から取れる良質な花か崗こう岩がんだ。ソアリス岩と呼ばれるその石はきめが細かく加か工こうに適てきしており、さらに磨みがけば青黒い艶つやを帯びる。

　多くの彫ちよう刻こく家かがソアリス岩を好み、または王おう都とから望む雄ゆう大だいなホランダ渓けい谷こくに心を奪うばわれこの国に移り住んでくる。その結果としてビレビスは芸術家の国として周囲の認にん知ちを受けていた。

　そんな繊せん細さいな至し高こう品ひんばかりの王宮の中において、ヘンリック＝ゲーテ＝デーメル王の外見は加工前のソアリス岩を思わせた。

　護ご衛えいについている騎き士しよりも大おお柄がらで、鍛きたえ抜ぬかれた筋肉を持っている。暗めの金色の髪は短く刈り込まれており、ごつごつとした大きな顔の中にちょこんと据すえられた緑色の双そう眸ぼうは彼が母から受け継ついだものだった。

　初めてリナレーアがヘンリックに会った時、彼女は厳しく朴ぼく訥とつとした父に似ていると思ったが、そうではないのだとすぐ知れた。

　ヘンリック王は巌いわおのような外見に鋭するどい刃やいばを隠し持つ王だ。理知的にして果か断だん。静せいなる内に炎を抱かかえる若き王。

　そんなヘンリック王はリナレーアを見ると、いつも微笑ほほえんでこう言うのだ。

「やぁ、来たな。小さなリナレーア」

　謁えつ見けん室しつにおいてさえ机と書しよ類るいを持ち込み執しつ務むをこなしていたヘンリックは、レイデ夫ふ妻さいが現れると立ち上がって二人を歓かん迎げいした。

　リナレーアは戸口で足を止め、淑しゆく女じよらしく軽く膝ひざを折って頭こうべを垂たれる。

「お忙しい中、お招きありがとうございます陛へい下か」

「そんな堅かた苦くるしい挨あい拶さつはよせリナ。僕と君の仲じゃないか」

　ヘンリック王は側そばにいた秘ひ書しよ官かんを下がらせると、両手を広げてリナレーアに歩み寄り抱きしめた。傍はた目めには、大きな獅し子しが獲え物ものの兎うさぎを捕とらえたかのように見えたかもしれない。

「また一段と、可か愛わいらしくなったのではないか？　目がきらきらと輝かがやくようではないか」

「ヘンリック様もお元気そうですね。相変わらずとてもお忙しいと兄から伺うかがっておりましたが」

　王宮で働く兄のヴァルターとは週に一回は顔を合わせているので、その時に王の近きん況きようも聞くことができた。

　ヘンリック王が即そく位いしたのは三年前。

　彼がまだ二十四歳の時だ。若すぎる王に障しよう害がいは多く、なかなか心と身体からだを休める時がないらしい。せめて妻がいるなら息抜きをする時間も持てようが、残ざん念ねんながらヘンリック王は二十七歳にしていまだ独身であった。

「有ゆう能のうな部下が多くいるからな。それに君の可愛らしい顔を見れば、疲れも吹っ飛ぶというものだ」

「陛下。今すぐ私の妻から離れていただかなくてはその両腕が三つ頭の獣けものに嚙かみちぎられてしまうかもしれませんよ」

　ヘンリックがリナレーアを抱きしめた時から額ひたいに青筋を浮かべていたザイラスは、王が優しく彼女の頰ほおを撫なでたところで限界がきたようだ。

　伯はく爵しやくの剣けん吞のんな言葉と雰ふん囲い気きに、王を警護する騎士達が少し身構える。
















「あなた」

　夫が反はん逆ぎやく罪ざいで斬きり捨てられることを危き惧ぐしたリナレーアは彼を止めようとしたが、こういった場合の対たい処しよはヘンリックの方がよく承知していた。

「ははは。相変わらずの愛あい妻さい家かだな、ザイラス。さて、三人で積つもる話がある。お前達は下がっていてくれ。それとマドリー、その書類はキゼット将軍のところへ」

　そう言って騎士達と秘書官を部屋の外に出すと、ヘンリックは室内の椅い子すを二人に勧すすめた。

「しかしずいぶんとこらえ性しようがなくなったものだな、ザイラス。お前がリナを大切にしていることは知っているが、他の男が触れるのも許さない気か？」

　積み上げられた書類の前の椅子に自らもゆったりと腰を下ろしながら、ヘンリックがからかうように言った。

「ヴァルターが言っていたぞ。あのザイラス＝レイデが、まるで長年探し求めていたものを手に入れた子供のようだとな」

「あなたがリィナを呼び寄せた魂こん胆たんはわかってますよ、陛下」

　しかしザイラスは冷たく答えた。

「お忙しいようですから、早く本題を済ませましょう」

　リナレーアはちらりと隣となりに座る夫を見た。

　兄のヴァルターの前でこそ粗そ暴ぼうな口く調ちようを隠そうともしない夫は、さすがに一国の王に対してあんな乱暴な言葉遣づかいはしないらしい。かといって温おん和わなザイラス＝レイデ伯爵を保っているわけでもない。

　彼女はまた、夫の新たな一面を見たかのような気分になった。

「魂胆とは、ずいぶんと人聞きが悪いじゃないか」

「陛下が妻を利用したという真実と齟そ齬ごがあるわけではないでしょう」

「仕事をしない夫が悪い。なぁ、リナレーア。そうは思わないか？」

「お答えいたしかねますわ、陛下」

　リナレーアははぐらかした。

「はは。なぁ、ザイラス。リナは可愛いだろう？　馬ば鹿かじゃないところがいい」

「わかりきったことを言ってる暇ひまがあるなら本題に入ってください、陛下」

　とりつく島のない夫に、しかし王は少しも気分を害がいした様子はない。それどころか彼はにこにこと笑いながらリナレーアに言った。

「こいつはいっつもこうなんだ。僕と楽しくお喋しやべりをしようって気分にならないらしい。君には違うんだろう？　リナ。ヴァルターの話では……」

　その時ザイラスが目の前の机をガン！　と蹴けりつけ、王の言葉を遮さえぎった。

「仕事の話を、陛下」

　夫は笑っていたが、苛いら立だっていることは明らかだ。

　ザイラスは王が苦手なのだとばかり思っていたが、どうやらこれは苦手どころの話ではないようだ。むしろ彼が抱いているのは嫌けん悪おという感情に近いのかもしれない。

　王は伯爵の乱らん暴ぼうな行動に一度眉まゆを上げたが、やはり怒りを露あらわにすることはなかった。

「足あし癖くせの悪い伯爵だ。さて、本当はヴァルターが来てからと思っていたんだが、悪いなリナレーア。君の短気な夫君がこう言っているから隣りん室しつで少し待っていてくれるか？　すぐヴァルターが来て相手をしてくれるはずだ」

「あら、陛下。わたくしも同席させていただきます」

　リナレーアはにこにことして言った。

　実はこのことに関しては既すでにザイラスと交こう渉しよう済みなのだ。仕事に行く夫を内ない緒しよで尾び行こうしたりしない代わりに、王宮に出る魔物についての詳しよう細さいを聞く、と。リナレーアは夫が教えてくれるものだと思ったが、どうせ王の口から語られるから二度手間だ、と一いつ蹴しゆうされてしまった。

　ザイラスはリナレーアの好こう奇き心しんを正しく御ぎよする方法を心こころ得えているようだった。抑え付けるだけでは爆発してしまう。空気を抜いてやることが大切である。

「ほう。なるほど」

　ヘンリック王が目を細めた。

「もちろん、夫の仕事やその内容について、他言はいたしません。安心なさって。わたくしは、魔物使いの妻ですもの」

　夫の話では二年ほど前から王都周辺での魔物の活動が活かつ発ぱつ化かしているらしいが、そんなことは貴婦人達の噂うわさ話ばなしの中にだって出てこない。誰だれも知らないのだ。ザイラス＝レイデ伯爵が自らの身を危険にさらして人々を護まもっていることも、魔物に関する秘密結けつ社しやの存在も。

　そしてそれは、民衆にいらぬ不安を持たせないためだ。

　いずれ、必要な時がくれば情報は公開される。けれど今はまだその時ではない。

　子供は可能な限り恐おそろしい世界から守られるべきだし、この場合親の役やく割わりを担になう王が、子に現実を教える機き会かいを判はん断だんするだろう。

「発ほつ端たんは、五日前だ」

　了承の代わりに語り出した王に、リナレーアは居住まいを正した。

「調理場から報告があった。在庫していた食しよく用よう花ばなが、夜のうちにすべてなくなったらしい。その翌日、中庭の一つが荒らされているという被害報告が庭師から上がった。調べてみると、その周辺の廊下に生けられている花がすべて何者かによって盗まれていた」

（花泥どろ棒ぼう、ということかしら？）

　それも魔物の仕し業わざだというのか。いろいろな魔物がいるものだ、とリナレーアは思った。

　彼女がこれまで見たことがあるのは、狼おおかみ男おとこと三つの頭を持った灰色の豹ひようのような魔物、それに声や腕力が特別な人型の魔物だ。執しつ事じのマーティンに至っては、予想外の能力まで持っていた。

「五日経たった今日まで毎晩被ひ害がいの報告はあるが、犯人は王宮内で迷っているのか、幸いなことにあまり被害範はん囲いは広がっておらず、すべて東とう翼よくに集中している。今のうちに、犯人を再さい度ど捕らえてしまいたいんだ」

「再度？」

　リナレーアは思わず聞き返した。

「以前に一度捕らえたことがあるということですか？」

　そういう言い回しにしか聞こえない。するとヘンリック王は苦笑した。

「聡さといなリナ。君の言う通りだ。今回の騒動を引き起こした犯人は、既に一度ザイラスが捕らえた者だ。少し前に、第六区内に出没した花泥棒を覚えていないか？」

　それを聞いて、リナレーアは目を丸くする。

「覚えています」

　王都の、第六区と呼ばれる中ちゆう産さん階級の屋や敷しきが立ち並ぶ区く画かくから、花という花が消えた事件だ。一月ほど前になるだろうか。当時消えた花の量から、リナレーアは部屋一杯の花の中で溺おぼれそうになっている犯はん人にんを想像したものだ。

　病気の恋人に贈るためじゃないかとか、不当に解かい雇こされた庭師の犯行だとか、貴婦人達の間でも様々な噂が流れたが、結局真しん実じつは報道されなかった。王都を守る警けい備び隊たいが、すみやかに犯人を特定して捕らえたのだとばかり思っていたが……。

「あなたが捕つかまえたの？」

　リナレーアはまじまじと夫を見た。

「あれも、魔物だったの？」

　ザイラスは、脚を組みその上に手を置いてしれっとした顔をしている。

　あの花泥棒のことは、食しよく卓たくでも幾いく度どか夫婦の話の種になったというのに。

「だからあの時も俺は、あんたにあまり外を出歩くなと言っただろう？」

　夫が視線だけこちらに寄よ越こして言う。

　その通りだ。そしてリナレーアは、自分は花ではないから大丈夫だと笑ったのだ。

　でもまさか、あれがそういう意味だったなんて。

「当時ザイラスが捕らえた犯人は、王宮の牢ろうに入れていた。少し扱いが難しい相手でな……。ようやく最近、処しよ遇ぐうの目め処どがたったところだったんだが」

「逃げられた」

　ザイラスが鋭く言葉を継いだ。

「何をぐずぐずしてたんです。扱いが難しいのはわかってたはずだ」

「返す言葉もない」

「言いましたよね。あれは陛下の手て駒ごまになるようなもんじゃない」

　理由はわからないが、リナレーアは夫がとても怒おこっているのがわかった。この態度は王に対する嫌悪感だけが理由ではない。もしかしたら、だから彼はずっと王の召しよう喚かんを無視していたのかもしれない。夫は本来なら、簡かん単たんに仕事を放ほう棄きするような人ではないからだ。

「今度は肝きもに銘めいじておこう」

　しかし王はにっこりと笑ってザイラスの怒りを受け流した。夫はなおも何かを言い募つのろうとしたが、途中でやめて怒りを溜ため込むように腕を組んだ。

「次は以前のようにはいかないかもしれません。相手も警戒してる」

「必要なものはなんでも揃そろえさせよう。人手も必要なだけ」

「結構です。手は足りている」

　そう答えると、ザイラスはこれで話は終わりだとばかりに立ち上がった。そしてリナレーアに手を差し出す。

　彼女はちらりとヘンリック王を見たが、じっと自分を待つ夫の手を取って自らも席を立った。

「部屋は以前君が滞たい在ざいしていたところを用意させてある。自由にするといい」

　ヘンリックは座ったまま言った。

「どうも、陛下」

　ザイラスが王にろくな挨拶もしなかったので、手を引かれたリナレーアは「ごきげんよう、ヘンリック様」と小さく頭を下げることしかできなかった。

　謁見室の扉を開けて外に出ると、二人の騎士が立っている。

　王の護衛であろう彼らはレイデ伯爵夫妻に挨拶をしたが、ザイラスはそれにさえ返事をしなかった。

　すたすたと廊下を歩く夫の横顔は、見るからに不ふ機き嫌げんだ。

「速いわ、あなた」

　どうしたのかと聞く代わりに、リナレーアは訴うつたえた。

　するとやっと、夫が歩調を緩ゆるめてくれる。やがて誰もいない柱の陰まで来ると、彼は立ち止まりリナレーアの腕を摑つかんでいた手を離はなした。

「胸むなクソ悪わりぃ」

　ザイラスが吐き捨てるように言った。

　リナレーアは、夫が何に怒っているのかわからなかった。やはり、ヘンリックが自分を利用してザイラスを呼び寄せたことだろうか。

　リナレーアはあまり深く考えずに王宮に行きたいと言ったことを少し後こう悔かいした。

「ごめんなさい、あなた」

「ああ？」

「わたくしのせいで、不ふ愉ゆ快かいな思いをしていらっしゃるの？」

　そう聞くと、ザイラスは一度眉み間けんの皺しわを深くしてから怒りを逃のがすように息を吐いた。

「そうじゃねぇよ。……あんたが気にすることじゃねぇ。ただ俺は、あのクソ王が苦手なんだ」

　ヘンリックはリナレーアにとって優しい兄のような存在だったが、仕事上の関係であるザイラスには違う面が見えているのかもしれない。

　その時ザイラスは、先ほどまで自分が摑んでいた妻の腕を見て何かに気づいたような顔をした。視線を追って見てみれば、レイデ夫人の白く細い腕には赤く痕あとがついている。強く握にぎりすぎたせいだ。

　ザイラスは顔をしかめると、「悪かった」と小さく呟つぶやくように言った。

　リナレーアはにっこりと微笑む。

「平気です」

　本当だ。こんな痕は、別に問題ではない。

「実はわたくし、実家ではよく樹登りをしては傷を作っていたのよ。一度樹から落ちてしまったことがあって、その時兄に泣きながらもう登らないでくれと頼まれてしまったの」

　リナレーアにとって残念だったのは、この溢あふれんばかりの好奇心に見合うだけの運動能力が自らに備そなわっていなかったことだ。幼い彼女は実家の庭師に対して再三、『樹の上に秘密基き地ちを作ってほしいの』とお願いしたが、両親の命令でそれだけは聞いてもらえなかった。

「知ってるよ。あんたは、村の子供と一緒に度ど胸きよう試だめしをするくらいのお転てん婆ばだ」

　ザイラスがにやりと笑った。

　九年前のことを言っているのだと、リナレーアにもすぐにわかった。

　十歳の時である。

　まだリナレーア＝エンブリーだった彼女は、父の仕事先の村の子供達に交まじって遊んだことがあった。その時の度胸試しで一人森に入り込み、通り魔に襲おそわれたのだ。

　九年前の窮きゆう地ちを救ってくれた相手が当時十四歳であったザイラスなのだと知ったのも、半月前のことだ。

　彼はずっとリナレーアのことを覚えてくれていた。

　あの時のお転婆娘を。

「だから俺の心配は尽きない。あんたは今にも俺の腕から逃げていってしまいそうだ」

「……」

　リナレーアが顔を赤くしたのは、ザイラスのその甘い台詞せりふのせいだけではなかった。

　彼がリナレーアの手を引き、赤くなった手首に唇くちびるを押し付けたからだ。ぴりり、と夫の唇が触れているところに痛みを感じる。白い歯が覗のぞいたので、嚙まれたのだとわかった。
















「いっそ鎖くさりで繫つないでおけるなら安心なんだがな」

　そう言いながら呼こ吸きゆうが近付き、影かげが落ちる。

　リナレーアは誘われるように目を閉じようとした。

「公こう衆しゆうの場で妹に不ふ埒らちな真ま似ねをしないでくれるかい？」

　しかしリナレーアの唇が触れたのは、夫の温もりではなくざらざらとした紙の束たばだった。

「お兄様！」

　いつの間にか側に来ていた男に驚おどろき、リナレーアは声を上げる。

　ザイラスは大きく舌した打うちをして、義ぎ兄けいであるヴァルター＝エンブリーを睨にらみつけた。そして低い声で言う。

「隠れて妹の様子を見守るのが趣しゆ味みか？　シスコン野や郎ろう」

　キスをしようとしていた妹夫妻の間に書類の束を挟はさんで妨ぼう害がいを成功させたヴァルターは、にこにこと笑顔を崩くずさなかった。

「嫌だな、ここで会ったのは偶ぐう然ぜんだとも。もう陛下との話は終わったのかい？　私がリナレーアを迎えに行く予定だったんだけれどね」

「お兄様。わたくしも、ザイラスと一緒に陛下のお話を伺ったのよ」

　妹の言葉に一度首を傾かしげたヴァルターは、何かを察さつしたように「ははぁ」と言って笑った。

「それはよかったね、リナ。興きよう味み深かったろう」

「ええお兄様」

「陛下に余よ計けいな入れ知ぢ恵えをしたのはあなたですね、ヴァルター」

　ザイラスは口調をレイデ伯爵のものに戻して言った。兄の言う通り、ここは公衆の場だ。誰が通りかかってもおかしくない。ザイラスがにこやかな笑顔の仮面さえ被っていれば、第三者には兄と妹夫婦が王宮の廊下で偶然会って話しているようにしか見えないだろう。

「はて、入れ知恵だって？　なんのことだい？」

「リィナを呼べば、私もついてくるはずだと陛下に耳打ちをされたのでしょう、ということですよ」

「ははは。耳打ちなんてそんなことはしていないよ。堂々と、陛下に進しん言げん申し上げただけだ。ザイラスは妹にメロメロだから妹が行くところにならどこにでもついていくと思うよ、とね」

「クソったれ」

「なんだって？」

「いえ、何か聞こえましたか？」

「聞くに堪たえない悪態がね」

「耳を医い師しに見てもらった方がよろしいかと」

「……」

　兄と夫の言葉の応おう酬しゆうを、リナレーアは感心しながら聞いていた。

「二人とも、本当に仲がいいのね」

　自分にはとても嬉しいことだ。

　大切な兄と大切な夫が親友のように言葉を交かわしている様を見るのは、この上なく微笑ましい。

「実は私達の仲は、陛下が嫉しつ妬とを覚えるほどなんだよ、リナレーア」

「リィナ、君の兄君は少々疲れがたまっておられるようだな」

「実はそうなんだ。可愛い妹とお喋りでもして疲れを癒いやしたいところなんだけどね」

「仕事をなさってはどうです」

「何、私の仕事など所しよ詮せん王の小こ間ま使づかいさ」

「同情しますよ。せいぜい頑張ってください」

　そう言って、ザイラスは早々にその場を去ろうとしたが、それを兄が引き止めた。

「待ちたまえ。せっかく君達が王宮に滞在するんだ。気の置けない家族三人、一緒に夕食を食べるというのはどうだい？　特別に私が腕をふるおう」

　どうやら兄は最初からリナレーア達を誘ってくれるつもりだったようだ。

　ヴァルターはヘンリック王の即位と同時に、王宮内に自らの居室を与えられていた。居室というより、寝しん室しつや居間の他に調理場さえ備えた小さな居きよ宅たくである。それは王にほど近い臣しん下かのみに許された特とつ権けんで、ヘンリック王と兄の親しん密みつさを象しよう徴ちようするようなものだった。

　リナレーアには、兄の提てい案あんがとてもいい申し出に聞こえた。

「素す敵てきだわ。お兄様。ねぇ、あなた。よいでしょう？」

　夫に聞くと、彼はひどく怪け訝げんそうな顔で「あんたが料理をするのか？」と呟いた。リナレーアはそれを了承の返事だと判断して両手を組む。

「お兄様と夕食をご一緒できるなんて、とても久しぶりね」

　結婚前に家族全員でした食事が最後だろう。

　あの夜の長兄アロイスの取り乱しようといったらなかった。もう少しで剣を持ち出しザイラスに決けつ闘とうを申し込みに行くところだったのだ。当時そんなアロイスを笑いながら見ていた次兄ヴァルターは、妹の頭を優しく撫でて言った。

「リナの好きなミートパイを作っておくよ」

「楽しみだわ」

「ザイラスの仕事もあるし、早い方がいいだろう？　五つ目の鐘かねの鳴る頃に迎えを寄越そう」

「ええ、わかったわ」

「それではね、可愛いリナ。時間を持て余すなら、ザイラスに王宮を案内してもらうといいよ」

　そう言ってリナレーアの額に口付けたヴァルターは、颯さつ爽そうと去っていってしまった。

「……リィナ」

　義兄の背中を見送りながら、ザイラスが渋じゆう面めんで言った。

「シス……あんたの兄上が、『ミートパイを作る』だって？」

　リナレーアは微笑んで頷うなずいた。

「お兄様は昔から料理がお上手なの。特にミートパイは絶ぜつ品ぴんよ。あなたはまだ一度も食べたことがないの？」

　ヴァルターの作るミートパイは家族全員の好物だった。パイのさくさくとした生き地じと、スパイスの効いた中の肉が絶ぜつ妙みような味わいを生み出すのだ。

「食べたことがねぇし、これから先も食べたくはないな」

　小さく呟いた夫の言葉を、リナレーアはあえて聞き返さなかった。
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　リナレーアは、夫が五つ目の鐘が鳴る少し前に、

「悪わりぃがリィナ。俺は早目に仕事に取りかかるから、夕食は兄妹きようだい水入らずで済ませてくれ」

　と言い出しても驚きはしなかった。

　ザイラスは明らかに早く王宮を出て屋敷に帰りたそうだったし、ヴァルターの作るミートパイを口にしたくないとはっきり言っていたからだ。

「でもあなたの夕食はどうなさるの？」

　彼女が気遣ってそう聞くと、彼は「どうとでもするさ」と笑って答え、さらに「ただしあんたは食事が終わったら、すみやかに部屋に戻るように。王宮の中を一人でうろつこうなんて考えるなよ」と妻に釘くぎを刺さしておくことを忘れなかった。

　そして夕食着に着替えるリナレーアを手伝い終わると、ヴァルターの迎えの者が現れるのと入れ替わりでどこかへ行ってしまった。

　どうやら彼は、どうあっても魔物使いの仕事場に妻を同行する気はないらしい。

　リナレーアは少しがっかりしながらも案内に従って兄の居室を訪れ、そこに予想外の人物を発見して目を丸くした。

「まぁ、ヘンリック様」

　風景画が飾られた素そ朴ぼくな部屋の、手前の一人掛けの椅子に窮きゆう屈くつそうに座っていたのは、数時間前に会ったばかりのこの国の王だった。

「やぁ、小さなリナレーア」

　昼間に会った時の執しつ務む着ぎを脱いで、シャツの釦ボタンを緩めたこの国の王はとてもくつろいでいるように見える。ヘンリック王は脚を組んでその上に分厚い本を置いて読んでいた。表の中に小さな字が並んでいる。何かの記き録ろく簿ぼのようだ。

「おや昼間と違うドレスじゃないか。それもとてもよく似合う。可愛らしいぞ」

「ありがとうございます。……ヘンリック様までいらしているとは思いませんでしたわ」

　リナレーアは素す直なおにそう言った。

「ヴァルターが君達と食事をすると聞いて、羨うらやましいとぼやいたら優しい君の兄君が誘ってくれたんだ」

「来たね、リナ。そこへお座り。ちょうど今焼けたところだよ」

　香ばしい香りと共に隣室から現れたヴァルターは、腕まくりをして花柄の鍋なべ摑つかみをつけた両手にミートパイを持っていた。同じく花柄の前掛けもしている。どちらも以前、リナレーアが兄に贈ったものだ。

　彼は、ごちゃごちゃと書類が散らばっている丸テーブルにパイを置きながら、この国の王を軽く睨みつけた。

「ヘンリック。テーブルの上を片付けてくれるかい？　まったく、私の部屋に仕事を持ち込むなと言っただろう」

「ああ悪い、今片付ける。うん、これはいい匂においだ。美お味いしそうじゃないか」

　立ち上がったヘンリックが、兄に言われた通りテーブルの上を片付けようとする。

　大柄な王が立ち上がると、少し部屋が手て狭ぜまになったように思えた。彼が腕を伸ばせば、天井にだって手が届くだろう。

「リナ、悪いけどそこの棚たなから皿を四枚出してくれるかい？　……おや、ザイラスは？」

　ヴァルターは、やってきたのが妹一人だと知って不思議そうな顔をした。

「せっかくお兄様にお誘いいただいたのだけれど、早目にお仕事に取りかかるとおっしゃって……」

　そう答えながらも彼女は、ザイラスはこの場にヘンリック王がいることを予よ見けんして避さけたのかもしれないと思った。ヴァルターとヘンリックの親しさを考えれば、この場に王が招かれるのは予想できることだ。

　どうやらザイラスは、本当に王を嫌っているらしい。

「あいつ、逃げたな」

　そしてそれは王も承知のようだった。ヘンリックは眉を上げてそう言った後、わざとらしくため息をついた。

「残念なことに、ザイラスは僕達を毛嫌いしているようだな」

　しかしその言い方には、不愉快そうな様子は見られない。一方のヴァルターが心外そうに目を細めた。

「私を一緒にしないでくれるかい。あれが心の底から嫌っているのは君だけだよ」

「うーん。完全に否ひ定ていすることはできない意見だ」

「仕方がないな。それなら皿は三枚でいいよ、リナ」

「ええ、お兄様」

　リナレーアは兄に言われた通り部屋に備え付けられた棚に向かった。両開きの扉を開けると、中には食器だけでなくごちゃごちゃといろいろなものが置いてあった。本と蠟ろう燭そく、食べかけのパン、酒さか瓶びんと、帽ぼう子し、それに封の開いた手紙。

「お兄様ったら……」

　どうやら見えない場所に物を詰つめ込こむヴァルター＝エンブリーの片付け法は昔から変わっていないらしい。リナレーアは兄が実家に、開けてはならない箱をいくつも抱えていることを知っていた。

「揃いの食器はここだ」

　いったいどの食器を使えばいいのかとリナレーアが途と方ほうに暮くれていると、背後から伸びた腕が上の段から丸皿を三枚取り出した。

　ヘンリック王である。

　皿を片方の手に持った彼は、他にも棚から揃いのグラスを三つ見つけ出し、その太い指の間に器用に挟んだ。

「リナはナイフとフォークを取ってくれるか？　下の引き出しにある」

「お兄様とヘンリック様って、まるでご夫婦のようね」

　リナレーアは思ったままを口にした。

　この様子では、どうやら王は頻ひん繁ぱんに兄の部屋に出入りしているようだ。ヘンリックは自ら片付けたテーブルの上に皿を並べながら、「ははは」と笑った。

「ということは、ヴァルターが王おう妃ひか？　ぞっとしないな」

　リナレーアは兄がドレスを着て王妃の冠かんむりを被っているところを想像しようとしたが、うまくできなかった。幼い頃は兄妹でよく似ていると言われたものだが、今の兄はどう見ても女性には見えない。

「悪いけど、ミートパイの他にはサラダとパンとスープだけだ。あまり時間がなくてね」

　次の料理を持って調理場から出てきたヴァルターが言った。

　なんのスープかは香りですぐにわかる。玉ねぎだ。これもまた兄の得とく意い料理である。リナレーアは思わず顔をほころばせた。

「十分よ、お兄様。美味しそうだわ」

　それは世せ辞じでもなんでもなかった。

　実際、テーブルの上に並んだ料理は実家を思い出させてくれるこの上ないごちそうだ。

　あの頃ヴァルターは、家族が満足するようにミートパイを必ず二皿作っていた。兄が王都の学校に通い出してからはそう頻繁に食べられなくなったが、ヴァルターは帰き省せいするたびにミートパイを作ってくれたものだった。

　食卓の準備が整うと、三人はグラスにワインを注ついで乾かん杯ぱいした。

「国王陛下が、こんな小さなテーブルで食事をなさっているなんて誰も思わないわね」

　リナレーアは笑った。

「巨大なテーブルに一人座って摂とる食事ほど味気ないものはないぞ」

　ヘンリックが大きな背中を丸めて項垂うなだれる。

「早く結婚すればよいのにね。子供がいれば賑にぎやかになるだろう？」

「お前が結婚すれば考えようじゃないか、ヴァルター。お相手はいないのか？」

「残念ながら、妹より可愛い女性がなかなか見つからなくて」

　兄はグラスを傾けながら嘯うそぶいた。

「僕も同じだ。彼女以上の運命など見つけられない」

　胸を張って言われた王の言葉に、リナレーアは目を丸くした。

「ヘンリック様。彼女っていうのは、もしかして……？」

　王が運命だと言い切る女性には心当たりがあった。

「ヘンリックの執しゆう念ねん深さには恐れ入るよね」

　ヴァルターが肯こう定ていの代わりにそう答える。

「そう思うならお前、少しは協力しようとは思わないのか。仮にも僕の友人だろう」

「君の結婚相手が苦労することは目に見えてるからなぁ」

（まぁ……そうだったの）

　てっきり、ヘンリック王は『彼女』のことはとっくに諦あきらめたものとばかり思っていた。なぜなら件くだんのその女性は王の求きゆう婚こんを断り、別の男性と結婚したからだ。

　優秀な王であるヘンリックが、未いまだ叶かなわぬ片恋をしているなんて。

　愛する人に愛してもらえる自分はとても幸運なのだと、この時リナレーアはミートパイを食べながら改めて思った。

「ヴァルターに聞いたが、リナ達は最近、とてもうまくやっているらしいな」

　パンをちぎったヘンリックのその口調に、うらめしげなものが含まれていたのは否めない。リナレーアは「そうだわ」と思い出し、居住まいを正して王に向き直った。

「ヘンリック様にご報ほう告こく申し上げなければと思っていたの。一年前、彼を紹介してくださってありがとうございます。わたくしは今、とても幸せです」

　そう言って、頭を下げる。

　リナレーア＝レイデは結婚してから初めての恋をした。結婚したからこそ、恋ができたと言っていいかもしれない。夫婦という近しい関係でなければ、ザイラスの真実を知って好きになる機会さえ得られなかっただろう。

　そして兄姉達の過か剰じような保ほ護ごを受けていたリナレーアにこの結婚話をもたらしたのは、他でもない目の前の王だった。

　だからリナレーアはずっと、王に礼を言わなければと思っていた。

　今自分が感じている幸こう福ふくはこれまでになかったものだ。

　世界が輝き胸が躍おどる。彼女はやっと、世の中に恋物語が多くある理由を理解した。それは様々な冒険譚たんがもたらしてくれるときめきに匹ひつ敵てきする、特別なものだったのだ。

　一度目を丸くしたヘンリックが柔らかく表情を緩める。

「可愛いことを言う。だが僕は本当に、紹介しただけだ。リナを見つけたのはザイラスだからな」

「はい。夫もそう申しておりました」

『クソつまんねぇパーティーであんたを見つけた時、自分の目が信じられなかった。まさかあの時の、俺の理り想そうの女が目の前にいるなんて』

　彼が自分を見つけてくれた。だからこそこうして今、夫婦として共にいられるのだと改めて思う。リナレーアはふと思いついて聞いた。

「……あの、それって、いつのことなのですか？　あの人は、どこかのパーティーで、と言っておりましたけれど」

「さてどこのパーティーだったかな？」

　パンを口に放り込んだ王が首を傾げる。するとヴァルターが答えた。

「二年くらい前だろう？　確かルベット公爵夫人の音楽会だよ」

　兄はリナレーアを見て優しく笑った。

「思えば、本当に運命的な偶然だったね。ザイラスはちょうど王都に呼び戻された直後で、君はたまたまディートリンデ姉様と王都に遊びに来ていたんだ」

「二年前の音楽会？　それなら覚えているわ」

　けれど残念ながら、夫の姿を見たかどうかは記き憶おくになかった。

　天気のいい日で、広い芝しば生ふの庭にたくさんの人がいた。赤い髪の歌い手が来ていたのだ。リナレーアはその歌声に聞き惚ほれた。

　ヴァルターはグラスの中のワインを揺ゆらしながらにやにやとして続けた。

「私は、ザイラスが君を見た瞬間に顔色を変えたのがすぐにわかった。魂たましいでも抜かれたような、とはあのことだ。本当はその場ですぐに君を紹介してやろうかと思ったが、ザイラスから頼み込んでくるのを待つのも面おも白しろいと思ってね。私からは何も言わなかった」

「まぁ」

　では兄は、その時から夫のリナレーアへの好意に気付いていたということか。

　意い地じが悪い。それならその場で教えてくれればいいのに。リナレーアだって、二年前のザイラスに出会いたかった。

　ヴァルターがワインを口に含む。兄は昔から酒に強かった。どんなに飲んでも、顔に赤みがさすことさえない。彼は続けた。

「でも結局、ザイラスはその場では私に何も言わなかった。周囲の話を聞いていればリナが私の妹だってすぐにわかったはずだから、何を考えていたんだか。その後そのことをヘンリックに話したら、結婚させてやったらどうだと言われた」

「そうなのですか？」

　そんな早い段階で結婚の話題が出ていたとは。王の直ちよつ感かんというものが、二人を運命の一対だと見抜いたのだろうか。

「革かく命めい的てきだと思うじゃないか。あのザイラスが、女性に恋をするなんて」

　リナレーアの視線を受けたヘンリック王が肩を竦すくめる。彼は既にテーブルの上のミートパイの半分を胃に収めていた。

「あの、ザイラスだぞ。本当のところ、僕はヴァルターの言っていることを半分疑ってさえいたな。けれど試しにザイラスを呼び出して直接話してみたら、どうだ。ザイラスは、リナレーアの名前を出しただけで反はん応のうした。……たぶん既に、リナのことを調べていたのだろう」

（ありうることだわ）

　リナレーアは頷いた。

　何せ彼は、結婚した後もリナレーアの私室に入り込み本棚を漁あさったり、使用人に逐ちく一いち妻の様子を報告させたりしていたのだから、諜ちよう報ほう活動は朝飯前というわけだ。もしかしたらマーティンに調べさせたのかもしれない。

「それで本当に、わたくし達を結婚させようということになったのね」

　リナレーアが確認すると、ヴァルターが苦笑した。

「そうだよ。……たださすがの私も、ザイラスとリナの結婚というのはすぐにはよい考えだとは思えなかった。何せ、ザイラスは貴族として育ったわけではないし、それ以上に大きなしがらみを抱えてる。少なくとも、普ふ通つうの相手ではない。けれど考えれば考えるほど、リナの相手としてはふさわしいのではないかと思えたんだ」

　兄の台詞の後を、王が笑顔で続ける。

「冒険に飢うえていた僕達の可愛い妹にはな」

　そして、兄達のその判断は間違っていなかった。

　ザイラス＝レイデは、リナレーアにとってこの上ない夫だったのだ。

「お兄様達とザイラスは、学校で出会ったのよね？」

　そういえば彼らが出会った頃の話をきちんと聞く機会は今まであまりなかった。

　夫は昔の話をしたがらない。リナレーアが聞いても甘い言葉やキスではぐらかしてしまうのだ。

「ああそうだよ。あの頃のザイラスは、まず何より目つきが悪かった」

　最初に答えたのは、やはり兄のヴァルターだった。スープを一口飲んだヘンリックが同意を示すように頷く。

「口も悪かったな。ものすごく」

「それは今もだよ、ヘンリック」

　ヴァルターが言うと、王はその整った眉を上げた。

「おい、なら僕には距離を置いているだけか？」

　リナレーアは否定も同意もせず沈ちん黙もくを貫つらぬいた。王の夫に対する印象をあまり悪くもしたくない。今のところ、ヘンリックはなぜかザイラスを気に入っているようなのだ。面白いおもちゃのように思っているのかもしれない。ヘンリック王には、人を物のように扱うところがあった。

「けれどレイデ伯爵と血けつ縁えんだということはすぐにわかったね」

　ヴァルターが懐なつかしげに目を細めた。

「なんというか、雰囲気が似てたんだ。不思議だけれどね。二人はずっと離れて暮らしていた祖そ父ふと孫だったというのに」

「彼を見つけたのは、そのお祖じ父い様なのよね？」

　以前リナレーアにそう教えてくれたのは、この兄自身だ。ヴァルターは頷いた。

「そうだよ。伯爵は跡あと継つぎの息子むすこを失ってから、ずっとザイラスを捜さがしていたようだ。そして見つけた孫を、ミヴェット校で再教育しようとした」

　王立の中高等学院──通つう称しようミヴェット校は、中産階級から貴族階級までの子し女じよが基き礎そ教育と各種専門教育を学ぶために通う学校だ。多くは王都とその周辺の子供達が在籍していて、ヴァルターのように田舎いなかの領地から越えつ境きようしてくる生徒は五分の一程度しかいない。

　リナレーアも次兄のように王都の学校に通うことを懇こん願がんしたことがあるが、当然ながらそれは却きやつ下かされた。領地を継ぐわけでもないリナレーアが、わざわざ王都の中高等学院に通って教育を受けたり交友関係を広げたりする必要性はないからだ。

　田舎貴族の末娘に必要なのは最低限の礼れい儀ぎと花嫁教育であって、王都の学校で得られるような知ち識しきや人脈ではなかった。残念ながら。

「彼は、その頃から既に魔物とお友達だったの？」

　夫と魔物の関係について、『お友達』という表現をするのはリナレーアだけだ。

　ザイラスも魔物達も『使し役えき』あるいは『契けい約やく』という言い方をする。しかし彼女には、夫と魔物達との間にあるのが、そんな事じ務む的てきなものだけとは思えなかった。

　少なくとも屋敷で働いている執事のマーティンや使用人のエイダは、きっと『契約』以上の『信しん頼らい』を夫に持っている。

「そのようだね」

　ヴァルターが頷いた。

「伯爵は、彼の特別な能力を隠そうとしていた」

　そう言ったのはヘンリックだ。ワインがもたらしたアルコールによって、王の頰には少し赤みがさしている。

「ザイラスは当時で既に、いくつかの魔物と契約を交わしていた。しかしそんなことが公おおやけになれば、どういうふうに言われるかわかったものではない。跡継ぎどころの話ではなくなっただろうな。だから伯爵はザイラスに、魔物という言葉さえ口にすることを許さなかった。……後で聞いたが、二人の間に、そういった取引があったようだ」

　王の言葉はひどく冷たくリナレーアには聞こえた。

「取引だなんて……」

　ザイラスの生きてきた環境では、血の繫がった肉親の間でさえ、そんな言葉が出てくるというのか。ヴァルターは椅子の肘ひじ掛かけに頰ほお杖づえをついた。

「ザイラスと伯爵の間に大きな溝があったのは確かだよ。結局、伯爵が亡なくなるまでそれは埋うまらなかったみたいだ。ザイラスは伯爵の葬そう式しきでも涙一つ流さなかったからね」

（そうかしら）

　リナレーアは思った。

　夫と前の伯爵の間に確かく執しつがあったのは確かなのだろう。けれど今もそれが続いているとはリナレーアには思えなかった。

　両親を亡くした彼にとって、伯爵は唯一の肉親だったのだ。そこに少しも情が生まれないなんてことがあるとは思えない。

「リナは、ザイラスとそういう話をしないのか？」

　スープの皿も空からにしたヘンリックが聞いた。

「彼はあまり昔の話をしたくないようです」

　リナレーアが答えると、「理解できないことではないな」とヴァルターが言った。

「どういう意味ですか？　お兄様」

　首を傾げてそう聞くと、隣に座る兄がにっこりと微笑んでこちらに手を伸ばしてくる。その指先が頰を撫でるのを、リナレーアはそのままにした。

　ザイラスがそうしてくれる時は、熱いくらいの熱が指先から伝わってうるさいほど心臓が高鳴るのに、兄の指先から伝わってくるのは真ま綿わたのような優しさだけだ。この泣きたくなるほど柔やわらかな家族の愛を、夫が知らないのならこんなに悲しいことはない。

「純じゆん粋すいで可愛らしい小さなリナ。お前を知る者なら誰だって、世界の汚い部分をお前から隠したいと思うだろうね」

「わたくしは、もう小さなリナじゃないわ。お兄様」

「お前の心はいつだって幼子のように真っ白だ」

　ヴァルターの双眸がまっすぐにリナレーアを見つめている。

　自分と同じ色の兄の瞳は、けれどよく見れば少し黒みがかっていた。そう気付くと、すぐに思し考こうが夫の元へ飛ぶ。

　強い光が宿った黒。生命の色だ。あんなに輝いて綺き麗れいなものを、リナレーアは他に知らない。

「ただ、ザイラスは知らないだけだよ。お前が清せい濁だくをも飲み込んで、黒さえ白に変えてしまう強さを持っていることをね」

　ヴァルターはそう言うと、頰に触れていた手で今度はくしゃりとリナレーアの頭を撫でた。そしてがたりと立ち上がる。

「水を取ってこよう」

　そう言われて初めて、リナレーアは水差しが空になっていることに気がついた。

「わたくしが、お兄様」

　立ち上がろうとするが、「いいから座っておいで。今日のお前はお客様なんだから」と兄に制せいされて再び椅子に腰を下ろす。その拍ひよう子しに、背もたれのところに挟んでいた小物入れが椅子から落ちて留とめ金がねが開いた。

「大丈夫か？」

「ああ、すみません。ヘンリック様」

　中から飛び出したハンカチと香物袋を拾って再び椅子に座ると、ヘンリックが言った。

「どうしても気になるなら、一度そのまま言ってみたらいい」

「そのまま、ですか？」

「そう。『あなたのすべてを知りたいの』とかな。まぁそんなことを言ったらザイラスがどういう反応をするか、僕に責せき任にんは取れないが」

　王はからかうように笑っている。

　リナレーアは、夫がどう反応するか想像してみた。

　困こまった顔をするかもしれない。あるいははぐらかされる？

　互いの気持ちを確かめ合ってからずっとザイラスは蜂はち蜜みつよりも甘く妻に接しているが、それが本当の彼かというと疑問があった。彼は、まだ仮面を被っているのではないのかと。

「明日は中庭で『涼りよう風ふうの音楽会』があるんだよ」

　水差しを持って調理場から戻ってきたヴァルターが言った。

「時間があるなら行ってみるといい」

　リナレーアはにっこりと微笑んだ。

「ええ、そうねお兄様。そうするわ」

　そう答えながらも、心の中ではどうやって夫から本心を引き出そうか考えるリナレーアであった。
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　夜がしんと深まってくると、リナレーアはそわそわし始めた。

　もうザイラスが部屋に戻っているかもしれない。そう思ったからだ。

　ヴァルターは、妹のそんな様子に察しよく気付いて笑った。

「リナは部屋に戻った方がいいかもしれないな。私が部屋まで送ろうか？」

「いや、僕が送ろう。執務室まで戻るついでだ」

　リナレーアは遠えん慮りよしたが、結局ヘンリックが彼女を部屋まで送ることになった。兄に礼を言って部屋を出たリナレーアは、どこからか騎士が一人現れたことに驚いた。

　考えてみれば当然のことだ。王ともあろう者がこんな夜よ更ふけに一人で行動するはずがない。リナレーアがここにやってきた時もこの騎士はどこかに控ひかえていたのだろうが、まったく気付かなかった。

「ヘンリック様の騎士は、姿を消す力をお持ちなの？」

　レイデ家の使用人達の例もある。もしかして王付きの騎士の正しよう体たいも魔物ではないかと思ってそう聞いたのだが、王は冗じよう談だんだと思ったのか笑った。

「僕の騎士は、気配を消すことばかりがうまくなってしまうんだ。でなくてはすぐ僕に追い払われてしまうからな」

　どうやら魔物ではないようだ。

　リナレーアは騎士をまじまじと見たが、彼は厳いかめしい顔つきのまま眉一つ動かさない。その無表情さと職しよく務むに忠ちゆう実じつな様子は、エイダを思い出させた。二人を会わせれば仲良くなれるのではないだろうか。

　昼間より薄うす暗ぐらい廊下を背後に動く彫像のような騎士がついてきていても、リナレーアは心細く感じたりしなかった。ヘンリック王が、王宮の怪かい談だんや学生時代の悪戯いたずら話を面白おかしく聞かせてくれたからだ。

「本当ですか？　ヘンリック様」

「本当だとも。今でもミヴェット校には、その時僕たちが開けた壁かべの穴が残ってるはずだ」

　ヘンリックがそう言って一度話を締しめくくったところで、二人は大きな両開きの扉の前を通りかかった。

「そうだ。もう一つ王宮には面白い話があるぞ」

　そう言って王が足を止める。彼は直線的な銅どう細ざい工くが施された目の前の扉を手の甲こうで叩いた。

「本の妖よう精せいの話だ」

「まぁ。ぜひ聞きたいわ」

　リナレーアは目を輝かせた。魔物や妖精などという言葉には、めっぽう弱いレイデ夫人である。

「ここは歴れき代だいの王族の蔵書を集めた私的な書庫でな、基本的には王族か、特別な許きよ可かを得た者しか入室できない。だが僕のひい爺じいさんの弟にあたる王子がある時、本の位置が頻繁に移動しているのに気付いたんだ」

「まぁ」

　ヘンリックの曽そう祖父ということは、この王宮が建って間もない頃の話だろうか。小国ビレビスの象徴とも呼ぶべきこの王宮を建造したのは、二代目の王の時代だ。ヘンリックは七代目である。

「彼は犯人を突き止めようと書庫に一晩泊まり込んだ。そして翌朝、王や王妃にこう訴えた」

　ヘンリックは芝しば居いがかった仕し草ぐさで両腕を上げた。

「『妖精を見た。』とな」

「本当ですの？」

　本当なら、ぜひ見てみたい。

　妖精といえば魔物の一種だ。手のひらほどの大きさで、つんと尖とがった耳を持っていて悪戯好きな性質を持つという。

　リナレーアは興味を抱かずにおれなかった。

「さて、少なくとも僕は見たことがない。ははぁリナレーア。それは入ってみたいという顔だな」

　王は笑った。

「わかった。この滞在中、リナが入れるように許可を出しておこう」

「まぁ。本当ですか？」

「別に国宝があるというわけでもないからな。蔵書を見たいと申し出る者がいれば、大たい抵ていは許可している」

「嬉しい。ありがとうございます」

「妖精を見たら教えてくれ。僕も興味がある」

　悪戯っぽくそう言う王に、リナレーアは思いついて質しつ問もんを口にしようとしたが、すんでのところで思いとどまった。

　今回夫が王宮に呼ばれる原因となった魔物はその妖精とは別物なのか問いたかったのだが、この話は無む闇やみにしてはいけないことになっていたのだ。

（後ろの騎士の方だって、魔物のことはご存ぞん知じでないかもしれないものね）

　でも、夫と二人きりの時なら話題にだって出していいはずだ。

　リナレーアは早くザイラスに会いたくなった。

　しかし部屋へ戻っても、夫はまだ帰っていなかった。リナレーアはがっかりしたが、それを表には出さずに微笑んだ。

「ヘンリック様。わざわざお送りいただいてありがとうございます」

「大丈夫か？　一人が不安ならまだ話し相手になるが。庭を見て回ってもいい」

　よく気のつく王だ。しかしリナレーアは首を振って断ことわった。

「いいえ。夫に寄り道はしないよう言われておりますので」

　ヘンリックが笑う。

「過か保ほ護ごな夫だ」

　王の言う通りなのだろうが、リナレーアは特にそれで窮屈さは覚えなかった。過保護であることなら、兄姉達だって相そう当とうなものだったからだ。

「どうぞ、陛下も早くお休みになられますよう。ご自愛くださいませね」

　まだこれから仕事をするのだという多た忙ぼうな王に膝を折ってそう言うと、彼は顔を歪ゆがめて笑った。

「残念ながら、自分を滅めつして働くのが王だリナレーア。だが小さな君がそう言ったのは覚えておこう」

　そう言って、この王宮の主は騎士と共に去っていった。

　部屋に一人になったリナレーアは、自分の頰に手を当ててその熱さを確認した。飲んだワインがまだ身体の中に残っているのだ。ザイラスが戻る前に、少し風にでも当たって冷ました方がいいかもしれない。

　彼女はベランダに出た。

　レイデ夫妻に与あたえられた部屋は二階だ。王宮の広い奥庭に面していて、心地ここちよい空気に触れることができる。この庭のさらに向こうに温室や王族の居室などがある棟とうがあるはずだが、背の高いカシなどの樹々に遮られてそちらは見えないようになっていた。

　耳をすませば遠くで楽団による演えん奏そうが聞こえる。

　この奥庭は、西翼の中庭に繫がっているのだ。恐らくそちらで行われているなんらかの夜会の音だろう。ヘンリック王が魔物の被害があったと言っていたのは反対側の東翼だ。ザイラスもそこにいるはず。

　一方ではきらびやかなパーティーが行われ、一方では魔物使いが魔物を捕らえようと動いている。まるで光と闇だ。王宮には、それらが混在している。

　いや、この社会全体がそうなのだ。交じり合っているはずのそれに、一方は気付かないふりをしている。

　リナレーアは、半月前に自らが関わった秘密結社のことを思い出していた。

『魔物解放団』という名のその秘密結社が、参さん入にゆう儀ぎ礼れいの一つとして開いた夜会にリナレーアは誘ゆう拐かいされて参加した。

　そこには顔見知りの貴族が数人いて、リナレーアが知る他の夜会と違う様子はなかった。マリアンヌと名乗る女性が、『魔ま剣けん』という言葉を口にするまでは。

　団が求めているそれを、今は形を変えて夫が持っている。

　魔物から魔を引きはがし、人の心の底を引き出す力を持つ破は魔ま具ぐ。九年前、リナレーアの命を奪いかけた剣だ。ザイラスはその強い精神力でもって御しているらしい。

　噓うそや誇こ張ちようではないだろう。

　夫の魅力は、あの強い生命の光だ。

　悲劇的な過去に飲み込まれない頑がん健けんさ。他者と違うことを厭いとわない強きよう靭じんさ。

　だからこそ、魔物達も彼に惹ひかれ従うに違いない。闇が光に惹かれるように。

「失礼ですが、お嬢じようさん」

　突然下方から声をかけられて、リナレーアは驚いた。

「鳥を見ませんでしたか？　赤い羽を持つ鳥なのですが」

　声の主を探した彼女は、眼がん下かの庭木の暗がりから出てくる人影を見つけて首を傾げる。

「まぁ、こんな時間に鳥を捜していらっしゃるの？」

　日はとうの昔に暮れている。空には青黒い帳とばりが下りていて、夜よ露つゆの雫しずくをちりばめたような星が広がっていた。こんな時間に飛ぶのはフクロウかコウモリくらいのはずだ。

「月の女神に愛される鳥もいるのです。あなたのように」

　人影は、庭に備え付けられた明かりの下に現れて膝をついた。

「美しい方。お名前を伺ってもよろしいですか」

「まぁ」

　それは、若い男だった。若いといってもリナレーアよりは年上だろう。三十に届くか届かないか、というところか。

　長い髪を後ろで一つにまとめている。襟えりのついたシャツにベスト。足には暗い色のブーツを履いていた。少なくとも、王宮の下働きの格かつ好こうではない。

　リナレーアには見覚えのない顔だ。夜会を抜け出してきた貴族だろうか。

「鳥に名乗る名はございませんわ」

　リナレーアはにっこりと微笑んで答えた。

「それよりも、お捜しの鳥から目を離されない方がよろしいのではないかしら。どこか遠くに逃げてしまわれてよ」

　遠回しな拒きよ絶ぜつの言葉である。

　こういった言葉遊びは、社交界では当然身につけておくべきものだ。そして大抵の場合、相手もそれで怒りを露わにすることはない。機き知ちに富とんだ柔じゆう軟なんな会話こそ、貴族達の間では作さ法ほうの一つとして認識されているものだからだ。

　果たして、男はにっこりと笑みを浮かべて芝居のように一礼した。

「おっしゃることももっともだ。では……今こ宵よいは退たい散さんいたします。ただ私は美しい鳥を見つけた場所は忘れませんよ。次は花でもって、名を乞こいましょう」

「ごきげんよう」

　リナレーアはひらひらと手を振った。

　すると男は悪戯っぽく目を細め、するりと庭の影の中に消えた。

　その語り口や引き際を見れば、そこそこ女慣れしているのだろうとわかる。赤い羽の鳥というのも女性のことだろう。夜会を抜け出した男女が、明かりの届かない庭の茂しげみの中で、みだらな触れ合いをするのは珍めずらしいことではないのだ。

　夫に出会うまで恋を知らなかったリナレーアだが、男に対する免めん疫えきがまったくないというわけでもなかった。それどころか、結婚前の彼女に声をかけてくる紳しん士しはそれこそ星の数ほどいたのだ。

　リナレーアの公爵令れい嬢じようという肩書きと可愛らしい容よう姿し、それに淑女そのものの振る舞いは、男達の目にはこの上なく魅み力りよく的てきに映ったに違いない。サロンや夜会などの公の場に出る場合必ずといってもいいほど同行していた兄姉達にしても、リナレーアが男達と話すのをことさら邪魔するようなことはしなかった。

　強引に迫ってくるような輩やからがいれば話は別だが、男性とのそういった駆かけ引きも、貴族令嬢としては必要な技術だったからだ。

　もしヘンリックにザイラスを紹介されていなければ、いずれはあの紳士達の中の誰かと結婚していただろう。兄や姉がどんなに反対しても……その日は必ずやってきたはずだ。

　しかし、恋はしていなかった。

　ザイラス以外のどんな男性と一緒になってもきっと、触れるだけで心がかき乱されるようなことはなかったに違いない。

「リィナ」

　背後から抱きしめられ、甘い囁ささやきと共にうなじに口付けられることに、こんなにも幸せな気持ちになることだってなかったのだ。

「お帰りなさいませ、あなた」

「今、誰かと話してたか？」

　心を通わせてからの夫は、側にいる時は必ずリナレーアに触れていたがる。

　まるで母親を求める子供のようだ、と思う時さえあった。仕事から戻ったばかりの彼は右手で妻の顎あごに触れて振り向かせるとキスをした。

　月のない夜のような漆しつ黒こくの双眸が、噓を見逃すまいとリナレーアを見つめている。

「恋人を捜して庭に迷い込んでいらした男性よ。あなたが気にしなくてはいけないようなことは何もないわ。それよりも、お仕事はどうでした？」

　夫の手を引いて室内に戻ったリナレーアは安心させるようにそう言ったが、ザイラスは不愉快そうに眉を上げた。

「男だって？　リィナ」

「大丈夫よ、あなた。庭からでは、飛び上がったってこのベランダにはやってこられないもの」

「やっぱり、一時でもあんたを一人にしておくのは不安だな。エイダを連れてくるべきだったか」

　彼はリナレーアの腰に回した腕を離さないまま、一度ベランダの外を睨みつけてからカーテンを閉めた。

「大丈夫よ」

　普段、リナレーアの身の回りの世話をしてくれる女使用人のエイダを屋敷に置いてきたのは、これを機会にエイダに休きゆう暇かを与えてはどうかとリナレーアが提てい案あんしたからだ。

　リナレーアが嫁とついできた一年前からずっと、エイダは一日も休まず働いている。

　リナレーアの実家では、侍じ女じよは数人いて定期的に休暇だって与えられていた。エイダにも自分の好きなことをできる時間を与えるべきだ、と彼女は主しゆ張ちようしたのだ。

　自らが仕える屋敷の女主人のこの主張に、一番困こん惑わくした顔をしたのは他でもないエイダ自身だったが、邪魔者のいない妻との二人きりの時間に魅力を感じたザイラスがそれを了承した……はずだったのだが。

「いいや、リィナ。あんたみたいな可愛い女が一人でいるのを目にしたら、壁をよじ登ってでも近づこうとする男がいてもおかしくない」

「そんな人いないわ」

　リナレーアは冗談だと思って笑った。しかしザイラスは大おお真ま面じ目めに妻の肩を摑む。

「自覚を持ってくれ、リィナ。あんたは規き格かく外がいに可愛いんだ。半径一メートル以内に近づいてくる男は全員獣だと思え」

「旦那様のおっしゃる通りです、奥様。もっとも、奥様が一番警戒すべきなのは他でもないその旦那様ご自身だと思いますが」

　リナレーアは驚いて声のした方を見た。

　廊下に繫がる扉のすぐ前に立っていたのは、男性のように短い黒髪の妖よう艶えんな女だ。首まで隠れるぴったりとした黒い服を身につけている。

「マーティン？」

　この妙みよう齢れいの女性が、屋敷に仕える初しよ老ろうの執事マーティンのもう一つの姿だと知った時、リナレーアは驚きを隠せなかった。だって、そんな魔物の話など聞いたことがない。

　男と女、どちらにでもなれる魔物のことなど『冒険家ルーベン＝ベネディクトの冒険記』にだって書いていなかった。ましてこの女は、その細腕からは考えられないような剛ごう力りきと素早さを持っているのだ。

「あなたも来ていたの？　知らなかったわ」

「旦那様は、一刻も早く王宮での仕事を終えて奥様との蜜みつ月げつに戻りたいご様子です」

　面白いのは、注意深くその話し方や仕草を観かん察さつしていると、なるほど目の前のこの女とレイデ家の執事には重なる部分が多いことだ。ザイラスをからかうような口調と、リナレーアに向ける優しげな微笑みはどちらも変わらない。

　ザイラスは女版の執事を鋭く睨みつけた。

「無む駄だ口ぐちはいい、マーティン。お前は戻れ。何かあれば報告しろ」

　女性の姿をしたマーティンはリナレーアの目から見てもとても魅力的なのに、ザイラスは少しも心を動かされないらしい。マーティンはくすりと笑って頭を垂れた。

「かしこまりました旦那様。それでは奥様、失礼いたします」

　そう言って部屋を出て行った女執事を見送ってから、リナレーアは夫に問う。

「あなたは行かなくていいの？」

　女版のマーティンは、魔物使いとしての夫の片腕だ。ザイラスは、魔物使いとして仕事に出る時はいつも彼……彼女を伴ともなっている。彼女が仕事に行くのなら、ザイラスも行くべきではないのだろうか。

「罠わなは仕し掛かけた。あとは向こうが動くのを待つだけだ」

　そう言って肩を竦めると、ザイラス＝レイデはにやりと笑った。そしてその指先で妻の頰を撫でる。

「それよりリィナ、酒を飲んだな？　少し赤い。もしかして、俺を誘さそってる？」

　艶めいた夫の言葉に、リナレーアはさらに顔を赤くしなければならなかった。
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　前王おう妃ひ、つまりヘンリック王の母親のお喋しやべり好きは国内外で有名だった。

　彼女は三ヶ月に一度、それぞれ『花の精の宴うたげ』『涼りよう風ふうの音楽会』『豊ほう穣じようの感謝会』『静せい寂じやくの読書会』という四季にちなんだサロンを開き、さらには年に一度、王宮の前庭を広く開放し『花見会』と呼ばれるパーティーを開かい催さいして多くの貴族を楽しませた。

　三年前にヘンリック王が即そく位いしてから前王夫ふ妻さいは王おう都とから遠い離り宮きゆうで隠いん居きよ生活を送っているが、この時ばかりは王宮へ帰ってくるのが通つう例れいだ。ただ今回王妃は体調を崩くずしているらしい。サロンでも会えないだろうとリナレーアは事前に聞いていた。

　今日の『涼風の音楽会』は、初夏のこの時期に開かれるサロンだ。

　西せい翼よくの中庭の一部にテーブルが広げられ、軽食とお茶、それに弱い酒が用意されている。

　レイデ夫妻は、このサロンに参加するのは初めてだった。ほとんどの参加者が王妃の直接の知人かその知り合いなので、平へい均きん年ねん齢れいもいささか高めである。

　そういうわけで、そこに登場した二人は大いに周囲の注目を浴あびた。

「あら、まぁ。可か愛わいらしいご夫婦」

「王宮にいらっしゃるなんて珍めずらしいわね」

　ザイラスとリナレーアは人々の視線を集めたその瞬しゆん間かんから、完かん璧ぺきな仮面を被ってみせた。かちり、と二人の中で何かが切り替わったようだ。

　優しく紳しん士し的てきなレイデ伯はく爵しやくと愛らしい淑しゆく女じよであるレイデ夫人は、はしたなくない程度に寄より添そいながら周囲にやってくる年配の貴族達に挨あい拶さつをした。

「ごきげんよう、グレスコー夫人」

「これはアガース伯爵閣かつ下か。奥方のお加減はいかがですか？」

「そちらの胸飾り、とても素す敵てきですねメリダ様」

「お久しぶりです、バーナー公こう爵しやく閣下、シィナ夫人」

　若きレイデ伯爵夫妻の評ひよう判ばんが社交界ですこぶるいいのは、二人の完璧な外見だけが理由ではない。彼らが一度挨拶した相手の顔と名前をすべて覚えているからだ。

　ザイラスにいたっては前回交かわした些さ細さいな話題さえ記き憶おくして会話の中に盛り込むのだから、話も弾はずむというものである。

「そういえばバッカンス伯爵、先日ご覧らんになるとおっしゃっていた芝しば居いはいかがでしたか？　感想を伺うかがいたいと思っていたのです」

「ははは。そんなことを覚えておいででしたか。いや、なかなか悪くありませんでしたよ。主演の女優が怪け我がをしたとかで代役になったのですが……」

　そんな会話を交わす夫の様子をちらりと見ながら、リナレーアは改めて自分が結婚した男の不ふ思し議ぎさを思った。

　髪を整え、こうして微笑ほほえんでいる彼は完璧な貴族だ。優しく穏おだやかで礼れい儀ぎ正ただしい。けれど二人きりになったとたん、一人称が『俺』に変わりリナレーアを『あんた』と呼んで、愛してると甘く囁ささやくのだから、なかなか慣れることがない。

　間ま違ちがいなく、頭はいい。

　途と中ちゆう入学だったにもかかわらず、ミヴェット校でも成績は優ゆう秀しゆうだったようだ。言げん語ご学がくの勉強を始めたのは入学以後のことらしいが、どういう経けい緯いがあったのだろうか。

（そうだわ。そのことも、一度聞いてみなくちゃ……）

　夫はまるで、兄のスープに入っている玉ねぎのようだ。

　むいてもむいても中身があって、どんどん内側を知りたくなる。仮面を被っている時はしゃんとしているのに、熱を加えるととたんにとろけるような言葉を口にする。

「リナレーア様？」

　名前を呼ばれ、リナレーアははっと意識を引き戻した。すぐにこうやって頭の中の世界に入り込んでしまうのは自分の悪い癖くせだ。

　目の前には参加者の中でも比ひ較かく的てき年若いディラン伯爵夫人が立っていた。気が強くて流行に敏びん感かんな、一部の貴き婦ふ人じん達のリーダー的存在である。人脈が広く、結婚相手の斡あつ旋せんも得とく意いらしい。この時も彼女は自分よりもさらに若い男を伴ともなっていて、社しや交こう辞じ令れい的な挨拶の後に「ちょっとご紹介させていただけるかしら？」といつもの決まり文もん句くを言った。

「こちらレオ＝アルベス氏。レオ、こちらがレイデ伯爵夫人よ」

「お会いできて光栄です、レイデ伯爵夫人。どうぞレオとお呼びください」

　レオ＝アルベスは、三十前後の爽さわやかな男だった。全体的に線が細く、長い髪を後ろでひとつに束たばねている。たれ目がちで、夫にはない柔にゆう和わな雰ふん囲い気きを持っていた。

「トラーティング商会という会社をご存ぞん知じですか？　そこの会長をしております」

　リナレーアは、『トラーティング商会』というものに聞き覚えがあるように思ったが思い出せなかった。疑問を顔に浮かべる代わりににっこりと微笑む。

「まぁ、お若いのに優秀な方ですのね」

「小さな会社です。ディラン伯爵夫人にはご贔ひい屓きにしていただいていておりまして」

「なかなかいい品を扱ってますのよ。珍しいものも」

　どうやら、この男は貴族ではないらしい。王宮の茶会に中産階級の人間が交まじっているのは珍しいことではない。彼らは貴族階級に人脈を広げようとしてこういう場に潜もぐり込んでくるのだ。

「例えばどんなものですか？」

　そう聞くと、アルベスは意い味みありげに笑って答える。

「夜のバルコニーで羽を休める美しい鳥を」

「鳥？」

　リナレーアは目を丸くした。

　ちょうどその時、少し離れたテーブルからディラン伯爵が妻を呼ぶ声がした。

「あら、何かしら。ごめんなさいね、リナレーア様。ちょっと失しつ礼れいいたしますわ。レオ、くれぐれも失礼のないようにね」

　伯爵夫人は贔屓の商人にそう釘くぎを刺さすと、スカートをつまんで夫の元へ戻っていく。

　しかしリナレーアも商人も、互いから目を離はなさなかった。リナレーアは既すでに、相手が誰だれなのか気づいている。

　間違いない。昨日、バルコニーの下に迷い込んできた男だ。

「あなた、もしかして昨晩の？」

　アルベスはにっこりと笑った。

「覚えていていただいて光こう栄えいです。まさかこんなところで再会できるとは。これは運命というものですね。レイデ伯爵夫人……いえ、リナレーア様とお呼びしても？」

　アルベスはさっとリナレーアの手を取ると、素す早ばやくその甲に口付けを落とそうとした。しかし横から伸びた腕が彼女の手を搦からめ捕とってしまい、商人の唇くちびるは行き場を失う。

「こちらはどなただい？　リナ」

　ザイラス＝レイデはその紳士的な笑顔も口く調ちようも乱してはいなかったが、なぜかピリピリとした緊きん張ちよう感かんが辺りに走った。

　彼の右手はしっかりと妻の手を握にぎり、左手は肩を抱いている。

　第三者が見ても、レイデ伯爵が妻に対する所しよ有ゆう権けんを主しゆ張ちようしていることがわかっただろう。つまり、その顔には『これは俺の女だ』と書いてあった。
















「アルベス様よ。トラーティング商会の会長をなさっているのですって」

　しかし所有権を主張されている妻はのんびりとした口調で言った。後ろめたいところが何もないからだ。

「はじめまして、レイデ伯爵閣下」

　アルベスは先ほどリナレーアに不ふ埒らちを働こうとした手をそのままザイラスに差し出して、にっこりと微笑み握あく手しゆを求めた。

「トラーティング商会？」

　一度眉まゆを上げたザイラスが、笑顔を作ってその握手を受ける。

「なるほど。お噂うわさは聞いておりますよ」

「お恥はずかしい。どんな噂でしょうか」

「その若さで成功を手にされていると、いろいろとお忙しいようだ。確かご結婚されているのですよね？」

「はい。ただ、今は離り婚こん調ちよう停てい中ちゆうですが」

「おやそれは失礼。存じ上げなかったものですから」

「いえ、とんでもございません。お二人はとても仲がよろしいようですね」

「まだ子供がいないせいですかね、いつまでも恋人のような気分が抜けないのですよ」

（恋人だった時なんてないのに、おかしなことを言うのね）

　とリナレーアは思ったが口は挟はさまなかった。空気を読めないようでは社交界は渡れない。

「いや、羨うらやましい限りですね。奥方はとても可愛らしい」

「今日は、このサロンのために王宮へ？」

　話題を変えたのはザイラスの方だった。

「いえ、この席にはディラン伯爵夫人とのご縁えんで呼んでいただいたのですよ。実は今、大きな仕事の関係で王宮に滞たい在ざいしているのです」

「ははぁ……、なるほど」

　そうやって言葉を交わす間も、二人はぎりぎりと握手を交わしたまま離そうとしない。気のせいだろうか、どちらの手にも血けつ管かんが浮いていて、指先は少し赤黒く染そまってきている。痛そうだ。

「……」

「……」

　やがて二人はどちらからともなくぱっと手を離し、

「それでは、失礼いたします」

「ええ。また機会がありましたらぜひ」

　と当あたり障さわりのないことを言って同時に背中を向けた。

　ザイラスはずっとリナレーアの肩を摑つかんでいたので、自然とリナレーアもアルベスに背を向ける形になる。

「リナ。その手は消しよう毒どくした方がいい」

　アルベスから十分に離れたところで、ザイラスが言った。

「手を？　どうして？」

　リナレーアがきょとんとして聞くと、夫は紳士の笑顔を顔にのせたまま答えた。

「トラーティング商会のレオ＝アルベスは、既婚者の好こう色しよく家かで大たい衆しゆう紙しの常じよう連れんなんだよ。仕事の腕だけでなく女性をたらし込む腕も一流のようだ。ディラン伯爵夫人も、彼の宿やど主ぬしの一人だろう」

「……まぁ」

　その時リナレーアは、半月前に目にした新聞の号外を思い出した。あれは確か、彼女がコラムを書いているレック新聞の事じ務む所しよで見たのだ。

『トラーティング商会の会長、不ふ倫りん疑ぎ惑わく！』

　あれがもしかして、レオ＝アルベスのことだったのだろうか。

「恋多き方なのね」

　リナレーアは心から感心して言った。

「恋？　本気で言っているのかい？　リナ」

「え？　何か違うの？」

　恋をしてしまったから、妻以外の女性と親しん密みつな関係になってしまうのではないのだろうか。それはきっと、仕方のないことだ。

　リナレーアだって、万が一ザイラス以外の男と結婚していたとしても、どこか別の場所で彼に会ったら恋に落ちてしまうかもしれない。結婚は計画的な段だん取どりを経た契けい約やくだが、恋はそうではないのだ。

　しかしなぜか夫は、眉を上げて奇き妙みようなものでも見るようにリナレーアを見た。

「驚おどろいたな。君が不倫に対してそんなに肯こう定てい的てきな意見を持っているとは」

「あら、肯定はしていないわ。契約違い反はんはよくないことよ」

「契約ではなくて道どう徳とくの問題だよ、リナレーア」

「そうね。契約違反は、道徳的によくないわ」

「……エンブリー家で君がどういう教育を受けてきたのか、気になって仕方がないよ」

「今度ぜひ実家に泊まりにいらして。お兄様達もきっと歓かん迎げいするわ」

「ヴァルター殿の様子を見ていると、とてもそうは思えないけど……。ともかく、君は浮うわ気きをしようなんて考えないでくれよ」

　そう言うと、ザイラスはそっと妻の耳元に唇を寄せて囁いた。

「そんなことになれば、相手の男は俺が八やつ裂ざきにしてやる」

　今度呆あきれるのはリナレーアの番だった。

　ザイラスが言うと冗じよう談だんに聞こえない。

「わたくしが浮気なんかするはずがないわ」

　これがきっと、最初で最後の恋だ。

　こんなにも胸を高鳴らせる相手がザイラス以外に現れるとは思えない。しかしリナレーアがそう告げる前に騒さわぎが起きた。

「うわ！」

　ガシャーン！

　悲ひ鳴めいと、ガラスの割れる音。

　夫の表情が、一瞬で変わる様をリナレーアは見た。穏やかな貴族の顔から鋭するどい眼がん光こうを持つ一人の魔物使いの顔に。それに見み惚とれていると、彼女はぐいと夫の腕の中に引き込まれた。

「なんだ？」

　ザイラスが、事態を見み極きわめようとしているのがわかる。

「リィナ。俺から離れるな」

　彼はリナレーアの手を引いて悲鳴の聞こえた方へ足を進めた。

　テーブルが一つ倒れ、割れたグラスや軽食が芝しば生ふの上に散らばっている。見れば、夫のいう『既婚者の好色者』が年若い給きゆう仕じを助け起こしているところだった。給仕はひどく青ざめてその目に恐きよう怖ふを浮かべている。

「どうされました」

　ザイラスが声をかけると、レオ＝アルベスは顔を上げて答えた。

「いえ、この給仕が突とつ然ぜんあちらから悲鳴を上げて走ってきて……」

「何かに襲おそわれたのです」

　給仕の青年の顔からは完全に血の気が引いていた。

「巨大な……生き物で。上から降ふってきて……」

「まぁ、怪我をしているわ」

　リナレーアは、青年が腕から血を流しているのに気付いてハンカチを取り出した。

「どなたか、医い師しを呼んでいただけます？」

　そう周囲に頼たのむと、「もう呼びました」とアルベスが答えた。

「あなた、ちょっと傷きず口ぐちを見せて」

　紳士の一人が持ってきてくれた椅い子すに、給仕を座らせる。青年の白いシャツにはかぎ裂さきができていたが、あまり深い傷ではなさそうだった。

「引ひっ搔かかれたのか？」

「いえ……これは、逃げる時に枝にひっかけたのだと思います」

　青年は、たった今自分が怪我をしていたことに気付いた様子だった。

「どういう生き物だった。もっと詳しくわからないか？」

　ザイラスが鋭く問いを口にする。

「赤い……獣けもののようでした。いや、鳥かもしれない。……すみません。ちょっと混こん乱らんしていて……」

「獣だと？」

　ザイラスは小さく舌した打うちをすると、今度はリナレーアを見た。

「リィナ。マーティンが来るまで一人になるな。わかったな」

「え？　はい。でもあなたは？」

「仕事だ」

　夫の答えは短く、リナレーアが止める間もなかった。妻と怪我人をその場に置いて、どこかに駆かけていってしまう。

（仕事……。魔物の仕し業わざということ？）

　リナレーアはよっぽど夫を追いかけようかと思ったが、かろうじて思いとどまった。ザイラスはそれを許さないだろうし、怪我人を放っておくこともできないからだ。

「リナレーア様。私は医師の様子を見に行ってきます。すぐそこまで来ているかもしれない。ここをお願いできますか？」

「え？　ええ」

　次いで立ち上がったアルベスに、リナレーアは頷うなずいた。

　気付けば、周囲の貴族達は遠巻きになって言葉を交わしている。皆怯おびえているようだった。負ふ傷しようした使用人を気き遣づかう余よ裕ゆうもないらしい。

　この国は、これまでの王の功こう績せきで長年戦争とは無縁の生活を送っている。

　平和に慣れた老貴族達が王宮に寄生し、異物を認めない。だからこそ前王は若い王子に王おう冠かんを譲ゆずることを決めたのだと、いつかリナレーアは父から聞いた。

　ヘンリック王が、この国に新しい風をもたらすのだと。

「怪我人はどちらですか」

　使用人に連れられて、医師がやってきた。

　リナレーアは立ち上がって場所を譲る。それと同時に、「何事だ」と知っている声がした。

　顔を上げれば、正面の渡わたり廊ろう下かに騎き士しを数人連れた王が立っていた。いつも穏やかなヘンリックには似つかわしくない険けわしい表情を浮かべている。

「陛へい下か」

　その場にいた貴族達が頭を下げた。椅子に座っていた給仕も慌あわてて地面に降りて膝ひざをつく。

「これは何事だ？　その者は怪我を？」

「陛下。あの給仕が、何者かに襲われたそうです」

　近くにいた老婦人が青ざめた様子で言った。

「なんだと？　不ふ審しん者しやか？」

　眉み間けんに皺しわを寄せた王にはっきりと答えを口にする者はいない。その代わり、貴族達はざわめいた。

「いや、彼は赤い獣だと言っていただろう」

「人間じゃないんじゃないか？」

「王宮内に人間に害がいをなす獣がいるわけがないではないか」

「人と見間違えたのではないかしら？」

　らちがあかないと早々に判はん断だんした王は、自ら庭に降りて地面に膝をつく給仕の元へ歩いた。

「陛下！」

　騎士達が慌てて主君を追いかける。

　王は青ざめている給仕の青年の怪我の様子を覗のぞき込こみ、その手当てをしていた医師を鋭く睨にらんで問うた。

「どういう傷だ」

「この怪我は逃げる時に枝でひっかけただけのようですね。刃物でも獣の牙きばでもないようです」

　医師の答えを聞いたヘンリックは側そばに立っていたリナレーアを見た。

「リナレーア。君に怪我は？」

　突然名を呼ばれ、彼女は少なからず驚いた。王が自分に気付いているとも思わなかったからだ。

「いいえ。わたくしは何も」

「そうか。ザイラスはどこへ？」

「あちらへ」

　リナレーアは夫が駆けていった方向を指差した。ヘンリックが目配せをすると、護ご衛えいの騎士のうち二人ほどが、リナレーアが示した方へと走り出す。

　王は無む駄だな時間を作らなかった。

「申し訳ございませんが、皆様には場所を移い動どうしていただきましょう。奥庭を眺ながめられる広間にテーブルと音楽を準備させます。今年は趣しゆ向こうを変えて、そちらで涼すずやかな風を感じていただきたい」

「しかし陛下。王宮内におかしなものが紛まぎれ込んでいるのでは……」

　不安そうな顔の紳士に、ヘンリック王は穏やかな笑顔を見せた。

「恐おそらく、今朝方調理場に運び込まれた鶏にわとりが、籠かごから一いち羽わ逃げ出したのでしょう。とても血けつ気き盛さかんな、『羽はね鶏どり』と呼ばれる鶏を仕入れたそうです。身がしまっていて、独どく特とくな食感があるのですよ。そうだ。皆様をお騒がせしたお詫わびに、広間に『羽鶏』を使った軽食を準備させましょう」

「鶏、ですか……」

「まぁ。そうでしたの」

「ああ、私はてっきり……」

　王の言葉で、安あん堵どが波のように広がっていくのをリナレーアは見た気がした。

　こんなふうに、言葉だけで人の心を鎮しずめることのできる人間がいったい世界にどれだけいるだろう。ヘンリックは、間違いなく有ゆう能のうな王だ。そしてこのような王を戴いただいていることこそ、この国の最大の幸運だった。

「リナレーア様」

　その時、背後から声をかけてきたのは女性型のマーティンだった。服装が、貴族に仕つかえる護衛官のようなそれになっている。昨晩のような黒ずくめの格かつ好こうは夜間に限定したものなのかもしれない。

　彼女は昨晩会った時よりも鋭い目つきでリナレーアに言った。

「旦だん那な様からのご命令です。奥様は、どうぞこちらへ」

　リナレーアは嘆息した。

　ザイラスがマーティンになんと命令したのかなど簡かん単たんに推すい測そくできる。『リナレーアを安全なところへ連れて行け』あるいは『リナレーアが余計なことをしないように見張っていろ』、このどちらかだろう。いや、両方かもしれない。

「でも」

「奥様。お早く」

　彼女は黙だまってその場を辞することに罪ざい悪あく感かんを覚えたが、マーティンに強く言われて渋しぶ々しぶ従うことにした。リナレーアだって夫に無用な心配をかけることは本意ではないのだ。

（わたくしの周りには、心配性な人が多いのね）

　兄姉きようだい達にしても、夫にしてもそうである。

　理由は自分にあるとわかっていた。

　無茶だ無む鉄てつ砲ぽうだと小さい頃から言われている。けれど思いついたら行動したくなるし、興きよう味みを持ったら知りたくなるのだ。仕方がない。

　心配してくれる周囲の人達には申し訳ないが、それがリナレーアなのだ。

「あ、あの書庫へ行きたいわ」

　そういうわけで無茶で無鉄砲なリナレーア＝レイデは、この時も自分を安全なところへ連れていこうとする執しつ事じの緊張感を尻しり目めにそう言った。

　部屋へ戻る途中の廊下で彼女が見つけたのは、昨晩王と通りかかった銅どう細ざい工くの扉だ。案あんの定じよう、先行して歩くマーティンが眉間に少し皺を寄せて振り向く。

「しかし、奥様。すみやかにお部屋にお戻りになるようにとのご命令です」

　リナレーアはにっこりと微笑んだ。

「わかっています。部屋に戻ったら大人しくしているわ。でも退たい屈くつなのだもの。陛下には、書庫に出入りする許可はいただいているの。少しだけ、どんな本があるのか見てくるだけよ。よいでしょう？」

　これは噓うそだ。

　リナレーアの目的は『妖よう精せい』だった。

　あの銅細工の扉を見た瞬間思いついてしまったのだ。妖精だって魔物なのだから、王宮内に潜せん伏ぷくしている魔物に関して何か情報を持っているかもしれない。そこで何かわかれば、夫の仕事の手助けにだってなるだろう。

　しかしそう正直に言えば、リナレーアの安全確保を命じられたマーティンが止めるのは明らかなので、噓をついた。物事を円えん滑かつに運ぶためにはこういう噓も必要である。

　大体妖精に会えるかどうかもわからないのだ。

（なんて言ったかしら。ザイラスが以前使っていた言葉で……そうそう、『ダメ元』だわ）

「しかし、奥様」

「お願いよ、マーティン」

　リナレーアは首を傾かしげて女魔物を見つめた。

「……」

　リナレーア＝レイデが、自分の『お願い』に何かしらの効こう果かを認みとめているのは、兄姉達が度たび々たびこう口にしていたからだ。

『ああ、リナのお願いには逆さからえないな』

『ずるい子ねリナレーア。あなたのお願いに私が逆らえるはずもないというのに』

　あまりにそう言われるので、幼いリナレーアは自分の目から何か光こう線せんでも出ているのかと鏡とにらめっこをしたこともあったが、特にそういった現げん象しようは確認できなかった。世の中には、理り屈くつでは説明できないことが多々あるものだ。

「……かしこまりました」

　果はたしてこの時のマーティンが、ただ単にリナレーアの『お願い』に負けたのか、心配性の夫を持つ奥様に同情したのかは定さだかではないが、ともかくリナレーアは女魔物の了りよう解かいを取りつけて満足した。

「ありがとう、マーティン」

　そっと両開きの扉を開けると、そこは小さな前室だった。そして正面に兵士が一人立っている。どうやら護衛番のようだ。退屈そうにぼーっと中空を見ていた兵士は、入室してきた女性を見てはっと居い住ずまいを正した。

「ごきげんよう。リナレーア＝レイデと申します。昨日、ヘンリック陛下に入室の許可をいただいたのですが」

　リナレーアが微笑んでそう言うと、年若い兵士は少し顔を赤くして「あ、はい。伺っております」と答えてすんなり奥の扉を開けた。

　忙しいだろうに、ヘンリックはきちんと約束を守ってくれたらしい。リナレーアはうきうきと足を進め、マーティンもその後ろにぴったりとついて歩いた。しかし書庫内に入る直前で、慌てた兵士に止められてしまう。

「申し訳ございません。お付きの方はこちらでお待ちください」

　女魔物の眉間にわずかな皺が寄せられた。

「私はレイデ夫人の護衛官です。夫人をお一人にするわけにはまいりません」

　妖よう艶えんな美女がひんやりとした声で言ったのに、兵士は怯ひるみこそすれ引き下がらなかった。

「……しかし、入室の許可が出ているのはレイデ伯爵夫人のみですので、ご理解いただかなくては。室内には人が通れない大きさの丸窓が一つあるだけで、この扉以外に不審者が入室できるような出入り口はありません。ですから護衛官殿はどうぞこちらでお待ちを」

「……」

　マーティンは鋭く兵士を睨みつけたままだ。兵士の言葉で彼女が納なつ得とくしない理由は、警戒している対象が人ではなく魔物だからである。

　扉があるかどうかが魔物にとって問題ではないということは、マーティン自身が既すでに証しよう明めいしている。彼女は、その細腕からは想像もつかない腕力と俊しゆん敏びんさで壁かべに穴を開けられる。その気になれば若い兵一人くらい指一本で昏こん倒とうさせることもできるだろう。しかしリナレーアはそんなことは望んでいなかった。

「マーティン、ここで待っていてくれる？　すぐに戻るから」

「奥様。困ります」

「大丈夫よ。何かあれば大声を出すわ」

　視線だけで暗に、（あなたなら、すぐ駆けつけられるでしょう？）と付け加える。

「本当よ。すぐに戻るわ」

　駄目押しでもう一度言うと、ようやくマーティンは引き下がった。

「……なるべく、お早く済まされますように」

「ありがとう」

　そうしてようやく、リナレーアは書庫に入ることができた。

（あまり待たせない方がよさそうね）

　リナレーアが出てくるのが遅ければ、マーティンは兵士を打ち倒してでも部屋に入ってきかねない。彼女はさっと室内に目を走らせた。

　書庫は想像していたよりも狭せまく、そして明るかった。

　四角い部屋の正面には半はん裸らの女性の絵かい画がが飾られていて、それ以外の壁がすべて書しよ棚だなという造りになっている。絵画の手前に机が置かれ、柔やわらかそうな椅子も何脚か書棚の前に配置されていた。

　正面の絵画の上に小さな丸窓があって、そこから入る外の光が室内を照らしている。

　リナレーアは、近くの書棚に並べられた本の背せ表びよう紙しを目で追った。

「『本国論』、『美お味いしいスープ』、それに『童どう話わ・トカゲになった王子様』？」

　リナレーアはくすりと笑った。

「見事にばらばらだわ」

　王族か特別に許可を得た者しか入らない私的な書庫だというのだから、本を整理し管理する人間もいないのだろう。警備の兵士が置かれているだけましというものだ。

「妖精さん。いらっしゃるの？」

　彼女は試ためしに声をかけてみた。

「……」

　しかし返ってくるのは静せい寂じやくだけだ。これくらいでがっかりしたりはしない。そもそも妖精を含む魔物という存在は、人目を避さけるものなのだ。

　そう。魔物という存在が、半ば幻まぼろしかおとぎ話のような扱いを受けているのだって、彼らが滅めつ多たに人前に現れないからである。少なくとも、人の中に紛れている魔物は本当の姿を簡単に現したりしない。

　その理由を、リナレーアは既に知っていた。

　人が彼らを恐れるからだ。

　自分と違う存在であるという理由だけで、魔物を恐れ、嫌けん悪おし、排はい除じよする。

　それは対象を魔物に限らず多くの人間が持つ性質だ。

　当然のことかもしれない。人の身体からだ自体がそういう機き能のうを持っている。異い物ぶつを攻こう撃げきし排除することが、細さい胞ぼうの一つ一つに刻み込まれた生き物なのだ。

「……！」

　その時、リナレーアはくるぶしの辺りを何かに撫なでられたような気がして飛び上がった。

　かろうじて声を上げずに済んだのは、悲鳴を上げればすぐさまマーティンが扉を蹴け破やぶり入室してくることがわかっていたからだ。

　すわ妖精か、と彼女は絨じゆう毯たん敷じきの床に視線を走らせた。しかしそれらしきものは見当たらない。この一瞬で、隠れられるような場所は多くない。近くにあるのは、本棚か椅子か……。

　もう少しで、リナレーアは「まぁ」と言ってしまうところだった。

　椅子の下から、小さな尻尾しつぽのようなものがぴょこんと覗いている。

（妖精には、尻尾があるのかしら？）

　少し考えた彼女は明後日あさつての方向を見ながらそちらに歩み寄り、十分に近づいたところでさっと膝をついて椅子の下を覗き込んだ。

（驚いた。何かいるわ）

　リナレーアはまじまじと、椅子の脚の後ろに隠れている生き物を見つめた。

　幸いなことに、椅子の下は丸窓から入り込む光の影かげにはなっていなかった。

　隠れているのは四つ足の生き物だ。ふさふさの毛が生えていて、大きな黒目が警戒するようにこちらをじっと見つめている。

「妖精、ではなさそうね？」

　リナレーアは柔らかく笑って、右手を伸ばした。

「こちらへおいで。痛くなんてしないわ」

　その獣はきゅうとか弱い鳴き声を発し、差し出されたリナレーアの指先に鼻先を近づけた。ふんふんと鼻を動かし、匂においを嗅かぐ。リナレーアはじっと我が慢まんして動きを止めた。すると、やがて向こうの方から毛け並なみをすり寄せてきたので、彼女はようやくそれを抱き上げることができた。

「可愛いわんちゃん。どうやってここに迷い込んだの？」

　それは、少し鼻先の突き出た子犬だった。

　抱き上げられた子犬はなおもふんふんと鼻を動かし、リナレーアの匂いを嗅いでいる。実家の領地でよく見た牧ぼく羊よう犬けんを思い出して、リナレーアは少し硬こう質しつなその毛並みを撫でた。

「窓から入り込んだのかしら？　いいわ。わたくしと一緒に出ましょうね。……あら？」

　リナレーアは、子犬の背中にこぶのようなものがあるのに気付いた。
















「あなた。ここに何があるの？」

　病気だろうか。犬にはこういうこぶの形の病気があるとリナレーアは知っていた。悪いものなら切せつ除じよする必要だってある。

　彼女が毛並みをかき分けてこぶの様子を見ようとしたその時、目の前に影が落ちて子犬がリナレーアの腕から逃げ出した。

「ごきげんよう、リナレーア様」

　降ってきた声に、目を丸くする。

　リナレーアは逃げ出した子犬を追いかけることを忘れ振り向いた。

「……マリアンヌ様」

　半月前、リナレーアから魔ま剣けんについて聞き出そうとした女がそこに立っていた。

　あの時と同じように金色の髪を結い上げ、白いうなじを露あらわにしている。ドレスは深い青で、むき出しの胸元を不思議な光こう沢たくのあるストールで覆おおっていた。

「覚えておいていただいて光こう栄えいですわ。レイデ伯爵夫人……リナレーア様」

　その声には、弦げん楽がつ器きのように蠱こ惑わく的てきな張りがある。

　リナレーアは注意深く立ち上がった。

「どうして、こちらに？」

（いいえその前に、いつの間にここへ入ってきたの？　わたくしが入った時は、誰もいなかったのに）

　ここが四角い部屋のように見えたのは間違いだったのだろうか？　本棚の間に通つう路ろがあった？　今すぐ声を上げてマーティンを呼ぶべきだろうか。しかしそんなことをすれば、この女は逃げてしまうかもしれない。

『魔物解放団』の女は、芝居がかった仕草で室内を見渡した。

「王たる方々の蔵書は本当にお見事ですわ。価値の高い書物はさすがに別の場所に移されているようですが、それでも見応えがあります」

「マリアンヌ様も、陛下に許可を得てこちらへ？」

「そう。リナレーア様は確か、ヘンリック陛下とも懇こん意いでいらしたわね」

　マリアンヌはにっこりと微笑んではぐらかした。

（馬鹿にされているんだわ）

　無理もないことだ。人生経けい験けんという点で、リナレーアはきっと目の前の女には決定的に劣おとっている。

「あなたが、まだ王都にいらしたなんて」

　マリアンヌが目を丸くする。

「まぁ、ほほ。そうね。彼らと私では、格かくが違うのよ、リナレーア様。残念ながら」

　マリアンヌが言う『彼ら』とは、半月前リナレーアが『魔物解放団』の夜会で目もく撃げきした貴族達だ。リナレーアが個人名を特定できたのはほんの数人であったが、その全員が、ヘンリック王の召しよう還かんを待たずに王都から姿を消した。

　病気療りよう養よう、領地視察、留りゆう学がく等理由は様々であったが、本人が不在であれば詳細を追つい及きゆうすることはできない。犯罪容疑がかかっていれば強制召還も可能なのだが、今のところ、『魔物解放団』という組織を犯罪者集団だとする証しよう拠こは何もないし、レイデ伯爵夫人の誘ゆう拐かいに直接手を下したのは魔物憑つき男爵のみだった。

「それよりも、リナレーア様。せっかくお会いできたので伺うのですが、魔剣は、今どこにあるのかしら？」

　どうやら彼女は回りくどい会話を交わす気はないらしい。

　女が一歩足を進める。しかしリナレーアは後ずさったりしなかった。鼻につく香水の甘い香り。女の姿をしたマーティンにも妖艶さはあるが、目の前の女のそれとは種類が違った。

　マーティンが持つのは夜の湖のような妖あやしさだが、マリアンヌのそれはもっと生々しい。女であるがゆえの色香が、マリアンヌにはあった。

「魔剣をどうなさるおつもり？」

　リナレーアは毅き然ぜんとして問うた。女が嘲ちよう笑しようするように目を細める。

「知れたことをお聞きになるのね。魔物達を苦く悶もんから解放するのです」

「あなた方に本当にそんなことがおできになるなら、半はん魔まと呼ばれる者達はなんなのです？　それともあれが、苦悶から解放された姿だとでも？」

　魔物から魔を取とり除のぞくことなどできない、とザイラスは言っていた。逆に、取り除こうとすればなんらかの弊へい害がいが現れるのだと。

　実際、リナレーアは半月前、心を壊こわして人形のようになってしまった半魔の男を目にした。あれが、男の望んだ姿であるはずがない。魔物から魔を引きはがす道具である魔剣を渡せば、あのような存在がもっと増えるのだろう。

　マリアンヌは笑った。

「それは無知というものですわ、リナレーア様。あなたは生まれつき魔に苛さいなまれている者の苦悩がおわかりではないから、自分を正しいと信じておいでなのね。魔物使いも同じ。だから、魔を受け入れるべきだなどと、寝ね言ごとを言っていられるのです」

「あら」

　リナレーアは目を丸くした。

「マリアンヌ様。あなたは本当にわたくしを見み損そこなっておいでなのね」

　この時初めて、マリアンヌが虚きよをつかれたような顔をした。リナレーアはきっぱりと続ける。

「わたくしは、自分の正せい義ぎのためにあなた方に反する立場にいるわけではありません」

『正義』などという言葉を剣に持てば、社交界では早々に潰つぶれてしまう。

　正しさを自分の中に抱くのはよいが、それを振りかざしてはならないとリナレーアに教えてくれたのは、次姉のフィーネだった。

「正しさとは、人の数ほどあるもの。そうでしょう？　わたくしのそれを、あなた方に押し付けようとは思っておりません」

　自分の内にある正しさという天てん秤びんにかけ、他者を断罪するのは貴族の仕事ではないのだ。貴族の仕事は、王を支え、国の豊かさを象徴することだ。国の威い容ようを飾り立て他国に踏ふみ入れる隙すきを与えない。そのために公爵家に生まれた娘は常に華やかでなくてはならないのだと、リナレーアは教わった。

「ただわたくしは、『魔物解放団』に私し怨えんがございます」

　由緒あるエンブリー公爵家の娘として、代々王の側近くで政まつりごとを補佐してきたレイデ伯爵の妻として、傲ごう慢まんなまでに、強く、華やかにあらねばならない。

　だからリナレーア＝レイデは、まっすぐに背筋を伸ばし、顎あごを引き、ただ柔らかく微笑んだ。

「あなた方は、我が家の思い出深い食卓を破は壊かいし、わたくしの兄が怪我をする原げん因いんとなりました。わたくしがあなた方に協力できない理由は、これだけで十分だわ」

　マリアンヌの眉間に皺が寄せられる。女はまるで、見たことのない生き物を前にしたかのような顔をした。

「……レイデ家を襲撃し、食卓を破壊するなどという早まった真ま似ねをした者達は、既に処分いたしました。それにご承しよう知ちかと思いますが、リナレーア様の兄君でいらっしゃるヴァルター＝エンブリー様がお怪我をされたのは、モーム男爵の不ふ手て際ぎわであって私どもは関かん与よしておりませんわ」

「あら。そうね。では別の理由を挙げましょう。あなた方の活動は、わたくしの夫の理り念ねんに反しています。ですから、ご協力申し上げられません」

「……」

　女が、窺うかがうような目つきでこちらを見ている。相手を計りかねているのだ。簡単に捕ほ食しよくできる生き物かどうか、慎しん重ちように確かめている。

「それにわたくしは、あなたが嫌いだわマリアンヌ様」

　思えば、誰かを嫌いだとはっきり口にしたのは、この時が初めてかもしれなかった。今は、仮面を被っていないからだ。淑女としての外そと面づらはこの場にはそぐわない。

「人を実験動物だと言い切ったあなたが嫌いです。あなたは、魔物を助けるために動いているのではない。そうではないですか？」

　そうでなければ、魔物憑き男爵に対して執しゆう着ちやくを見せなかった理由が説明できない、とリナレーアは思っていた。

　マリアンヌは、魔物を救おうと思っているわけではないのだ。団の理念は別として、少なくとも彼女個人の目的は魔物の解放ではない。

「……まぁ。ほほほ」

　マリアンヌは口元を隠して笑った。

「面白い方。けれど……本当に、あなたには欠かけていらっしゃるのね」

　欠けている？

「わたくしに、なんですって？」

　リナレーアには、マリアンヌの言っている意味がわからなかった。

　女は憐あわれむように首を振る。

「あなたは何もご存知ではないのね……いいえ、失礼。壊れたお人形が、自分が壊れていると自じ覚かくしているはずもないものね」

　マリアンヌは一度目を瞑つむると、再度リナレーアを見て婉えん然ぜんと微笑んだ。

「おっしゃる通りよ、リナレーア様。私は魔物を憎にくんでいます。けれどそれもまた、団の意志とは無関係なの。どうぞお忘れにならないでね」

　リナレーアはこの時、炎を連れん想そうした。

　マリアンヌという名の女が持つ、憎ぞう悪おの炎だ。それが女の内側で静かに燃えている。

「奥様！」

　突とつ如じよ、背後に轟ごう音おんが響いた。振り向けば、蝶ちよう番つがいがひしゃげて扉が破られている。既に本来の機能を失った扉の向こうに立っていたのは、拳こぶしを握り込んだ女魔物と呆ぼう然ぜんとした様子の兵士だった。

「マーティン」

「ご無事ですか？　中で話し声がしたので踏み入ろうとしたのですが、どういうわけか扉が開かず……」

　リナレーアははっとして顔を戻したが、既に女は姿を消していた。

　きょろきょろと室内を見渡し、書棚と書棚の間を確かめるが通路のようなものはない。まるですべてが幻であったかのようだ。

「リナレーア様？」

　側に来たマーティンが気遣わしげに名を呼んだ。

「マリアンヌ様よ。あの人が、そこにいたの」

　顔色を変えた女魔物は、まだ呆然として突っ立っていた兵士をぎろりと睨みつけた。

「室内に、他に人間がいたのか」

「は？　いいえ。本日お通ししたのは、レイデ伯爵夫人だけですが……」

　兵士が噓を言っているようには見えない。

　しかしマリアンヌがいたのも事実なのだ。マーティンは、それ以上兵を追つい及きゆうしようとはしなかった。相手が『魔物解放団』だからだ。普通の人間にはない侵入経けい路ろを持っていてもおかしくない。ただ険しい表情でリナレーアに告げる。

「奥様。今すぐお部屋にお戻りください。そしてどうぞ、旦那様がお戻りになるまで部屋からお出になりませんように」

　今度はどんな『お願い』も聞いてもらえないだろう。

「わかったわ」と素直に答えたリナレーアであった。
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　リナレーアを部屋まで送ると、マーティンはザイラスに報告するため彼女の側を離れた。部屋に残されたリナレーアは、部屋着に着替え大人しく夫を待つことにした。

　実家に暮らしていた頃は侍じ女じよの手助けがなければ着替え一つ満足にできなかったが、使用人の少ないレイデ家に嫁とついで一年経たった今では大たい抵ていのことはできる。

　リナレーアは自ら水出し紅茶を用意して、椅子に座った。

　考えることは多くある。けれど今の彼女の頭の中を占めているのは、先ほど見たマリアンヌの炎だった。

　マリアンヌは魔物なのだろうか。自由に室内を出入りできて、知らず部屋の鍵かぎをかけることのできる魔物？　彼女が魔物を憎んでいるのは、自分が魔物であることで迫はく害がいされたからなのか、それとも魔物に何かを奪うばわれたのか。

　あの金色の髪を持つ女の、燃えるような双そう眸ぼう。

　感情を燃やす抑えきれない炎。

　指先までもちりちりと焦こがすようなその輝きは、夫の持つ光に似ていた。

　それは、リナレーアにはない熱だ。

　真実をさらけ出して夫と過ごしたこの半月で、リナレーア＝レイデは気付かずにはおれなかった。

　自分が冒険に執着するのは、マリアンヌやザイラスが持っているような熱を求めているからだ。多くの物語の主人公が持っているこの身の内を焦がす熱情。激しさ。

　不幸であることを望んだことはない。けれど自分はあまりに幸こう福ふくすぎた。

　ぬるま湯の中で生きてきたから、激しく生きる術すべを知らないのだ。

　だから、憧あこがれる。

　だから、夢を見る。

　あの炎を、光を、心から美しいと思う。

　物思いにふけっていたリナレーアは、扉がノックされていることにすぐ気付かなかった。

　コンコン、という何度目かのそれでようやくはっと顔を上げる。

「はい」

　もともと警戒心の乏とぼしいリナレーアは、さして不審がらずに扉を開けた。するとそこには、数時間前に見た優やさ男おとこが立っていた。

「ごきげんよう、リナレーア様」

「まぁ、アルベス様」

　柔和な笑顔を浮かべた商人に、リナレーアは微笑む。アルベスは、怪我をした給仕のために医師を呼びに行くと言って姿を消したのだが、彼女は今の今までこの男のことをすっかり忘れていた。

「先ほどは、驚きましたわね」

「ええ、そうですね。なんでも、珍しい鶏が逃げ出したとか」

　ヘンリック王があの場で咄とつ嗟さに口に出した方ほう便べんを知っているということは、アルベスはあの後『涼風の音楽会』に戻ったのだろうか。

「あの、何か御ご用ようですか？」

　リナレーアが聞くと、アルベスは真面目な顔になって言った。

「実はリナレーア様にお話ししたいことがあるのです。失礼してもよろしいですか？」

　いくらリナレーアでも、夫の不ふ在ざいによく知らない男性を部屋に入れるのがよくないことは承知していた。

「申し訳ございませんが、夫がまだ戻っておりませんので……」

　こう言えば、良りよう識しきある紳士ならすぐ引き下がるはずなのだが、商人は引かなかった。それどころか身体を半分前に出して言う。

「しかし、急ぎリナレーア様のお耳に入れたいことなのです。その、夫君の件で」

「ザイラスの？　あの、夫に何か？」

　一瞬、夫が怪我でもしたのかと思ったが、それを報告しに来るのがこの商人のはずがない。

「ここでは憚はばかられる内容ですので、中に入れていただけませんか？」

　アルベスが緊きん迫ぱくした様子で続ける。次にリナレーアが考えたのは、魔物に関する話題ではないか、ということだった。

　それなら、アルベスが人目を避けようとする理由も理解できる。もしかしてこの商人は、夫が魔物使いであることを知っているのだろうか。

「どうか、リナレーア様」

「……どうぞ」

　少しの逡しゆん巡じゆんの末すえ、リナレーアは商人を部屋の中に入れることにした。

「ありがとうございます」

　アルベスはするりと滑すべり込こむように室内に入ると、ぐるりと周しゆう囲いを見回して振り向いた。その時初めて、男が手に花を持っていることに気がつく。大ぶりな赤い花。見み覚おぼえのあるものだ。

「立派なお部屋ですね。レイデ伯爵が、陛下のお気に入りだという話は本当らしい」

　先ほどまでの緊張感は消え、アルベスのその表情には柔らかな笑顔が戻っている。

「ご用件はどういったものでしょう？」

「花を」

　アルベスは手に持った花を差し出した。

「昨晩申し上げたでしょう？　次は花をお持ちすると」

「廊下に生けてあった花ですね」

　見覚えがあるのも当然だった。ヘンリックと一緒に歩いた廊下の花台に生けられていたものだ。

　言い当てられた商人は、しかし恥じるどころかうっとりとした様子で答えた。

「実は今あなたのための花を取り寄せているところなのです。だが私はどうしてもそれを待てなかった。すぐにでもあなたに会いたくて……」

「先ほどおっしゃっていたことは噓ですの？」

　ザイラスに関する話だと言っていたのに。

「噓だなんて心外です。リナレーア様。……大変申し上げにくいことですが、あなたの夫君には他に女性がいらっしゃいます」

　リナレーアは目を丸くした。

　ザイラスに、他に女性が？

　つまり彼が浮気をしているということだろうか。

　彼女は思わず噴き出していた。

「噓だとお思いですか？　ですがレイデ伯爵は先ほど髪の短い女性と……」

　マーティンのことだ。

「彼女はレイデ家の護衛官です。アルベス様」

　リナレーアは親しん切せつ心しんでそう教えてあげた。

「それと、わたくしの夫は浮気なんか絶対にしません」

　それだけは自信があった。

　愛されているからではない。ザイラスが、そういう人間ではないからだ。もしザイラス＝レイデがそんなに器き用ような人間であったなら、彼はきっと今でもリナレーアに対して仮面を被り続けただろう。

　それに万が一夫が自分以外の女性に恋をしたなら彼はそう言ってくれるはず。そして自分は彼を失う。考えたくもないことだが、それならありえないことではないのだ。

「伯爵閣下は幸せだ。あなたのような女性に信しん頼らいされている」

　そう言うと、商人は素早く動いた。花をテーブルの上に投げて二人の距離を数歩で縮ちぢめる。気がつくと、リナレーアは腕を捕とらえられていた。

「離してください」

「もちろん、そう言われて離す男はいないでしょうね」

「人を呼びますよ」

「あなたの可愛らしい唇を塞ふさぐのは簡単ですよ。……リナレーア様。最初に見た時からわかっていました。あなたが私に好意を抱いてくださったことはね。だからこうして参上したのです」

　ここにきてリナレーアは理解した。

　どうやら、レオ＝アルベスは恋多き男というわけではないらしい。これは、姉のディートリンデが言っていたいわゆる『考えの足りない軽けい薄はく男おとこ』だ。社交界の貴族達の中にもアルベスのような頭の中が綿わた菓が子しでできた男がいたが、兄姉達がリナレーアに近付くことを許さなかった。

　しかしここは兄も姉もいない。

「アルベス様。お離しください」

　リナレーアはきっ、と商人を睨んで言った。

「困ったな。あなたのそういう表情を見ては、ますます離したくなくなってしまう」

　アルベスはリナレーアの手をさらに引いて、後ろ手に寝しん室しつの扉を開けた。

「あっ」

　逃れることもできずに明かりの届かない部屋に引き入れられる。

　リナレーアは、ドレス以上の重いものを知らないで生きてきた自分の非力さを痛感した。きっと目の前の男には、彼女の抵てい抗こうなど赤子のそれに等しいのだろう。扉のすぐ横の壁に背中を押し付けられる。男の息遣いが側で聞こえた。記憶を刺し激げきする甘い香り。

「あなたの夫君が、私達が暗闇でこうしているところを見たらどう思われるかな？」

　アルベスの手は、昨日夫が歯を立てたところを握っていた。まるでザイラスはこうなることを予よ見けんしていたかのようだ。

　たとえ浮気でなくても、夫はアルベスを八やつ裂ざきにするかもしれない。

「リナレーア様……可愛らしい方だ。……うわ！」

「駄だ目めよ！」

　リナレーアが制止の声を上げるのと、暗闇の中で動いた三つ頭の獣が商人の襟えり首くびに嚙かみ付いて引き倒すのは同時だった。ガン！　という鈍にぶい音が響く。

「やめて、ディンヴィリヴェーラ」

　開け放たれたままの戸口から差し込む光の中で、豹ひようの顔を持つ一頭がその牙をアルベスの首に突き立てようとしていた。牙を伝ったよだれがぽたりと商人の顎に落ちる。灰豹の金色の瞳が、ぎろりとリナレーアを睨みつけた。

《ドウシテ駄目ナンダ？》

《ケケッ。オイオイ、マサカマジデ浮気カヨ》

《殺シテオクベキダ》

「人を傷つけては駄目よ」

　再度リナレーアが言うと、ヴェーラという名の頭が牙を引っ込める。一番口数の少ない頭だ。しかし魔物の両脚はいまだアルベスを押さえつけていた。悪あく態たいの多い頭であるディンが呆れたように言う。

《オイ、コイツ気き絶ぜつシテヤガルゼ》

《弱イヤツダ》

「きっと寝台にぶつけたんだわ」

　リナレーアは慌てて商人の息を確かめた。

《ケケッ。安心シロヨ。コウイウ奴ハ殺シテモ死ナネェヨ》

　陽よう気きなヴェーラの言う通り、どうやらアルベスは気絶しているだけのようだ。リナレーアはほっとした。

「もう。あなた達、やりすぎよ」

《オイオイ、ザイラスガココニイレバ、ソイツハ確かく実じつニ死ンデルゼ》

　否定する言葉が見つからず、リナレーアはただ黙った。

　マーティンはザイラスの元へ戻ったが、『魔物解放団』の一員であるマリアンヌが現れたこの状況で、有能な執事がリナレーアを一人にするはずがなかった。彼は三つ頭の灰豹を呼んで、レイデ伯爵夫人の警護にあたらせたのだ。

　寝室に潜ひそませたのは、三つ頭の灰豹があまりに大きいからだ。リナレーアは、何かあっても彼らがなんとかしてくれるだろうと期待してアルベスを引き入れた。

「俺が、なんだって？」

　次いで聞こえた声に、リナレーアはぱっと顔を輝かせて振り向いた。

　ザイラス＝レイデは戸口に立って、夫婦の寝室で気絶している商人を冷ややかに見下ろしている。サロンに出ていた時よりも幾いく分ぶん服装は乱れていて、前髪も下ろされていた。

「あなた！」

　夫が無事戻ってきた嬉しさに、状況を忘れて抱きつく。

「お帰りなさい。ご無事でよかった」

「ただいまリィナ。とりあえずそれは八つ裂きにしていいか？」

　ザイラスは、妻の頰ほおに口付けをして言った。

「あら、駄目よ」

「一応聞いてやるが、なんでそいつがここにいる？」

　彼の口調は氷のように冷ややかだ。これは弁解の必要性がある、とリナレーアは理解した。

「あなたに関することでお話があるとおっしゃっていたのよ」

　だからこそ部屋に入れたというのに、こんな残念な結果になってしまうとは。

「浮気はするなと言ったばかりだが」

「浮気じゃないもの。ねぇ、そうよね？　ディンヴィリヴェーラ」

　リナレーアは三つ頭の灰豹に同意を求めたが、彼らは一つあくびをしただけで擁よう護ごはしてくれなかった。

《明ラカニ噓ダッタ》

《ケケッ。下心マルミエダッタゼコイツ》

《ソノ女ノ首ニ鎖くさりヲツケタキャ、目ヲ離サネェコッタナ》

「うるせぇ。余計な口をきくな」

　ザイラスは灰豹を睨みつけると、妻から腕を離してアルベスに近付いた。そして軽く男を蹴り付ける。

「う～ん」

　と商人が低く呻うめいた。

「死んでねぇのか」

　ザイラスは残念そうに言う。

《殺シテモイイカ？》

「駄目よ」

「おい、窓から落とせ」

　魔物使いの命令に、灰豹は鼻先で男を俯うつぶせにし服の襟首をくわえた。

「ザイラス」

「殺さねぇよ」

「窓から落としたら普ふ通つう死んでしまうわ」

「死なないかもしれねぇだろ」

「死ぬかもしれないでしょう」

「リナレーア」

　ザイラスは息を吐いた。

「悪いが、俺はそんなに心が広いわけじゃねぇんだ。『魔物解放団』の女があんたにちょっかい出してきたって聞いて急いで戻ってみりゃ、夫婦の寝室に男が横になってる。冷れい静せいでいられるわけがねぇだろう？」

　さも今冷静ではないような言い方だが、ザイラスの口調はいたって落ち着いていた。

「あなたが殺人罪で捕らえられたら、わたくしは一人になってしまうのに？」

「そうなればあんたを連れて逃げるさ」

「まぁ。二人きりの逃とう避ひ行こう？　それも素敵ね」

　リナレーアはにっこりと微笑んだ。

　するとザイラスは眉を上げて毒気どつけを抜かれたような顔になった。彼はしばらく無言で微笑む妻の顔を見ていたが、やがてもう一度息を吐くと、灰豹に短く命じた。

「どっかに捨ててこい」

　ゴミじゃないのよ、とリナレーアは言おうとしたが、これ以上夫を刺激してはならないと口を噤つぐむことにした。
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　結けつ果か的てきに、レオ＝アルベスの登場はリナレーアにとって怪け我がの功こう名みようとなった。

　妻を一人にしておくことに不安を覚えた夫が、魔物使いとしての仕事に同行することを許ゆるしてくれたからだ。

「今夜で決着をつける。いつまでもこんなとこにいたら、リィナにたかってくる害がい虫ちゆうを追い払う方で忙いそがしくなりそうだ」

　ザイラスがそう言ったので、二人は部屋での夕食を終え日が暮くれてから動き出すことにした。

　リナレーアはこんな時のために準じゆん備びしておいたシャツとズボンを身につけて、髪を上の方でまとめた。足あし下もとは動きやすいブーツだ。短剣を提さげるための剣けん帯たいは数年前の誕生日に兄から贈られたもので、リナレーアの細い腰にもぴったりだった。

「どうかしら？」

　夫の前でくるりと回ってみせると、椅い子すに座って高く脚を組んでいたザイラスは、まじまじと妻の格かつ好こうを見て「やべぇくらい可か愛わいいな」と真顔で褒ほめてくれた。

「さて、じゃあ行くか」

　夫がベランダの方へと歩いていくので、リナレーアは不ふ思し議ぎに思いながらその後についていく。

「どこへ行くの？」

「外だ。こっちから行く方が早い」

　ガラス扉の外では水気を含ふくんだ風が吹いていた。リナレーアは顔にかかった後おくれ毛げを避よけて空を見上げる。

　雨が降ふるのかもしれない。高い空には夜に染そまった薄うす墨ずみ色いろの雲が浮いていて、雨の雫しずくを落とす場所を探しているようだった。

「まぁ。もしかして、ここから飛び降りるの？」

　視線を戻すと夫がベランダの手すりに足をかけたところだったので、リナレーアは目を輝かがやかせて両手を組んだ。思わず期待に胸が高鳴る。人目を避けてベランダから外へ脱だつ出しゆつするなどというのは、冒険小説の定じよう石せきだ。

「俺に摑つかまれ」

　器き用ように手すりに足をひっかけた夫が差さし伸のべる腕の中に、リナレーアはためらいなく収まった。

「足をここにかけて。そう。上がれるか？」

「ええ。やってみるわ」

　実家にいる時は決して許してもらえなかったことをやっている、というだけでどきどきする。彼女は夫がそうした時の倍の時間をかけて手すりに上がった。

　ここは二階だ。遙はるか下に、庭師が手入れをした王宮の庭がある。落下先が柔やわらかい土の上であったとしても、飛び降りて無事でいられるとは思えなかった。冒険家ルーベン＝ベネディクトなどは、近くにある樹に飛び移ったり池の中に飛び込んだりしていたが、残念ながらこの時近くにそういったものは見当たらなかった。

「あんた、本当に怖くないんだな」

　まじまじと下を覗のぞき込んだりしている妻を見て、ザイラスは呆あきれたように言った。

「ねぇ、どうやって降りるの？」

　わくわくして聞く。すると夫は悪戯いたずらっぽく眉まゆを上げ、ぐいと妻の腰を引き寄せた。

「腕を首に回せ。しっかり摑まって離はなすなよ」

「こう？」

　ぎゅうと夫にしがみつく。すると次の瞬間、レイデ伯はく爵しやくは空中に身を投げ出した。

　リナレーアは半月前既すでに高所から飛び降りることを経験していた。あの時は死を覚かく悟ごしたが、この時は死を思い浮かべさえしなかった。
















　自分を抱きしめる夫の腕。

　こんなにも力強く安心できる温もりは、他にないだろう。

　身体からだの内側がふわりと浮くような感覚。その終わりはすぐにやってきて、夫の腕がずしりと腰に食い込んだ。ガシャン、というのは彼が腰に提げたランタンの音だろう。見上げれば、ザイラスのもう片方の腕が縄なわのようなものを摑んでいる。

「降りろ」

　いつの間にか、地面はつま先が触れるくらいの距離にあった。

「はい」

　リナレーアは自らの両の足で庭に立ち夫から離れる。彼がしなやかに腕を動かすと、二階のベランダにひっかかっていた縄が蛇へびのように波打ちどさりと落ちてきた。よく見れば、三みつ又またのかぎ爪づめが先せん端たんに結びつけられている。

　いつそんなものを準備したのだろうか。リナレーアは夫の手て際ぎわのよさに感心した。

「失しつ業ぎようしても、泥どろ棒ぼうで食べていけそうね」

「あんたもな」

　縄を回収した夫にそう言われ、リナレーアは少し嬉しくなった。

「楽しかったわ」

　自分もぜひ、あのかぎ爪付きの縄を使いこなせるようになりたいものだ。そうすれば冒険の幅はばが広がるだろう。

「そりゃよかったな。だが一人では絶対ぜつてぇやるなよ。危ねぇから」

「……」

　こっそり練習してザイラスを驚おどろかせたいと考えたリナレーアは、微笑ほほえむだけで返へん答とうをごまかした。

「それで、ここからどこへ行くの？」

　ザイラスが手早くランタンに火を灯ともし、周囲の影かげを濃こく落とす。

「温室だ」

「温室？　そういえば、捕つかまえようとしているのはどんな魔物なの？　そろそろ教えてくれてもよいでしょう？」

　一度は夫が捕まえた魔物。

　それはいったいどんな魔物だろう。

「竜だ」

　彼の答えに、リナレーアは目を丸くした。

「竜？」

　竜といえば、巨大な蛇の形をした魔物だ。山に住む竜と、水に住む竜がいる。彼らは基本的に住処すみかから動くことがなく、一度だけ繁はん殖しよく期きに地脈や水脈を使って移動する。そうやってつがいを探し、子孫を残すのだ。

「竜が？　いるの？　この王宮に？」

　にわかには信じられなかった。だって、彼らはとても巨きよ大だいなはずだ。王宮で姿を隠すことなんてできないだろう。

「正確には、竜の幼よう生せいだけどな」

　幼生──つまり、子供だ。

『そこで私は、驚くべきものを目にした。

　銀色のウロコと背に生えた小さな翼つばさ──間ま違ちがいない。

　竜の子供である。』

　愛読書である『冒険家ルーベン＝ベネディクトの冒険記』でその一いつ節せつを読んだ時からずっと、リナレーアは竜の背に乗って空を飛ぶのが夢だった。地脈や水脈を辿たどって移動できる竜が空を飛ぶことは滅めつ多たにないのだと知った後でも、その夢は変わらない。

「本当に？」

　なんてこと。

「どうしよう、あなた。わたくし、泣きそうだわ」

「リィナそんなうるんだ可愛い目つきで俺を見るな。今すぐここで押し倒しちまいたくなる」

　夫の目と口く調ちようが思いのほか真剣だったので、リナレーアは慌あわてて涙を飲み込んだ。ここで竜に会える機き会かいを台無しにしてしまっては意味がない。

「行きましょう。ザイラス」

　押し倒されないよう夫の背を押して、先を急がせたリナレーアであった。







「竜ってのは、魔物じゃないんだ」

　温室へ向かう途と中ちゆうで、ザイラスは言った。

「一いつ角かく獣じゆうなんかと同じ希き少しよう生物であって、魔物じゃない」

「え？　そうだったの？」

　リナレーアは驚いた。しかしよく考えてみれば、『冒険家ルーベン＝ベネディクトの冒険記』でも竜が魔物だとは明めい記きはしていなかった気がする。

「竜は竜から産まれる。魔物は母親の腹の中で魔物になる。そういう違いだ」

　今夜は外での夜会は行われていないようだ。昨晩のような音楽がどこからも聞こえてこない。夜の庭には虫の音だけが静かに響いて、しっとりとした空気を震ふるわせている。

「魔物ではないなら、あなたは竜とは契けい約やくできないの？」

「ああ？」

　妻の手を引いて先を歩いていたザイラスは、眉を上げて振り向いた。

「あなたは魔物と契約できるから魔物使いと呼ばれているのでしょう？」

　最初に、ザイラスからそう聞いていた。

　屋敷の執しつ事じであるマーティンや使用人のエイダ、先ほどの三つ頭の灰はい豹ひよう──ディンヴィリヴェーラだって、夫と契約している魔物だ。

「ああ……そうだな。だが別に契約ったって、普ふ通つうの雇こ用よう契約と変わらねぇよ。竜を俺の部ぶ下かにできるなら、そりゃ戦力としては最強だろうが使いにくいだろうなぁ。図ずう体たいはでかいし住じゆう環かん境きようにも気を使う。っつーか、契約っつー概がい念ねんが竜にあるかどうかも疑ぎ問もんだな」

　リナレーアは目を丸くした。

「そうなの？」

　てっきり、血や魂たましいでやり取りするような、特別な契約だとばかり思っていた。夫にはそれができる特別な才能があるのだと。

「魔物使いってのも、ヘンリック王が作った役職名みたいなもんだ。別に俺に魔物を従わせる特別な力があるわけでもなんでもねぇ。たまたま俺が、魔物と雇用契約を結んだ成功例だってだけの話だ」

　雇用契約。成功例。どうにも夢のない言葉だ。しかし魔物と契約するということ自体が普通ではないのだろう。

「どうして、魔物と契約しようと思ったの？」

「どうしてって……なぁ、リィナ」

　ザイラスが息を吐はいて足を止めた。

「これは、面おも白しろい話じゃねぇよ」

「あら、面白いから聞いているのではないわ。知りたいから聞いているのよ」

　リナレーアは首を傾かしげた。

　不ふ愉ゆ快かいそうに眉根を寄せて、夫の黒い瞳がこちらを見る。生命の光を宿したそれに自分は惹ひかれてやまない。まるで光に群むらがる羽虫のように。

「ザイラス。わたくし、あなたのすべてを知りたいわ」

　聞いてみれば？

　と王が言った。

　すべてを知りたいのだと。あなたのことをすべて。

　言葉にすると、欲求がふくれ上がるようだった。リナレーアは驚く。自分はこんなにも強ごう欲よくだったのか。

「あなたのすべてが欲しいの」

　現在も未来も過去もすべて。余さず手に入れてしまいたい。これが恋という感情のもたらす欲なら、それはとても恐おそろしいことだ。もしかしたら自分は、誰だれかを傷つけてでも求めようとするのかもしれない。

　彼を。

「リナレーア」

　彼が名を呼ぶ。その声はひどく優しく、瞳は何かに耐えている。

　整った唇くちびるが言葉を紡つむごうとしたその時、ぽつりぽつりと水が頰ほおを濡ぬらした。

「雨だ」

　雨あま雲ぐもはついに、涙を降らせる場所を見つけたようだった。

「走るぞ」

　妻の手を引いたまま夫が駆かける。

　リナレーア。

　その名の後に、彼は何を言おうとしたのだろう。

　なんにせよ聞けなくてよかったのかもしれない。先ほどの優しい声を聞いた時、リナレーアは反射的に思った。

　自分は言うべきではないことを口にしたのではないのかと。

　見抜かれただろうか、この強欲を。呆れられたかもしれない。

　王に言われて、夫がどう反応するのか楽しく想像していたのが噓うそのようにリナレーアの気分は落ち込んだ。

　夫はきっと、拒きよ絶ぜつの言葉を口にしようとしていたのだ。

　そう思うともう耐えられなかった。

　頭の中で鍵かぎがかかった箱を引き上げる。そして隠してあった鍵を使って蓋ふたをそっと開けた。そこに今胸の内を占めている感情を押し込める。ぎゅうぎゅうと押し込んで蓋を閉めてしまうと、重くなった気分が幾いく分ぶん浮上した。

　自分の手を引く夫に遅れないよう転ばず走りながら、リナレーアは秘密の箱に鍵をかけて、再び自分の奥に沈しずめたのだった。
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　二人が駆け込んだ温室は、それ自体が小さな屋や敷しきのように大きかった。中に入ってしまうと緑で遮さえぎられて壁かべが見えない。中央には石いし畳だたみがあって、左手には蓮はすの葉はが浮いた池が造られていた。

　温室の壁に柔らかい雨の当たる音が音楽のように室内に響き、リナレーアは別世界に迷い込んだかのような心地ここちに陥おちいった。ザイラスの持つランタンの明かりでは天てん井じようまではっきり見ることができないが、そこにはきっと色とりどりの花が咲いているのだろう。

「これを持っててくれ」

　リナレーアにランタンを渡すと、ザイラスは濡れたシャツを脱ぎ始めた。

　ここまで走ってくる途中で、彼は上着をリナレーアに貸してくれたのだ。そのおかげでリナレーアのシャツはほとんど濡れずに済んだが、夫はそうもいかなかった。素す肌はだになった上半身に、先ほどまでリナレーアの雨よけになっていた上着を羽織る。

　ザイラス＝レイデ伯爵の肩書きは言語学者であったが、魔物使いとしての仕事が彼にしなやかな筋肉をつけたようだった。いくつか、小さくはない傷だってある。

　そのすべてが、リナレーアにはなくてはならないもののように見えた。

　まるで完かん璧ぺきな彫ちよう像ぞうだ。

「とても綺き麗れいだわ」

　リナレーアは正直に感想を言った。

　するとザイラスが意い地じ悪わるく笑う。

「もっと見たいか？　あんたにならいいぜ」

「本当？　嬉しいわ」

　微笑んでそう答えたが、どうやら予想外の返答であったらしい。ザイラスは眉を上げた。

「やっぱあんた、変な女だな」

「そうかしら？　だって綺麗だもの」

　心から、そう思う。

　たとえ紳しん士しとしての演えん技ぎをしていなくても、リナレーアにとってザイラスは完璧だった。

　多少、口調や態度が悪かろうがそれが損そこなわれることは決してない。過去だって玉に瑕きずをつけるようなことにはならないはずだ。その過去すべてで、今の彼があるのだから。

　ならば、無理に暴あばく必要はないだろう。

　リナレーアは思った。

　夫が語りたくないというのならば、触れないでいてもいい。

　すべてを手に入れなくても今目の前に夫がいてくれるならそれでいい。この手を引いて歩いてくれるならそれで。

　今はそう思うことができた。秘ひ密みつの箱は、リナレーアの内側の奥底で静かに眠っている。

「リィナ？」

「ここに竜の子供がいるの？」

　リナレーアは温室の中を見渡した。

　雨音が響く緑の空間は、なるほど竜の幼生が隠れるのに完璧な場所に思える。

「ねぇ、竜には二種類いるのでしょう？」

「……」

　ザイラスは何か言いたげにじっと妻を見たが、何も聞かずに「確認されてるのが二種類というだけだ」と答えてくれた。

「こっちへ」

　リナレーアが持っていたランタンが、再び夫の手に渡る。その時彼は反対側の手で自然と妻の手を取って、石畳の上を歩き出した。

「俺が、あんたの誕生日にあげた青あお薔ば薇らを覚えてるか？」

　静かな雨音は夫の声を包み込んでリナレーアに届けてくれる。

「覚えてるわ」

　リナレーアの誕生日は一ひと月つきほど前だった。結婚して迎えた二度目の誕生日で、彼は珍めずらしい青薔薇を妻に送ってくれた。

　竜の住処の側そばに咲くという青い薔薇は、海を隔へだてた遠くの大陸に咲くものらしい。

「本当は、鉢はち植うえで贈ってもよかったんだ。そっちの方が長く楽しめるしな。庭に移うつし替かえてもいい」

「そうだったの？　気き候こうが違うから、こちらの土地ではうまく根付かないのだと思っていたわ」

　だからリナレーアは、贈られた薔薇が枯かれてしまう前に乾かわかして香物として持っておくことにした。今は持っていないが、小物入れの中にはいつも入れている。

「鉢植えで渡していたら、あんたのところに竜の幼生が現れる可能性があった。だからすぐ枯れる切り花にしたんだ」

　リナレーアは、すぐには夫の言っていることが理解できなかったが、一いつ拍ぱくを置いて思い出した。そういえば、一月ほど前に街の花を盗んだのもその竜の幼生の仕し業わざなのだ。

「竜の子供は、花が好きなの？」

「正確には、青薔薇がな。ほら、あんたの愛読書にも書いてあっただろ？　水竜が住む湖の周囲に咲く青薔薇は、竜の鱗ステイデイルとも呼ばれる。つまり、水竜の子供にとっては故こ郷きようの香りなんだよ」

「水竜……」

　リナレーアは、湖から竜が頭をもたげているところを想像した。雨粒を集めたような青い鱗うろこ。見上げるくらい巨大なそれは、きっと息を飲むほど美しいに違いない。

「住処から連れ出された水竜の子供は、故郷の薔薇を探して金持ちの庭の花を全部食った。それが花泥棒の正体だ。俺はその水竜の子供を捕まえるための囮おとりとして、青薔薇を取り寄せる手配をして……」

　夫が、ちらりとこちらを見た。

「あんたが喜ぶだろうと思ったから、そっから何本か切り取って花はな束たばにした」

　リナレーアは顔を赤くした。

　好きな人に、そんなふうに想ってもらって喜よろこばない女性はいないだろう。たとえ夫が自分の不ふ在ざい中ちゆうに部屋を調べて趣しゆ味み嗜し好こうを調べていたのだとしても、嬉しいものは嬉しいのだ。

「ありがとう、あなた」

　リナレーアが頰を染そめて礼を言うのと、何かに気付いたザイラスが口元で人差し指を立てたのは同時だった。

（どうしたの？）

　思わず身体を低くしてから、目で問いかける。ザイラスは妻の手を引いたまま、石畳から外れて近くの植物の陰に隠れた。

「気配がする。竜がもういるかもしれねぇ」

　ザイラスは小声で言った。

「こっから見えるか？　あっちの奥……東屋あずまやの中に、青薔薇の鉢植えがある」

　リナレーアは目を凝こらした。目はいい方だという自負がある。なるほど、温室の奥に明かりで照らされた東屋があった。その中で一輪の青い花が楚そ々そとして首を垂たれている。

　青薔薇だ。

「竜の子供を捕とらえて大人しくさせておくために、取り寄せた薔薇を枯らさず近くで咲かせておくようにと指示をしてたんだ。だがやっぱりあんたの言う通り、気候風ふう土どが違うからな。あの一輪を残して全部枯れちまったらしい」

　昨晩、夫が罠わなを仕し掛かけたと言っていたのはこのことだったのか。

「マーティンがどこかにいるはずだ。合流して……」

　ザイラスが少し身を乗り出したその時だった。

　ガシャン！　と温室のガラスが割れる音がしたかと思うと、その破は片へん同士をこすり合わせたような甲かん高だかい不ふ快かいな音が温室の中に響いた。咄とつ嗟さに、夫がリナレーアを腕の中に庇かばう。

「旦だん那な様！」

　聞こえた声はマーティンのそれだった。

　次いでバサリという大きな羽音が驚くほど近くで聞こえて、ひどく巨大な物が頭上を横切ったような気配を感じた。

　何かと思って見上げるが、薄うす闇やみの中雨粒が降り注ぐ音がするだけで何もわからない。雨音の中に異変を見つけようとしたところで再度ひどく甲高い耳みみ障ざわりな音が辺りの空気を震わせ、リナレーアは耳を塞いだ。

「マーティン、追え！」

　夫が怒ど鳴なる。

　ざざ、と葉がこすれ合い、温室の植物達が動どう揺ようしているようだった。リナレーアは首を伸ばして東屋の方を確認したが、青薔薇は何事も起きていないかのようにそこに咲いている。

（何が起きているの？）

　竜の幼生が、現れたのだろうか。

「リィナ、もう大丈夫だ」

　しばらくして、ザイラスがそう言ったのでリナレーアはようやく危険が過ぎたのだと知った。夫に手を引いてもらって立ち上がる。

「ザイラス、今のは……」

「違ちげぇ」

　彼は眉み間けんに皺しわを寄せ、剣けん吞のんな表情を浮かべていた。リナレーアの手を離し、数歩歩いて石畳から何かを拾う。夫が手にしているのは赤い羽根のようだった。ただし驚くほど大きい。

「竜じゃねぇ。違う魔物がいる……」

　夫の言葉に、リナレーアは両手を胸の前で組んで、

（竜の子供だけじゃなくて、魔物までいるの？　ああ、わくわくするわ）

　とひそかに興こう奮ふんしたのだった。
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　二人が温室を出ると、幸いなことに雨は小降りになっていた。走って王宮内に戻り、夫が向かった先は王の執しつ務む室しつであった。

「違う魔物だと？」

　ヘンリック王は当然のようにまだ執務室にいて、偶ぐう然ぜんヴァルターも一緒だった。ザイラスは整然と先ほど起きたことを説明し、王に王宮内の一時的な警備の強化を要よう求きゆうした。

　王の手には、ザイラスから渡された赤い羽根がある。それを見るヘンリックもヴァルターも厳きびしい表情をしていて、リナレーアはただ黙だまって夫の側に立っていた。

「わかった。すぐに手配しよう。ヴァルター」

「うん、わかってるよ」

「ちょっと待てシスコン野や郎ろう。女も捜さがせ」

「女？」

　聞き返したのはリナレーアの兄だった。

「マリアンヌ……『魔物解放団』の女だ。半月前に報告しただろう」

「リナを攫さらった女か」

　王の確認にザイラスは頷うなずいた。

「どうして今、マリアンヌを？」

　もう一度ヴァルターが問う。

「今日リィナは、その女に会っている」

「どういうことだ？」

　王が眉び宇うを寄せた。

「昨晩ヘンリック様がお話ししてくださった書庫です。そこに彼女が現れました」

　夫の代わりにリナレーアが答えた。

「突とつ然ぜん現れて、同じように突然どこかへ行ってしまったのです。わたくししか、見ていないのですが……」

　王は手元に持っていた羽根を机の上に置いて、考え込むように俯うつむく。

「なるほど。それで書庫の扉が壊こわされたという報ほう告こくが上がってたんだな」

「あ、それはその……申し訳ございません」

　そういえば、あの時マーティンが扉を壊してしまったことをすっかり忘れていた。本当ならまず自分が王に謝罪に行くべきだったのに、そこまで頭が回らなかったのだ。

「いや、それは別にいいんだ。しかし、あの書庫には外から侵しん入にゆうできるような経けい路ろはないはずなんだがな……」

「温室に落ちていたその赤い羽根の主は、恐らくガルアダという鳥の魔物です」

　ザイラスが言った。

　ガルアダ？　聞き覚えがある。リナレーアはひらめくように思い出した。

「知ってるわ！」

　思わず声を上げてから、夫と兄と王の視線を受けて彼女は身体を縮ちぢめる。

「……ごめんなさい。本で読んだことがあるの」

　この緊きん迫ぱくした雰ふん囲い気きの中で、自分の心理状じよう況きようがそぐわないことは十分に理解していた。しかし愛読書である『冒険家ルーベン＝ベネディクトの冒険記』に出てきた魔物の話題が出たとなれば、黙ってはおれなかったのだ。

「ああ、あんたのあの本だろ？」

　ザイラスは怒おこらなかった。

「そうだな。ガルアダってのはそこまで珍しい魔物じゃねぇ。けど捕らえるのは困こん難なんだ。性格は基本的に凶きよう暴ぼうで、人間なんざ絶対ぜつてぇに近寄らせねぇ。だが逆に、人間を攻撃するために街に現れるってこともほとんどないはずなんだ」

「となると、誰かが持ち込んだと考えるべきか」

　ヘンリックはこの時あえて『誰か』と曖あい昧まいにしたが、王もザイラスも、誰を念ねん頭とうに置いているかは明らかだった。

『魔物解放団』。そして、マリアンヌ。

　ザイラスは王に向き直って続けた。

「凶暴なガルアダを捕らえるには、神水ムアリタと呼ばれる水が必要なんです。もしガルアダを持ち込んだのがマリアンヌなら、必ずそれを持っている」

　神水ムアリタ。リナレーアはそれも知っていた。

　ルーベン＝ベネディクトが神水ムアリタについて記き述じゆつしていたからだ。

　ガルアダの神水ムアリタは、彼らの産うぶ湯ゆだと言われている。産まれて最初に浸つかった水だ。その特別な水を与えられた時だけ、ガルアダの怒りは沈ちん静せい化かする。

「魔物使いにもガルアダを捕まえるためにその神水ムアリタというのが必要だということだな？」

「あるに越したことはないですね」

「わかった。ヴァルター、手配を頼む」

「うん。……リナ。マリアンヌに会って、君は何もされていないんだね？」

　部屋を出る前に、ヴァルターが気き遣づかわしげにリナレーアの肩に触れた。この兄だから、この程度で済んでいると言える。もし長兄のアロイスがここにいれば、リナレーアに怪我がないか全身をくまなく確認しただろう。

「大丈夫よお兄様。少し話しただけだから」

　リナレーアは次兄を安心させるために微笑んだ。その笑顔を一度じっと見てから、ヴァルターは警備の差さ配はいをするため執務室を出て行った。

「しかし、王宮に魔物を持ち込むとは……何を考えているんだか」

　ヘンリック王は机に肘ひじを置いて両手を組んだ。

「もしかすると、解放団の目的は一つではないのかもしれない」

「王座を狙ねらう陰いん謀ぼうが隠れていると？」

　ザイラスが目を細める。

「可能性の話だ、あくまでな」

　王座を狙う陰謀？　それはあまり穏おだやかではない。ヘンリック王には兄弟がいなかった。叔お父じが一人いるが研究職についていて王座に興きよう味みがあるようではない。

　しかし、王おう冠かんを欲しがる者はどこにでもいるものだ。権力を得るために人を殺す者さえいるのだから。

　ザイラスは息を吐いた。

「狙いが王座かどうかはさておき、奴らの本当の目的が『魔物の魔からの解放』なんかじゃないことは明らかですよ」

　この時夫が言ったことに、リナレーアは驚いた。

「そうなの？」

　しかし、『魔物解放団』と、結社の名前にまでしているのに……。

「本当に魔物を救うことが目的なら半はん魔まなんか作り出すかよ。あいつらは結局、魔物を目的を達成するための道具としか思ってねぇ。俺にはそう見えるね」

『私は魔物を憎にくんでいます』

　マリアンヌははっきりとそう口にした。

　夫の言っていることは、正しいのかもしれない。『魔物解放団』は何か別の目的を持っているのだ。けれど、どんな？

「リィナ。あんたは、マリアンヌに何を言われた？」

　ザイラスに問われ、リナレーアは顔を上げた。

「特別なことは何も……。ただまた魔ま剣けんの場所を聞かれたわ」

　魔剣。

　魔物から魔を引きはがす破は魔ま具ぐ。けれど夫が言うには不ふ完かん全ぜんなものらしい。民衆に混こん乱らんをもたらす恐れのあるそれを、今はザイラスがペーパーナイフの形に鋳い直なおして所持している。

「魔剣は、お前が持っているんだったな」

　王が聞いた。

「ああ」

「王宮の宝物庫に入れておくか？　もちろん、警備は厳げん重じゆうだ」

　ザイラスが嘲あざけるように笑った。

「悪いですがね、俺は竜の子供一匹閉じ込めておけなかった騎き士し達より自分の腕を信用してる」

　悪意のある言い方であったが、王は怒らなかった。

「そうだな。特にこの件に関しての専せん門もん家かはザイラスだ。お前が持っていた方が安全かもしれない」

　その時、顔を上げて反はん応のうを示したのはザイラスだけだった。

　何かを問う前に扉が開いてヴァルターが入ってくる。

「ザイラス。今西せい翼よくの方から悲ひ鳴めいが聞こえた」

「ああわかった」

　ヴァルターが気を利きかせて持ってきた外がい套とうを受け取って、すぐ戸口に向かった夫をリナレーアは追いかけようとした。しかし止められてしまう。

「あんたは待ってろ。ディンヴィリヴェーラがすぐに来る。そうしたら安全な場所へ」

「でも」

　仕事に連れて行ってくれると言っていたのに。

「リィナ」

　ザイラスは指先で妻の頰を撫なでた。

「状況が違うんだ。凶暴な魔物のところにあんたを連れて行くわけにはいかねぇだろ」

「でもただ待っているなんて」

　危険な状況ならなおさら、夫の側にいたいのに。

　リナレーアがじっと見つめて懇こん願がんすると、ザイラスは苦笑して妻の耳元に顔を近付けた。

「可愛いあんたに何かあったら俺は正しよう気きじゃいられねぇ。わかってんだろ？　俺のためにも安全な場所でじっとしてろ」

「ずるい言い方ね」

　そう言われては、大人しく従したがわざるをえないではないか。顔を上げれば黒こく曜よう石せきのような双そう眸ぼうにぶつかる。

　リナレーアが恋した瞳だ。強い生命の光を持っている。きっと何物も、彼からこの光を奪うばうことなどできないだろう。そう信じられるからこそ、こんな状況でもリナレーアの心は穏やかだった。

「わかったわ、あなた。お帰りをお待ちしています」

「あんたのその言葉を信じるぜ、可愛いリィナ」

　ザイラスは言いながら妻に唇を寄せたが、それが触れる直前にぐいと襟えり首くびを引っ張られる。

「いいからとっとと仕事に行ったらどうだい、魔物使い君」

「うぜぇな離せよシスコン野郎」

　夫は兄の手から自由を取り戻すと、素早くリナレーアの頰に口付けをして部屋を出て行った。

「はは。まったくお前達は羨うらやましいほど仲がいいな」

「さすがリナだね。あのザイラスをここまで骨ほね抜ぬきにするなんて」

　王と兄にそう言われたが、夫に口付けされた頰を右手で触れて顔を赤くしていたリナレーアはなんと答えたらいいかわからなかった。

　数分後、王の執務室の窓をガツガツと叩く音がした。雨風に攫われて石でも飛んできたかと思った三人は、窓の方を見てぎょっとした。ここは三階であるにもかかわらず、獣けものの顔が三つ、夜の中からこちらを覗き込んでいる。

「ディンヴィリヴェーラ！」

　リナレーアは窓に駆かけ寄った。

　驚いたことに、三つ頭の灰豹は窓の外に突き出たわずかな出っ張りに器用に摑まっている。この魔物の巨体を考えると、彼らが摑まっていられなくなるよりも先にその出っ張りが崩くずれるのではないかと思われた。

《早ク乗レ》

《ケケッ。少シヌレルノハ我が慢まんシロヨ》

「まぁ、あなた達。あちらに扉があるのに」

　リナレーアは少し呆れた。

《馬ば鹿かイウナ。俺ラガ王ノ部屋ニ真ま正しよう面めんカラハイレルワケガネェダロ》

《ケケッ。ソレニ扉ハチイサスギル》

《廊ろう下かモセマイ》

　なるほど、彼らの言うことにも一理あるかもしれない。

「驚いた。お前達もザイラスの魔物か？」

　椅子から立ち上がったヘンリックは、物珍しげに言いながら三つ頭の灰豹に近付いた。そして灰豹と窓の外を見比べながら言う。

「どうやってここに上ったんだ？」

　王の疑問はもっともだった。

　王が一日のうちほとんどの時間を過ごすこの部屋は、外部からの侵入がしにくい構造になっている。近くに飛び移れるような樹はないし、伝ってこられるような雨あま樋どいさえなかった。

《跳とンダ》

《ケケッ。窓ノ下ニモオ守リヲオイトケヨ》

《モットモ、俺タチニハ人間ドモガ何人イヨウガ関係ネェケドナ》

「なるほど、魔物というのはずいぶん便べん利りなものだね」

　ヘンリックが感心したように頷く横で、リナレーアは聞いた。

「ザイラスはどうしたの？」

　彼らがリナレーアを迎えに来たということは、魔物を捕らえに行った夫に会ったということだ。魂たましいや血で契約しているのなら離れていても意い思し疎そ通つうが可能であったりするかもしれないが、そうでないというなら直接伝でん達たつが必要だろう。

　灰豹はフンと鼻を鳴らして答えた。

《アイツノ心配ハスルダケ無駄ダ》

「あら」

　リナレーアは一度目を丸くしてから微笑む。

　彼女が好ましく、時に羨ましいとも思うのは彼らのこの信頼関係だった。ただの契約だけでは生まれない絆きずなが夫と魔物達にはあるように思えるのだ。

「そうね。……ええと、わたくしはあなた達の背中に乗ればいいのかしら？」

「待てリナ。私も行こう」

　リナレーアがどうやって灰豹の背中に摑まろうかと考えていると、ヴァルターがそう申し出た。手には外套を二着持っている。先ほど警備の手配のために外に出た際、ザイラスの外套と一緒に調ちよう達たつしてきたものだった。

「お兄様？」

「一人にするのは不安だ。ヘンリック、いいだろう？」

　王は笑顔のまま首を縦に振った。

「もちろんだ。お前の代わりはいくらでもいるさ。リナ、マリアンヌはもう一度君に接せつ触しよくを図るかもしれない。きちんと安全なところに隠れているんだぞ」

「ありがとうございます、ヘンリック様」

　受け取った外套を羽織ったリナレーアは、兄の手助けを借りてなんとか灰豹の背にしがみついた。ヴァルターも一緒に背中に乗ろうとすると、案あんの定じよう灰豹は文もん句くを言った。

《誰ガアンタニ乗ッテモイイトイッタ？》

《ケケッ。男ハ重インダヨナ》

《アンタナンカイテモクソノ役ニモタタネェヨ》

　ヴァルターは軽く眉を上げた。

「主人と同じで口の悪い魔物だな。王宮内で安全な場所を君達は知らないだろう？」

「お願いよ、ディンヴィリヴェーラ。お兄様にもいていただいた方が、わたくしも心強いわ」

《アアマッタク、魔物ヅカイノアライ女ダゼ》

《ケケッ》

　それを了解の返事と受け取って、ヴァルターもまた魔物の背に摑まった。しかし彼が十分に安全な位置を確かく保ほする前に、灰豹は壁を蹴けって宙ちゆうに飛んだ。

「うわっ！」

　さすがのヴァルターも声を上げる。

「お兄様！」

　リナレーアは兄が振り落とされないように、左手でしっかりと兄の袖そでを摑まなくてはならなかった。三つ頭の灰豹は器用に地面に着地すると、そのまま風のように駆け出す。幸いなことに、雨は降っていると気付かないほどの弱さになっていた。

「東の騎士舎の方へ」

　リナレーアの背後でなんとか体たい勢せいを立て直したヴァルターが行き先を指示する。

「騎士舎の手前に使っていない部屋がある。とりあえずそこに身を隠そう」

　灰豹を連れてあまり人目のあるところへは行かない方がいいだろう。ただでさえ警戒を強めている王宮内に、混乱をもたらす恐れがある。鳥の魔物は西翼に出たというし……。

　その時リナレーアは、弾はじけるように思い出した。

「待って」

　ああどうして、今この時まで忘れていたのだろう。

「ディンヴィリヴェーラ。あなた達、アルベス様をどこに落としてきたの？」

　レオ＝アルベス。

　赤い羽根。鳥の魔物。それに、男が纏まとっていた甘い香り。

　そうだ。自分はあの香りにひっかかりを覚えていたのにすぐ忘れてしまった。もっときちんと考えるべきだったのだ。リナレーアは唇を嚙かんだ。

「リナ？」

　兄が怪け訝げんそうに名を呼ぶ。

「ごめんなさいお兄様。でもディンヴィリヴェーラ、行き先を変へん更こうしてちょうだい。レオ＝アルベスのいる場所へ。彼に聞くことがあるわ」
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　三つ頭の灰豹が商人をどこに置いてきたか聞いたリナレーアは呆れてしまった。

「堆たい肥ひ小屋？　なんでそんなところに？」

　てっきり、どこかの空き部屋に連れて行ったとばかり思っていたのに。

《匂におイノキツイ奴ダッタカラナ》

《ケケッ。同ジヨウニ匂イノキツイ所ニオイテキテヤッタンダヨ》

　意地が悪い魔物である。

　しかも具合の悪いことに、問題の堆肥小屋は西翼の奥庭にあるようだった。先ほどの温室からもさほど遠くはない。

「リナ」

「わかってるわ、お兄様。用よう件けんが終われば、すぐわたくしは安全なところへ行きます」

　駆ける灰豹の背の上で、まっすぐ前を見つめるリナレーアの横顔をじっと見たヴァルターは、妹の意い志しを変えることはできないのだと知って息を吐いた。

「ザイラスも変わったが、君もずいぶんと変わったねリナ」

「そうですか？」

　リナレーアはきょとんとして振り向く。すると兄は困ったように笑っていた。

「ああ。兄上達も驚くだろう」

　そんなに変わっただろうか。少なくとも髪型や体型などは変わっていない。では、中身の話だろうか。特に自じ覚かくはないのだが。

　相変わらず自分は、世間知らずで自分勝手だ。典てん型けい的てきな箱入りのお嬢じよう様さま。

　それを理解しているからこそ、この手にないものに憧あこがれを抱いてやまない。強い意志。炎や光。それに冒険。

　そういった憧れを少しでも形にするために、レック新聞に女冒険家のコラムを書いていた。自分ではない人間になりきって創そう作さくする冒険は、リナレーアにとって現実との折り合いをつける手段の一つだったのだ。

　しかし今は、それももう必要ないように思える。

（変わったとすれば、恋を知ったからだわ）

　恋する夫との生活こそが、リナレーアにとっては冒険だった。

　魔物と生活しているということもそうだが何より、ザイラスとキスをするだけでどきどきして胸が苦しくなる。顔が熱くなったり、時には指先が震える。身体中が幸こう福ふくに満たされたような気持ちになって、泣きそうになる。

　身体がこんなにも心の影響を受けるのだと、リナレーアは夫に恋をして初めて知った。

　恋を知るだけで見える世界がこんなにも変わるのだと。

　胸がいっぱいになるのだと。

「リナ、堆肥小屋だ」

　目的の場所に着いたのを知ったのは、灰豹がゆっくりと止まったからだった。

　残念ながら手元にランタンはなく、王宮から離れたこの場所では雲の切れ間から覗くわずかな月の光だけが光こう源げんだ。注意深く魔物の背から下り、じいと目を凝らすと木でできた小さな小屋がひっそりと建っているのがわかった。

「私が行くよ、リナ」

「いいえお兄様」

　自分が動かなければ、という強い使し命めい感かんがこの時のリナレーアにはあった。

　夫の相あい棒ぼうになりたいと本当に強く思うようになったのはいつからだったか。ザイラス＝レイデに信頼されたい、心を許されたい、とリナレーアは思っていた。

『魂の芯しんから違う人間なんだよ』

　まだ心を通わせる前、夫に言われた言葉がずっと頭の中に残っている。

　あれはきっと今も変わらぬ彼の本心だ。

　護まもりたい、危険から遠ざけたいというザイラスの言葉の裏にあるのは間違いなく愛情だ。それは疑いがない。だからリナレーアはできるだけそれに逆さからうつもりはなかった。

　けれど一方で、それに従ってばかりいたら、求めている信頼は得られないのではないか、と思うこともあった。

　きっといつまでたっても背中は預けてもらえないだろう。相棒になどなれない。夫と魔物達の間にあるような絆は生まれない。

（それは嫌だもの）

　だから、足を踏み出す。行動を起こすのだ。

　冒険だ。

　胸が躍おどる。

　レオ＝アルベスは恐らくガルアダに関してなんらかの情報を持っている。夫を捜して伝えている暇ひまはない。ならば自分があの男を捕まえて問いたださなければ。

『鳥を見ませんでしたか？　赤い羽を持つ鳥なのですが』

　最初にアルベスに会った夜、彼が探していたのはガルアダだったのだ。

　それに数時間前リナレーアを誘ゆう惑わくしようと近付いてきたアルベスが纏っていたのは、マリアンヌと同じ香水だった。偶然だという可能性もある。けれどそうではないとリナレーアは直感していた。

　二人には繫つながりがあったのだ。リナレーアの部屋にやってきたのも、マリアンヌの命令だったのかも。魔剣を探しにきた？　なんにせよ、男に聞けばわかるはずだ。

　リナレーアは鍵のかかっていない扉を開けた。

　強い匂いに鼻がつんとなる。中は真っ暗だった。何も見えない。

「アルベス様？」

　リナレーアは声をかけた。しかし言葉は返ってこない。

《ドッカ移動シタミテェダナ》

　振り向けば、灰豹が地面の匂いを嗅かいでいた。

《臭くせェ匂イガコッチニ続イテル》

《ケケッ。臭ェ臭ェ》

　どうやら既にアルベスは目を覚ましていたらしい。

「匂いを辿れる？」

　リナレーアが聞くと、灰豹は鼻の頭に皺を寄せた。

《無理ダナ。コノ雨ダ》

　なるほど、雨が降ると匂いがかき消されてしまうのだろう。追つい跡せきまではできないようだ。しかし、どうにかしてアルベスを見つけなければ。

　リナレーアが方法を模も索さくし始めると、三つ頭の灰豹がグルグルと喉のどを鳴らした。

《ッテ、普通ノ獣ナラ答エルトコロダナ。ケケッ》

《俺タチハ頭モ鼻モ三ツアル魔物ダゼ》

「それって……」

　リナレーアは目を輝かせた。

　にやりと、灰豹が笑う。

《遠クナイ。早ク乗レ》

「ありがとう！　ディンヴィリヴェーダ！」

　リナレーアは灰豹の顔一つ一つにキスをしてあげたい気分だったが、とりあえずそれは後にすることにした。

　兄の手を借りて、再び灰豹の背に乗る。

《摑マッテロヨ》

　今度は、会話をしている余よ裕ゆうなどなかった。リナレーアもヴァルターも、黙って身を低くして灰色の毛並みを握る。こうしていると、自分が風になったかのような心地がした。雨も追いつけない。視界が夜に溶ける。

　やがて、灰豹が大きく跳ちよう躍やくした。

「うわあ！」

　そして次に魔物が四つ足をついた時、目の前には仰ぎよう天てんして仰あお向むけにひっくり返った商人がいた。

　側には明かりの下がった井戸がある。王宮の裏手だ。使用人達が使う井戸だろう。堆肥小屋の中で目覚めたアルベスは、まず井戸で匂いを洗い流そうとしたのだ。

　顔も服も土で汚れていて、昼間のサロンで見かけた伊だ達て男おとこの面影もない。男は恐怖に目を見開き、「な、ななな……」と声を震わせた。

「アルベス様。神水ムアリタを渡してください」

　灰豹の背の上で、リナレーアは言った。

　昨晩ガルアダを捜していたのがアルベスなら、神水ムアリタを持っているのもアルベスのはずだ。凶暴な鳥の魔物を捕らえるために、手ぶらでいるはずがない。

「リ、リナレーア様？」

　魔物の背に乗っているのがレイデ夫人だと気付き、アルベスはさらに大きく目をむいた。

「こ、これはいったい……」

　数時間前アルベスは、リナレーアに迫せまっている途と中ちゆうで灰豹に引き倒されて気を失った。次に目覚めた時には堆肥小屋にいたのだから、何が起きたのか理解できなかっただろう。

　ヴァルターが先に下り、その手を取ってリナレーアも地面に足を下ろした。

「……彼が、神水ムアリタを持っているのか？」

　兄の問いに、リナレーアは頷く。

「この人は、マリアンヌ様にも通じているはずです。彼女と同じ香りがしました。もしかすると、解放団の一人かもしれません」

　リナレーアがさらにアルベスを問いただそうとした時だった。

　びちゃん！　と顔の右側に濡れた布のようなものが当たった。次いでずしりと身体が重くなる。

「リナ！」

「……あら」

　見れば、外套の肩口に子犬がしがみついていた。先ほど顔に当たったのも濡れた布ではなくこの子犬だったようだ。毛皮が濡れてずいぶんとしょぼくれてしまっているが、見覚えのある子犬である。

「あなた、書庫にいた……」

　再会を喜んでいる場合ではないことはすぐ知れた。

　思わず耳を塞ふさいでしまうような不快な音が、その場にいた者達の耳をつんざいたからだ。

「リナレーア！」

　ヴァルターに突き飛ばされてアルベスの隣となりに転がる。

　バサリと大きな羽音がして、先ほどまでリナレーアがいた場所を巨大なものが横切った。右手に子犬を抱かかえたリナレーアは、目の前に現あらわれた存在に息を飲む。

　愛読書である『冒険家ルーベン＝ベネディクトの冒険記』には、その生き物に関してはこう記述されていた。

『巨大な体たい軀くは森の獣にも劣おとらない。空を覆おおうような翼は炎のように赤く、その鋭い眼めと前身は金色に輝いている。』

　怪かい鳥ちようガルアダ。

　理性の宿らない金色の一対が、リナレーアをぎろりと睨んだ。
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　灰はい豹ひようが怪かい鳥ちように飛びかかるのと、ヴァルターが動き出すのは同時だった。

「リナ、逃げるぞ！」

　そう叫さけんで、子犬を抱かかえたまま地じ面めんに座り込んだ妹を立ち上がらせる。

「でも」

《ケケッ》

《素す早ばやイヤツダ》

　三つ頭の灰豹の爪つめはあと一歩のところでガルアダを逃のがしたようだ。怪鳥は空に逃れ、またあの甲かん高だかい不ふ快かいな鳴き声を発した。旋せん回かいしてこちらに向かってくる。それがわかったので、リナレーアはアルベスに言った。

「アルベス様！　神水ムアリタを！」

　神水ムアリタがあれば、ガルアダを沈ちん静せい化かさせることができるはずだ。

　はっとしたアルベスは、慌あわてて懐ふところに手を入れた。やはりアルベスが持っていたのだ。しかし彼はしばらく服のいろんなところをまさぐり、最終的に泣きそうな顔で叫んだ。

「ない！　そんな馬ば鹿かな！　確かにここに入れてたのに！」

「そんな」

　リナレーアは眉まゆを寄よせる。

　なくしたのか、神水ムアリタを。

《オイ、逃ゲトケ！》

　灰豹は前脚を折って頭上を睨にらんでいる。雨あま脚あしがまた少し強くなり始めていた。水すい滴てきが顔を濡ぬらす。嵐でも来るのだろうか。月は既すでに雲に隠れていた。

「あれじゃないのか!?」

　ヴァルターが井い戸どの近くを指差した。リナレーアは確かに、兄の指が差し示す先に革かわの水袋が落ちているのを見つけた。旅に出る時などに携けい帯たいするような、手のひらほどの大きさのものだ。

「それだ！」

　アルベスが叫ぶ。

　怪鳥が鳴いた。その不快音に鼓こ膜まくが悲ひ鳴めいを上げる。見上げれば、赤い翼つばさがまっすぐにこちらに降こう下かしてきていた。灰豹が吠ほえる。

「お兄様！」

　リナレーアが声を上げたのは、ヴァルターが地面に落ちている神水ムアリタに駆かけ寄るのを見たからだ。ガルアダは明らかに神水ムアリタを狙ねらって降下してきていた。

　また鳴き声が空気を裂さく。それは悲鳴のようだった。

（怒おこっているんだわ）

　リナレーアは思った。

　この魔物は、怒っているのだ。

　故こ郷きようから連れ去られ、本来なら自らに安らぎを与えるはずの水で意い志しを奪うばわれ捕とらわれた。

　大切なものを利り用ようされた。

　だから、怒っている。決して狂くるっているわけではない。

「お兄様！」

　ヴァルターが神水ムアリタに手を伸ばし、それをガルアダの鋭するどい嘴くちばしが襲おそう。獣けものの咆ほう哮こうが聞こえたかと思うと横から駆けてきた灰豹が怪鳥に飛びかかった。甲高い鳴き声。大きな羽音と、雨音。

　リナレーアは地面に転がった兄に駆け寄った。

「お兄様」

　泥どろに汚れたヴァルターは俯うつぶせにうずくまっている。まさか怪け我がをした？　半月前、兄は自分を庇かばって負傷したばかりなのに。手のひらについた血を見た時のぞっとする感かん覚かくを思い出す。

「お兄様……！」

　子犬を地面に置いて抱きかかえようとすると、ヴァルターはぐるりと上半身を反はん転てんさせて身体からだを起こし、「あーびっくりした」とのんきな口く調ちようで言った。

「お兄様、よかった！　お怪我は？　大丈夫？」

　リナレーアは自分が泥で汚れるのも構わず兄に抱きついた。

「大丈夫だよ。どこも怪我はしていない。神水ムアリタも……」

　妹の頭を優しく叩いたヴァルターは、手に持った水袋を持ち上げて啞あ然ぜんとした。

「まぁ」

　とリナレーアも声を上げる。

　神水ムアリタが入っていたはずの水袋は、底の部分が裂けてしまっていた。当然ながら、中の神水ムアリタも雨水と一緒に地面に吸きゆう収しゆうされてしまっただろう。

「噓うそだろう……」

　兄がそう言いたくなるのも無理はないというものだった。これでは、あの凶きよう暴ぼうな鳥を大人しくさせることができない。

《グワァアウ！》

　振り向くと、灰豹の頭の一つがガルアダの喉のど元もとに嚙かみついている。リナレーアは兄の手を引き、立ち上がった。

「お兄様、逃げなくては。わたくし達は足手まといだわ」

　自分達がここにいては、三つ頭の灰豹は戦せん略りやく的てき撤てつ退たいも選べない。

「アルベス様も、お早く！」

　呆ぼう然ぜんとしている商人をリナレーアは叱しつ咤たした。よく見ると、男は泥だらけの全身をがくがくと震ふるわせて涙目になっている。彼と恋をした女性達は、今のアルベスの姿を見れば幻げん滅めつしてしまうに違いない。よほど母性の強い女性なら話は別かもしれないが。

「こ、腰が抜けて動けない」

「わたくしに摑つかまってください！」

「情けない奴やつだな！」

　リナレーアとヴァルターは、両りよう脇わきからアルベスを助け起こそうとした。

《ギャアアウ！》

《クソッ！　シブテェ奴ダ！》

　振り向けば、灰豹と怪鳥の間には再び距離ができていた。地面には赤い羽根が散らばっているし、灰豹の体たい軀くには血がついている。互ご角かくなのだろうか。

　このまま戦っていては、どちらかが死んでしまうかもしれない。

（それは嫌だわ）

　リナレーアがそう思った直後、怪鳥が赤い翼を大きく広げ嘴を開いた。

「……あっ！」

　頭の中を切り裂くような鳴き声にその場にいた全員が耳を塞ふさいでうずくまる。破は壊かい的てきな高音の影響を一番受けたのは最も近くにいた灰豹で、彼らは《ガアアア！》と声を上げてひっくり返った。

　エイダの歌声がその美しさで人の心に入り込み壊こわしてしまうものであるなら、ガルアダの鳴き声は頭の中に強引に入ってきて鋭いかぎ爪づめを振り回すようなものだった。

　建たて物ものさえもびりびりと震えるその音はすぐには止まず、雨によって地面にできたわずかな水たまりにも波は紋もんを作った。

（なんて声なの）

　とても長くは耐えられない。

　今にも失ってしまいそうな意識をかろうじて保っていたリナレーアは、視界の中で唯一怪鳥に向き合っている生き物を見つけた。

　その生き物は、先ほどの灰豹のように頭を低くして牙きばをむき出しにし、ガルアダを威い嚇かくしていた。小さく可か愛わいらしい尻尾しつぽがぴんと立っている。

（あら？　あの尻尾……）

　先ほどまで自分が腕に抱いていたはずの子犬の尻尾が、まるでは虫類のそれに見えることに、リナレーアは今気付いた。毛の代わりに、鱗うろこのようなものが生えている。

（珍めずらしい子犬ね……）

　頭の片かた隅すみでそう思いながら意識を手放そうとした時だった。

「リィナ！」

　その時なぜその声が聞こえたのか、後になって考えてみてもリナレーアには合ごう理り的てきな説明がつけられなかった。けれど確かに聞こえたのだ。

　頭の中をぐちゃぐちゃにしてしまうような音の中で、彼の声だけがはっきりと届いた。

　ザイラス＝レイデ。

　愛いとしい人。

　世界で一番綺き麗れいな、生命いのちの光。

　気付けば音は止んでいた。

　リナレーアは夫の腕の中にいて、あの大好きな黒こく眼がんがこちらを覗のぞき込んでいた。

「ザイラス……」

　リナレーアが微笑むと、彼はとても不ふ機き嫌げんそうな顔で何か言った。しかし耳の奥にキーンという音が響いていて、何を言っているのか聞こえない。

「ごめんなさい」

　けれど怒られているのだろうということはわかったので、リナレーアはとりあえず謝罪を口にした。するとザイラスはさらに不機嫌な顔になって大きく口を動かした。

『あとでかくごしろ』

　夫の唇くちびるをそう読み取ったリナレーアは、何を覚かく悟ごすべきかわからなかったがとりあえずこくりと頷うなずいたのだった。
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　すぐに立ち上がることができたのは、夫の手を借りたリナレーアと痛そうにこめかみをさするヴァルターだけだった。アルベスは白目をむいてひっくり返っているし、三つ頭の灰豹も昏こん倒とうしてしまっている。

　驚くべきなのは、数分前までリナレーア達の頭を破壊しようとしていた怪鳥までも、翼をたたみ地面に横たわっていることだった。ぴくりとも動く様子がなく、雨が赤い翼をしとしとと濡らしている。

「マーティンは？」

　近くに執しつ事じがいないことに気付いたリナレーアは夫に聞いた。聴ちよう覚かくは大分回復してきている。まだ夫の声が遠くから聞こえるような感じはするが、聞き取れないほどではない。

「ガルアダを捜すために別行動してたんだ。まぁあの鳴き声は聞こえただろうからすぐ来るだろ。ったく、俺の部下は役に立たねぇ奴ばっかりだな」

　ザイラスは灰豹を見てそう吐はき捨すてた。

「しかし、なんだってあんたはあのゴミとこんなところにいるんだ？」

　そうリナレーアに問うてきたザイラスの表情は険けわしく、彼が本気で怒っているのだと知れた。それはそうだろう。夫と別れた時、安全な場所で待っていると彼女は約束したのだ。

「あのね、ザイラス。ガルアダを連れてきたのはアルベス様だったのよ」

　リナレーアは、自分が意味なく約束を破ったのではないと夫に説明しなければと思った。

「あのゴミが？」

　ゴミという言い草はひどいが、今はそれを指し摘てきするのはやめた。

「そうなの。だから、神水ムアリタも彼が持っていたのよ。ただ、袋が破れてしまって……」

「いったい、どういう技を使ったんだい」

　まだ頭痛がするのか、ヴァルターが首を振りながら言った。

「あの恐おそろしい魔物を一発で倒してしまうなんて」

　兄の口にした疑問は、リナレーアも不ふ思し議ぎに思っていることだった。

「魔ま剣けんだ」

　ザイラスはあっさりと答えた。

「あれを投げつけたら刺ささってすぐ倒れた」

「魔剣って……あなたのペーパーナイフ？」

「ああ」

　いくら破は魔ま具ぐだとはいえ、あんな小さな刃が刺さっただけで、あの巨体が倒されてしまったというのか。にわかには信じがたかった。

「死んでしまったわけじゃないのよね？」

　破魔具は、魔物を殺す道具ではないと夫は以前言っていた。

「どうだろうな。俺も、実じつ際さいあれで魔物を攻こう撃げきしたのは初めてだ。ちと様子見てくるから、リィナはここで待ってな……って、そいつ」

　ザイラスがリナレーアの足あし下もとをまじまじと見ていた。その視線を追って初めて、自分の足下にあの子犬がいることに気付く。

「ああよかった、あなたも無事だったのね」

　リナレーアは笑って子犬を抱き上げた。

「そういえば、あなたはあの音が平気だったみたいだけれど、どうしてかしら？　耳が悪いの？」

「竜だからだ」

　答えたのはザイラスだった。

「え？」

「驚いたぜ……。リィナ。そいつが俺の捜してた竜の幼よう生せいだ。まさかあんたが手て懐なずけてるたぁな」

　夫は珍しく目を丸くしていた。けれどリナレーアは、夫の言葉をすぐには理解できなかった。

「竜の？　この子が？　でも、この子は犬じゃ……」

　そこまで言って、はっとする。

　そういえば、尻尾が普通の犬のようではなかった。慌てて子犬の脇の下に手を入れて尻尾を覗き込むと、やはりそこにあったのは鱗の生えたは虫類のそれだった。

「背中に小さな翼もあるはずだ。いや、これくらいだとまだ隠れてるかもな。竜の聴覚は特別で、普ふ通つうの音は聞こえねぇんだよ」

「……想像していた子と全然違うわ」

「竜の幼生はいろんな姿をしてるもんだぜ。亀かめ、虎とら、魚ってな。共通してるのは鱗の尻尾と、小さな翼だ。それに、雑食で、水竜なら青あお薔ば薇らを好む……。あんた、まさか俺がやった青薔薇を今も持ってたりするか？」

「乾燥させて、香り袋に入れて持ち歩いてたわ。今は持っていないけれど、服に匂においが移ったりはしていたかも……」

　だから、懐なついてくれたのだろうか。

「あんた、そいつに食べられなくてよかったな」

「まぁ……。本当に、あなたが竜なの？」

　リナレーアは犬のように見える竜の子供を抱き直して、まじまじとその顔を見た。

　宝石のように丸い瞳が、きらきらと星のような輝かがやきを浮かべながらこちらを見ている。

　リナレーアが想像していた竜の子供というのは、全身に鱗が生えていて身体が長く、口はもっと突き出ているような生き物だった。せめてもっと蛇へびのような、そうでなくてもは虫類に近い外見であればこの子が夫の捜している竜の子供だと思い至いたったかもしれない。

　けれど実際のそれは、一見して普通の子犬だった。

「ふふ、そうだったの」

　なんだかおかしかった。あんなに憧あこがれた竜という生き物に出会って、気付いていなかったなんて。

「ああ、やっぱり。その子犬がそうだったのか。以前ザイラスが捕らえてきた時にちらりとみた子竜に似ていたから、リナが抱き上げた時もしかしてと思ったんだ」

　ヴァルターが言った。

「すぐそれどころじゃなくなったけれどね」

　そういえば、この子犬……ではなくて竜の子供が現れてすぐ、ガルアダが襲いかかってきたのだった。それを言うと、ザイラスは「ああ」とさも今思い出したかのように言った。

「そういや、ガルアダの天てん敵てきは竜だって聞いたことあんな」

「もしかして、だから温室にも現れたのかしら」

　実はあの場には既に、青薔薇の香りを嗅かぎ付けたこの子竜がいたのかもしれない。ガルアダがそれを追ってきたのだと考えれば、リナレーア達には見向きもしなかったことにも説明ができる。

　この思いつきを説明しようとリナレーアが顔を上げた時、背はい後ごで緊きん迫ぱくした声が叫んだ。

「旦だん那な様！」

　三人が同時に背後を振り向く。

　そこでリナレーアが見たのは、横たわるガルアダの側そばに立ち手に小さなナイフのようなものを持った女の姿だった。

　マリアンヌ。

　女はリナレーアを見て微笑ほほえむ。

　手に持っているのは魔剣だ。ザイラスのペーパーナイフ。奪われた。そう思う間もなく、マリアンヌの背後に迫せまっている人物が視界に入る。マーティンだ。

　魔物は夜の化け身しんのように静かに女に駆け寄り、拳こぶしを振るった。しかし空くうを切る。

「！」

　マリアンヌは、一いつ瞬しゆんにしてその姿を消した。

　その場にいた誰だれもが目を疑っただろう。女が手にしていたストールを上から被ると、それと同時に視界から失せたのだ。

「今のは、いったい……」

　ヴァルターが呆然として呟つぶやく。

「魔具です」

　答えは、先ほどまで女が立っていた場所のすぐ近くから聞こえた。マリアンヌは、ほんの数歩横に移動しただけだった。右手には昼間に見た時も持っていた鱗のような光こう沢たくのあるストールを持っている。

　女は外がい套とうを纏まとっておらず、ドレスが雨に濡れていた。

「便べん利りでしょう？　被るだけで、姿を消すことができるのですよ」

　マリアンヌは毒どく婦ふのように微笑んだ。

「量産ができれば、大きな商売になるでしょうね」

　ザイラスがリナレーアを背後に庇って足を一歩前に出す。彼女は姿を消せるという魔具をもっとよく見たくて身を乗り出そうとしたが、ぎろりと夫に一いち瞥べつされて大人しくすることにした。
















「量産ね。レオ＝アルベスを相あい棒ぼうにして、か？」

　そうだ。アルベスは商人だった。トラーティング商会という会社の若き社長だ。今はいささか情けない姿だが。

「あそこに寝ている男のことかしら？」

　マリアンヌはちらりと昏倒しているアルベスを見た。その視線にはなんの感かん慨がいも見られず、女が男に対して毛の先ほどの興きよう味みも持っていないことが容よう易いに知れた。

　マリアンヌは子供の愚おろかな行こう為いを見つけた時の母親のように息を吐いた。

「あの様子では相棒、と呼ぶには不安が残りますわね」

「恋の相手としては楽しめたか？」

　ザイラスがなおも問う。夫は、マリアンヌとアルベスの関係性を見み極きわめようとしているのだ。つまりアルベスがどこまで『魔物解放団』に関わっているのかを。

「離り婚こんしてほしいと言ったことなど一度もありませんわ」

（アルベス様の不ふ倫りん相手というのは、マリアンヌ様のことだったのだわ）

　リナレーアはそのことに今やっと思い至った。だから、アルベスからマリアンヌの香りがしたのだ。ザイラスが嘲ちよう笑しようする。

「女ってのは怖いぜ。そうやって男をもてあそぶんだからな」

「あら、リナレーア様は男をもてあそぶような方には見えませんけれど」

「そんなことねぇよ。リィナも十分魔ま性しようの女だ。自じ覚かくなく俺をもてあそんでるんだからもっとタチが悪ぃ」

「え？」

　予想だにしないところで自分の名前が出てきたので、リナレーアは思わず声を上げて夫を見た。いったい、自分がいつザイラスをもてあそんだというのだろう。むしろもてあそばれているのはこちらの方だ。彼が自分に熱を持って触ふれるたび、心臓がどきどきして顔が赤くなってしまうのだから。

　しかし夫はリナレーアを見ないでマリアンヌへの詰きつ問もんを続けた。

「ガルアダはお前への贈り物か？　それとも参さん入にゆう儀ぎ礼れいの一つというわけか？」

「火の鳥を手に入れたというので、王宮を待ち合わせに指定しただけですわ。その鳥に追われて、竜の子供が逃げ出すことは期待いたしましたけれどね」

　リナレーアは腕に抱いた子竜を抱きしめた。マリアンヌは、この子の存在も知っていたのか。女はリナレーアの心を読み取ったかのように、彼女の腕の中の子竜を見て言った。

「もともと、その竜の子供は私達が手に入れたものですもの。半月前に、手て違ちがいで逃してしまいましたけどね。……けれど魔剣を取り戻すことができたなら十分収穫がありました」

　そう言うと、マリアンヌはうっとりと手に持ったペーパーナイフを撫なでた。

　その様子を見て、リナレーアは九年前に自分が襲われた時のことを思い出した。当時まだ剣の形をしていたそれを手に入れた村の鍛か冶じ屋やは、魔剣に意識を奪われて通とおり魔まとなった。あれには、人の心の底を引き出す力があるのだという。

「竜は魔物じゃねぇぞ」

「小さな違いですわ」

　マリアンヌは微笑む。

　その笑顔にわずかな狂きよう気きが含まれているようにリナレーアには思えた。魔剣のせいだろうか。それとも、最初から？

「マリアンヌ＝バレーラ。お前の夫は不運だった」

　言ったのはザイラスだ。

　その瞬間、マリアンヌの纏っていた何かに亀き裂れつが走る音が聞こえるようだった。女は一瞬で笑顔を消して、糸の切れた人形のようになった。

（夫？）

　リナレーアはザイラスを見るが、彼はまだ注意深くマリアンヌを見み据すえている。

　半月前にリナレーアが『魔物解放団』に攫さらわれた後、ザイラスは必要以上に解放団に関わろうとする様子を見せなかったが、あの時出会った女について調べていないというわけではなかったのだと、リナレーアはこの時初めて知った。

　マリアンヌ＝バレーラ。それが女の名なのだ。そして結婚していた。

「だが、夫が魔物によって命を落としたからといって、魔物をすべて憎にくむのは頭が悪いとしかいいようがない」

　リナレーアは驚いた。

（命を落とした？　魔物に殺されたということ？）

　この時彼女はマーティンやエイダ、ディンヴィリヴェーダといった自分の知る魔物達を思い浮かべたが、彼らが誰かを殺あやめているところは想像できなかった。しかしそれは、彼らが友人だからだ。

　魔物だって人を殺める。それは人が人を殺めるのと同じだ。

　自分の意志を持つ存在が複ふく数すうあれば、争いが起こるのは当然のことなのだ。

「あなたにはわかるはずよ」

　マリアンヌがまるで重りを含んだかのような声で言った。

「わかるわけねぇだろ」

　ザイラスが答える。

　夫の言葉はどこまでも明めい快かいだ。

「あいにく俺には、いつまでも被ひ害がい者しや面づらして他人を恨うらんでる暇ひまはねぇんだよ」

　その時、リナレーアはマリアンヌの瞳が黒く塗ぬり潰されていくのを見た。心の内側が暴あばかれていく。隠していたものが露あらわになる。

「駄目よ！　マリアンヌ様！　それを離して！」

　魔剣の作さ用ようだと気付いたリナレーアがザイラスの後ろから飛び出すのと、それが動き出すのは同時だった。

　赤い羽がばさりと大きな音を立てて舞う。

　怪鳥ガルアダが蘇よみがえった。明らかな変へん貌ぼうを遂とげて。

　羽ばたきと共に美しい羽根が抜け落ち、金色の前身がどす黒く変色している。嘴からは泡あわを吹いて、琥こ珀はく色の一対は血で赤く濡れていた。

《ギアアアアアアア！》

　怒りではない狂気の悲鳴が空気を震わせる。しかしそれは先ほどまでの暴力的なものとは違い、ただいたずらに聞いた者の胸をざわつかせるような声だった。

　その時、ガルアダがリナレーアに襲いかかった理由は最後までわからなかった。

　彼女が腕に抱いていた子竜のせいかもしれないし、闇やみ雲くもに周囲を攻撃しただけかもしれない。しかしそれがその場にいた全員にとって予想外の出で来き事ごとであることだけは間違いがなかった。

「リィナ！」

　ザイラスの腕が伸のびる。

　リナレーアは本能で後ずさりした。彼女が不運だったのは、背後に井戸があることに気付いていなかったことだ。そしてさらに不運なことに、井戸の蓋ふたは閉まっていなかった。アルベスが堆たい肥ひの匂いを落とすために使ったからだ。

　膝ひざの裏に井戸の縁ふちが当たり、身体が傾かしぐ。

「リィナ！」

　リナレーア＝レイデは、なすすべもなく井戸の中に落下した。

（三度目だわ）

　リナレーアはどこか冷静にそう思った。

　思いがけず高いところから落下するのは、これが三度目だ。

　一度目は子供の頃に樹から落ちて兄姉きようだい達を心配させた。

　そして二度目はついこの間だ。屋根から滑すべり落おちて、夫に助けられた。

『なんて綺麗なの……』

　夫の瞳を見て心からそう思った。こんなに綺麗なものは他にないと。そうだ。あの後、自分はこの感情を自じ覚かくしたのだ。──この恋を。

　あの時は、本当に彼に愛されているのかがわからなくなって泣きそうになった。けれど今は涙の代わりに強い感情が胸の内側から溢あふれてきた。

（好きよ。好き。好き。大好き）

　自分は、ザイラス＝レイデを愛している。

　夫を。他の何よりも。

　だから死にたくはなかった。

　彼を失うしなうかと思うと胸が張り裂けそうになる。息が苦しくなって、世界が暗くなる。

　彼のすべてを知らなくてもいい。

　拒きよ絶ぜつされてもいい。

　ただ側にいたい。できることなら、抱きしめてほしい。

　この感情は、リナレーアにとって間違いなく初めてのものだった。

　湿しめっぽい匂いと視界を覆おおう闇の中にあるただ一つの丸い光は井戸の入り口だ。遠ざかるそれに手を伸ばす。

（届いて）

　そう願うばかりで、リナレーアは腕の中に抱いていたはずの子竜がいなくなっていることに気付かなかった。

　光が暗く覆われる。

（やめて）

　まるで雲が月を隠してしまうように、世界は闇の中に落ちた。

（やめて！）

　心の中で強く思うのと同時に、ぐんと何かに身体が引き上げられた。

　唐とう突とつに、五感が戻ってきた。樹々のざわめき。夜の匂いに、火がもたらす温あたたかな明かり。ただしそれはずいぶんと下にある。いつの間にか雨は止んでいた。お腹が締しめ付つけられているように苦しい。自分が空中で何かにぶら下がっているのだと気付くのに少しの時間が必要だった。

　地上では、夫や兄、マーティンが驚いた様子でこちらを見上げている。

　その視線を追って振り向いたリナレーアは思わず「まぁ」と声を上げた。

　目の前にあったのは、鱗の生えた皮ひ膚ふだった。視界を覆うほどのそれは、どうやら何かの生き物の口先のようだ。その口先が、リナレーアが腰にしている剣けん帯たいを食はんでいる。

　彼女がそこまで確認すると、その生き物は何を思ったか突とつ然ぜんぱっと口を開いた。

「きゃっ」

　当然ながら、リナレーアは落下する。

「マーティン！」

　夫の声がした。

　直後、疾しつ風ぷうのような影に横から攫われてリナレーアは地面への激げき突とつを免まぬかれた。彼女を横抱きにした女魔物が、地面に膝をついて気き遣づかわしげにこちらを覗き込んでくる。

「ご無事ですか？　奥様」

「……ご無事だと思うわ」

　たぶん、どこも怪我はしていない。

「リィナ！」

「リナ！」

　夫と兄が駆け寄ってきた。走りながら互いを肘ひじで押しのけ合うという水面下での醜みにくい駆け引きによって、リナレーアを最初に抱きしめる権けん利りを得たのはザイラスの方だった。

　痛いくらいに強く身体を締め付けられる。

　リナレーアはこの時「心配かけてごめんなさい」と謝るべきだとわかっていたが、そんなことが吹き飛んでしまうような光景を目にして啞然としていた。

　巨大な蛇……、いや、違う。

　夜よ露つゆを集めたようなきらきらとした鱗。黒く鋭いかぎ爪。背と思われるところから生えた小さな翼。想像していた通りの、いやそれ以上に美しい生き物が湖こ水すいのような一対の瞳をひたとリナレーアに据えていた。

　それは一度瞬まばたきをすると、もう彼女への興味を失ってしまったかのように顔の向きを井戸の方へと変えた。そしてリナレーアが忘れていた呼吸を再開した後にはもう、吸い込まれるように井戸の中に消えてしまったのだ。

　竜だ。

　遅れて、彼女はそう思った。

（本物の竜）

　思い浮かべていたよりも一回り小さかった。

　子供の竜だからだ。子犬のような姿すがた形かたちからはぐっと成せい体たいのそれに近づいたとはいえ、まだ幼いから。

　リナレーアは小さく息を吐いた。

　顔が赤くなる。

「リィナ。もう大丈夫だ」

　妻が震えていることを安あん堵どで泣いているのだと勘かん違ちがいした夫が、安心させるように言った。

「わかったか？　今、あの子竜がいきなり育ってあんたを……」

　そう言いながら身体を離し妻の顔を見たザイラスは、目をきらきらと輝かせて子供のように頰ほおを紅こう潮ちようさせた彼女を見て、自らの勘違いを悟さとった。

「竜よ！　噓！　信じられない！」

　リナレーアは叫んだ。

　そして竜が食んだこの剣帯を、一生の宝物にしようと心に決めたのだった。
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　夜の淡あわい明かりの中に浮かび上がる花々は、リナレーアが想像していたよりもずっと幻げん想そう的てきだった。白や黄色の花か弁べんを持つ品種が多くちらほらと赤や青のそれも見られる。

　驚おどろいたのは香りの強さだ。昨晩の雨の名残なごりの中に漂ただよう花の香りは、虫でなくても呼び寄せられてしまうようだった。

　念ねん願がんである夜の『花見会』にようやく参加できたリナレーアは、軽食やワインなどが用意されている広場から離はなれ花の中にいた。ここまで来ると人々の話し声や音楽は遠く頭の中に入ってこない。

　つまり思う存分、物思いの中に浸ひたることができた。

（いつかまたあの子に会えるかしら）

　昨晩の一件の後、残ざん務む処理があった夫より先に部屋に戻ったリナレーアが寝ついたのは夜明け頃だった。それからお茶の時間まで眠り、目覚めた後は夫と一緒に竜が消えた井戸を見に行ったのだが、どこにもその痕こん跡せきは残っていなかった。

　夫であっても、水脈に潜もぐり込んだ竜の行き先を突き止める方ほう法ほうはわからないらしい。だから再会は運命の悪戯いたずらに任せるしかないだろう。けれどいつかまた出会える予よ感かんが彼女にはあった。

（その時はきっと背中に乗せてもらうわ）

　本当は、竜の背に乗って空を飛ぶのが夢だったのだが、この際さい背に乗るだけでも十分だ。きたるその日までに、水の中に長く潜る練習をしておこうとリナレーアは決めた。

　マリアンヌは、いつの間にか姿を消していた。そして魔ま剣けんは奪うばわれてしまった。

　ザイラスの言う通り、あれは不完全な破は魔ま具ぐだ。

　その証しよう拠こにガルアダは狂くるい壊こわれた。ザイラスが言うには、リナレーアに襲いかかった直後、ガルアダは糸が切れたように崩くずれ落ちて二度と動かなかったのだという。哀あわれな怪かい鳥ちようの亡なき骸がらは、ヘンリック王が丁てい重ちように葬ほうむると約束してくれた。レオ＝アルベスから聞き出した、あの赤い羽を持つ鳥の生まれた場所へ。

　結局のところ、アルベスは『魔物解放団』についてほとんど何も知らなかった。

　ただ恋人であったマリアンヌが望む通りに怪鳥ガルアダを取り寄せたにすぎず、子竜のことさえ少しも聞かされていなかったのだ。マリアンヌに利用されていただけだろう、というのがヘンリックとザイラスの共通した見解だが、無む罪ざい放ほう免めんというわけにはいかないので処しよ罰ばつを受けるようだ。

　リナレーアは同情しなかった。

　アルベスの部屋からは、ガルアダを閉じ込めていたと思われる檻おりが見つかったという。

　商人の証言によると、ガルアダが逃げ出す直前部屋の中で子犬を見かけたらしい。神水ムアリタで強制的に鎮ちん静せい化かされ窮きゆう屈くつな檻に閉じ込められていたガルアダは、天てん敵てきである竜の子供を見て本能的に正気に戻ったのかもしれない。そして檻を壊して逃げ出した。

　ガルアダのあの鳴き声がまだ耳に残っている。

　純じゆん粋すいな怒り。あの怪鳥はきっと、自らの中の魔を取とり除のぞいてほしいなどと願っていなかったに違いない。竜だってそうだ。『魔物解放団』によって故こ郷きようから連れ出された。

　彼らのやろうとしていることが正しいかどうかなど知らない。

　ただやはりリナレーアは、彼らのことを好きになれそうにはなかった。

「見つけた、リィナ」

　背はい後ごからふわりと抱きしめられる。ザイラスはこうするのが好きなのだ。リナレーアが気付いていなければ、絶対に抱きしめる前に声をかけたりしない。

「あなた」

　振り向くと、軽く口付けをされた。ほとんど条じよう件けん反はん射しやのように頰ほおを染めると、漆しつ黒こくの双そう眸ぼうがじぃとこちらを見つめていた。

「普ふ通つう、昨日あんな目に遭あったばかりの淑しゆく女じよは怯おびえて一人でこんなところにはいられないはずだがな」

　リナレーアの周囲にあるのは花を照らすだけのささやかな明かりと植物達だけだ。声を上げれば、人々のいる広場には届くかもしれない。けれど気付いてもらえるかどうかは定かではなかった。

「少し一人になりたかったの」

　リナレーアは微笑ほほえんだ。

　考えてみると、そんなことを思うのは初めてだ。

　結婚前の自分は常に人が側そばにいるのが当然で、一人になりたいなどと思うこともなかった。けれどレイデ家に嫁とついでから静せい寂じやくの心地ここちよさを知った。

　一人でのドレスの着方も、明かりに火を点ともす方法も、すべてリナレーア＝レイデになってから知ったのだ。

　そして恋も。

　夫が自分にもたらしてくれたものは計り知れない、とリナレーアは思った。

　彼は無む二にだ。できれば失いたくない。

「あなた」

　リナレーアは夫の腕から逃れると、くるりと身体からだの向きを変えて正面から彼を見た。

　夫が屈かがめばキスができる距きよ離り。けれど彼はそれをしなかった。

「マリアンヌ様は、旦だん那な様を亡なくしたの？」

　昨晩、聞くことができなかったことだ。

　ザイラスははっきり言った。マリアンヌは、魔物によって夫を失ったのだと。

「そうだ」

　ザイラスは目を逸そらさず答えてくれた。

「あの女の夫は石せつ工こうの職人だった。そして運悪く命を落とした」

「魔物のせいで？」

「そうだ」

「それでもあなたは魔物を悪いものだとはおっしゃらないのね」

「言ったはずだろ。一部だけを見てすべてを判はん断だんするのは馬ば鹿かのすることだ」

　彼の言うことは正しい。

　けれどあまりに強すぎる、とリナレーアは思った。

　絶望に繫つながる喪そう失しつがもたらされた時、常に正しくあることはきっととても難しい。ほとんどの人間が進むべき道を見失うだろう。

　──マリアンヌのように。

　そして自分もきっと、そんなに強くあることはできない。

　一度壊れてしまったものはまた壊れやすいからだ。

（？）

　そこまで考えて、リナレーアはふと思し考こうを止めた

　一度壊れた？　いったい自分はなんに対してそう思ったのだろう。

『壊れたお人形』

　そう言ったのは誰だれだったか。

　ぐるぐると、頭の中が空回りしている。強い花の香りにむせそうになった。

　その時くらりと傾かたむきかけた世界を止めたのは、「リナ」と呼ぶ声と彼女の肩を摑つかんだ大きな手だった。

「こんなところにいたのか」

　優しい顔をした兄がそこにいた。

「お兄様」

　訳もなくほっとする。

「リナが好きそうなケーキがあったよ」

　ヴァルターが持っている皿に載のっていたのは、細かなチョコレート細ざい工くで飾かざられた小さなケーキだ。それを見て、ぱっと顔を輝かがやかせる。

「美お味いしそう。ありがとう、お兄様」

「あんたはつくづく俺達の邪じや魔まをするのが趣しゆ味みなんだな」

　ザイラスが苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔をして言った。

「私の目の届くところで見つめ合っているからだよ」

「夫ふう婦ふがいちゃついて何がいけねぇんだよ」

「おや。別に私は何も悪いとは言っていないよ。むしろリナレーアが恋を知ったのは喜よろこばしいことだね」

「なら邪魔すんなよ」

「残念なことに、身体が勝手に動くんだ」

「だから医者に診みてもらえって言ってんだろこのシスコン野や郎ろうが」

　額ひたいに青あお筋すじを浮かべた夫が兄の胸ぐらを摑んだその時、三人目の男が現れた。

「お前たちは本当に仲がいいな」

　ヘンリック王だ。

　ザイラスがこれ見よがしにため息をつく。また面めん倒どう臭くさい奴がやってきた、と顔に書いてある。彼は本当に、王が嫌いなのだ。

「僕も交まぜてもらえるか？」

「私と代わりたいのかい？　ヘンリック。王の胸ぐらを摑めばザイラスは不ふ敬けい罪ざいで投とう獄ごくだけどね」

「まぁ、お兄様」

　今のはひどい、とリナレーアは兄に抗こう議ぎした。するとヴァルターが柔やわらかく微笑んで妹の頭を撫なでる。

「冗じよう談だんに決まっているだろう、リナ。妹の大切な夫を牢ろう獄ごくに入れるわけにはいかないよ。これからディートリンデ姉上もやってくることだしね」

「え？」

　リナレーアは思わず聞き返した。

「ディートリンデお姉様が？」

　実家で暮らしているはずの長姉の名前を聞いて目を丸くする。怪け訝げんそうな夫の様子からすると、彼も知らなかったようだ。

「本当？　お兄様。お姉様がこちらにいらっしゃるの？」

「本当だよ、リナ。ザイラスにもすぐ連絡がいくだろう。君の家に少しの間滞たい在ざいさせてもらいたいと言っていたからね」

「なんだと？」

　ザイラスが声を上げた。

「おい、噓うそだろ」

「残念ながら本当だ」

「僕は、王宮に部屋を用意すると言ったんだがな」

　ヘンリックが残念そうに肩を落とすと、ヴァルターが笑った。

「そんなことをすればなしくずしに婚こん姻いん誓せい約やく書しよを書かされそうだから姉上は嫌だと答えたんだろうね。ヘンリックはしつこくて面倒臭いから」

「一いち途ずだと言ってほしい」

　兄と王の会話を聞いたザイラスが眉み間けんの皺しわを深くしたので、リナレーアはこっそりと耳打ちをした。

「ヘンリック様はね、ディートリンデお姉様に片想いをしていらっしゃるのよ」

「はぁ？」

　ザイラスは素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「噓だろ」

　リナレーアはくすくすと笑ってから続けた。

「本当よ。もう何年になるかしら。お姉様は一度ご結婚されたからてっきりヘンリック様は諦あきらめられたのだとばかり思っていたけれど、まだお好きなのね」

　ディートリンデが結婚したのは、彼女が十九の時だ。そして二十二の時に離婚して家に戻ってきた。大好きな姉が帰ってきたことを喜び、両親にたしなめられたのを今でもよく覚えている。

「お姉様は何をしにいらっしゃるの？　お父様はご一緒ではないのよね？」

　結婚前はリナレーアも何度か王おう都とに来たことがあったが、それは父の仕事についてきた時か、両親の知人のパーティーに呼ばれた時だけだった。

「もちろん、リナレーアの顔を見にくるに決まってるじゃないか。姉上は深刻なリナレーア欠けつ乏ぼう症しようらしいよ。四六時中ぴったりとリナにくっついて離はなれないと思うからそのつもりでね」

「迷めい惑わくだ」

　ザイラスがきっぱりと言った。

「マジでこれ以上なく完かん全ぜんに迷惑だ」

「そう言われてもね」

「王宮に泊めろよ。部屋なんざ腐くさるほどあるだろ」

「ザイラスの言う通りだ、ヴァルター。ディーを説せつ得とくしてくれ。部屋なら腐るほどある。ついでに僕の愛も」

　ディーは、ディートリンデの愛あい称しようだ。

　魔物使いと王に詰つめ寄よられたヴァルターは両手を上げた。

「君達は勘かん違ちがいしているようだけど、姉上は私の言葉に耳なんか貸さないよ。姉上を動かすことができるとしたらこの場にはたった一人だ」

　三人の男が一斉にリナレーアを見る。ヴァルターの言うことはあながち誇こ張ちようではない。ディートリンデは昔から、リナレーアには甘いのだ。しかし彼女はにっこりと微笑むと、

「でもわたくし、久しぶりにディートリンデお姉様とたくさんお喋しやべりがしたいわ。駄だ目めかしら？」

　そう言いながら両手を組んで『お願い』をした。

「くそ……っ可か愛わいいじゃねぇか」

　とザイラスが額に右手を当て、

「リナがそう言うなら仕方がないな」

　と王は息を吐いた。

「姉上はとても楽しみにされているよ」

　ヴァルターが笑いながら「ケーキをお食べ」と言ってくれたので、リナレーアは手にしていた皿のケーキを一口食べた。しっとりとしたスポンジと口内に広がる酒の香り。微かすかな酸さん味みはベリーだろう。とても美味しくて、思わず顔がほころんでしまう。

　ベリーのケーキは、次姉のフィーネの好物だった。

「アロイスお兄様とフィーネお姉様もお元気かしら」

　長兄のアロイスは父の仕事の補ほ佐さをしていて、フィーネは領内の騎き士しと結婚して家を出ている。どちらとも手紙のやり取りはあるが、ディートリンデと同じようにレイデ家に嫁いでからは会っていなかった。

　貴族令れい嬢じようが結婚して家を出た場合、最初の里帰りは第一子出産後となるのが普通だ。しかし残念なことに、この一年レイデ家にそういった福ふく音いんがもたらされることはなかったのだ。

「姉上が、手紙には書ききれないような土産みやげ話をたくさん持ってきてくれるよ」

「楽しみだわ」

　姉が来たら、菓か子し店のシュシュリアンには絶対行こう。二人で王都を見て回って名所を見て……そうだ。観かん劇げきもしたい。リナレーアはわくわくした。

「もういいだろ」

　気がつくと、リナレーアが持っていたケーキの皿がなくなっていた。

　ザイラスが横から回かい収しゆうしてヴァルターに押し付けたのだ。もちろん、載っていたケーキはすべて食べた。美味しかった。

「陛へい下か。そこのシスコン野郎を連れてとっととどっかへ行っていただけますか？」

「君は本当に狭きよう量りような男だな」

「うるせぇあっち行け」

「ははは。いいだろう。邪魔者は消えようじゃないか、ヴァルター。恋こい路じを邪魔すると馬に蹴けられるというしな」

「リナ、おかしなことをされそうになったら声を上げるんだよ。いいね」

　王にうながされ場から去ろうとした兄が、どこか神しん妙みような顔でリナレーアに言った。おかしなことというのはどういうことだろう。と彼女は首を傾かしげる。

（奇声を発して逆さに担かつがれそうになるとかかしら？）

　もしザイラスがそんなことをすれば、リナレーアは間違いなく大声で医い師しを呼ぶだろう。

『花見会』を楽しむ人々の方へと戻っていく王と兄の背を見送っていると、突とつ然ぜん視界が塞ふさがれた。

　目の前にザイラスが立ったのだ。顎あごに指先が添そえられ、くいと上を向かされる。

「続きだ、リィナ」

　なんの？　と問う前に夫が続けた。

「一部だけ見てすべてを判断するのは馬鹿だ」

　リナレーアは思い出す。そうだ。兄達が来る前までは、マリアンヌの話をしていたのだ。夫を失ったマリアンヌ。

「俺の周りはずっと、そんな馬鹿ばっかりだった。特に、王都に来てからはな。だから俺は口く調ちようを改め貴族の所しよ作さを学んだ。すると面おも白しれぇくらいに周囲の見る目や扱いが変わってきた。昔の俺をゴミみてぇに見てた奴らが、ザイラス＝レイデには対等に接せつしてくるんだ。うけるだろ？」

『うける』というのは『面おも白しろい』という意味だ。そして少しも面白くない、とリナレーアは思った。

「お兄様が言っていたわ。あなたは、生きるためにお祖じ父い様の手を取ったのだって」

　ザイラスは一度眉まゆを上げると、次いで笑った。

「誇張でもねぇな。じじいがあの時俺を拾ひろわなければ、よくて盗とう賊ぞくにでもなってたか、最悪殺し屋か奴ど隷れいまがいの一生だった」

　盗賊というのは想像できた。彼はかぎ爪づめのついた縄なわだって操あやつることができるのだから大いにありうるだろう。しかし殺し屋や奴隷？　まさか。

「そしてそれが、俺の本質だ」

　彼はあの時と同じことを言おうとしているのだとリナレーアは理解した。

『俺は孤こ児じだった。生まれながらの貴族であるあんたとは、魂たましいの芯しんから違う人間なんだよ』

　もう一度、それを突き付けようとしているのだろうか。

「今あんたと同じところに立っている俺は、馬鹿共を騙だますための皮を被っているにすぎない。あんたが俺に近づけば近づくほど、あんたはいつか俺から逃げたくなる」

　逃げるなんてありえない。

　そんなわけがないわ、とリナレーアは答えようとした。けれどそれよりも先にザイラスが言った。

「だが逃がさねぇ」

　リナレーアは目をぱちくりとさせた。

「その代わり、俺のすべてはあんたのもんだ。リナレーア。何年も前からそれは決まってた」

　唇くちびるに温もりが触れる。ザイラスはたまに、こういう優しいキスをしてくれた。慈いつくしむようなキスだ。宝物に触れるようなキス。

「だから焦あせる必要はねぇよ。あんたが知りたいことにはすべて答えてやる」

　胸の内側から何かが溢あふれてきて、目め頭がしらが熱くなった。

　これは安あん堵どだ。夫が自分を突き放そうとしているのではないと知って、息が詰まる。

「可愛いリィナ。『あなたのすべてが知りたいの』なんて殺し文もん句く言いやがったのはこの口か？　ああ？　ちくしょう。あそこで理性が保もつたぁ、俺も大人になったもんだ」

「……あなたは昔のことを話したくないのだと思っていたわ」

　夫の呟つぶやきを聞く限り、そうではなかったようだ。

　背中に腕が回される。しかしそれは途中でぴたりと止まり、一対の漆黒が悪戯っぽくリナレーアを覗のぞき込んだ。

「ディアク」

「え？」

　ザイラスはにやりと笑った。

「母の姓せいだ。俺がまだその名前だった頃に、マーティンと契けい約やくした。それが最初だ。俺は……」

「待って」

　リナレーアは夫の言葉を遮さえぎった。

「抱きしめてくださらないの？」

　妻の言葉に、夫はぽかんと口を開けた。その表情が可愛らしくて、リナレーアはたまらず自分から夫に抱きついた。

「大好きよ、ザイラス。これからわたくし達、長い間ずっと一緒にいるのだもの。少しずつでいいわ。愛してる」
















　今となっては、ザイラスがまだ仮面を被っているかどうかなどどうでもよかった。夫の言う通り、二人は違う人間だ。完全に重なり合うことなどできない。しかしだからこそ、言葉で伝え抱きしめることはとても大切なのだ、とリナレーアは思った。

　次の瞬間、リナレーアはザイラスに抱き上げられていた。驚いて瞬まばたきをする。

「あなた？」

「部屋に戻るぞ、リィナ。ここじゃまたいつ邪魔が入るかわかんねぇからな」

　夫は何やら急いでいるようだったが、それを追究する前にリナレーアは視界の中にある花を見つけた。

「あら、あの花」

　それは、見覚えのある白い小さな花だった。中央に黄色い線が三本入った花弁が、六つ重なり合って咲いている。

「ああ、クソ王が送ってきたやつだな」

　リナレーアの視線を追ってちらりと目を滑すべらせた夫もまたそれに気付いたようだ。

「夜に咲く花だったのね」

　だから見たことがなかったのだ。夫はすぐにでもこの場を去りたそうだったが、リナレーアの視線に根負けしたように息を吐き、件くだんの花の前で妻を地面に降ろしてくれた。

　近くで見ると、甘く柔らかい花の香りが香ってくる。

「ヘンリック様はどうしてこの花を贈ってくださったのかしら」

　先ほど聞けばよかった、とリナレーアは後こう悔かいした。

「花言葉だろ」

　答えは意外なところから返ってきた。リナレーアは目を丸くして夫を見上げる。

「花言葉を知っているの？」

　ザイラスは紳しん士しらしくにっこりと微笑み慇いん懃ぎん無ぶ礼れいに答えた。

「社交界でご婦人方に気に入っていただくためには、一見無む駄だと思えるような知識も頭に入れておかなければならないのですよ。レイデ夫人」

「意い地じ悪わるな言い方ね。それで、どんな花言葉なの？」

「『世界を変えるほど愛らしい』」

　彼は妻の肩に腕を回し、こめかみにキスをした。

「間違いなく、あんたの花だな」








ＥＮＤ．












[image: ]







　こんにちは、はじめまして。

　山やま咲さき黒くろと申します。

　またでこぼこ夫ふ妻さいのお話を書かせていただきました。応おう援えんしてくださった皆様のおかげです。ありがとうございます。

　執しつ筆ぴつ中ちゆうは夏まっさかりだったのですが、本文の中でザイラスがやたらベタベタしてくるのが暑苦しかったです。

　たくさんの方のおかげで、こうして本を出させていただくことができました。担たん当とう者しや様、アオイ先生、この本を手にとってくださった方々、関わってくださった方々にお礼申し上げます。








山咲黒
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「マジであのクソ野や郎ろう、馬のケツで潰つぶされてクソになってくたばればいいのにな」

　そう言って、ザイラス＝レイデ伯はく爵しやくは持っていた手紙をくしゃくしゃと丸めて床の上に放り投げた。

「……」

　レイデ家の執しつ事じであるマーティンは主人のこういった罵ば詈り雑ぞう言ごんをいちいち注意したりしない。

　レイデ伯爵の内と外での人格の使い分けは実に見事なものであるし、その口の悪さで彼の人間性を否ひ定ていするような人物はこの屋や敷しきの中にはいないからだ。

　ただし屋敷の中を整せい然ぜんと保たもつのも彼の仕事の一つである。

　マーティンは黙だまって主人が放り投げた手紙を拾い上げた。封ふう蠟ろうに表れているのは盾たてと翼つばさを持つ獅し子しで、それが王からの書しよ簡かんであることを証しよう明めいしている。

　それをまるでゴミのように丸めて捨ててしまえる人間が、この国にいったいどれだけいるだろう。少なくとも、多くはないに違ちがいない。

「王宮には行かれませんので？」

　答えはわかっていたが、マーティンは念ねんのため聞いた。

「けっ。行くわけねぇだろ」

　案あんの定じよう、ザイラスが吐き捨てるように答える。

「竜が逃げただと？　ふざけんなよ。俺はきちんと、あの幼よう生せいを住すみ処かに帰す手段も確かく保ほして捕ほ獲かくしたんだ。それをすぐに帰さなかったのは、あのクソ王が自分の利り益えきのために竜を利用できないかと考えたからだろ。自じ業ごう自じ得とくだ。胸クソ悪わりぃ」

「かしこまりました。ではそのようにお返事を」

「無視しとけ。紙がもったいねぇ」

「はい。かしこまりました」

　ザイラスの王に対する見解に、マーティンは特に異い論ろんを覚えなかった。

　彼が考えている通り、ヘンリック＝ゲーテ＝デーメル王はひどく独どく善ぜん的てきな王だ。明めい朗ろうで快かい活かつな外見とは裏腹に、利り己こ的てきで陰いん湿しつな性質を持っている。あれは、自分の利益になるものしか認めない男だ。リナレーア＝レイデ夫人がそれを承しよう知ちで兄のように慕したっているのかどうかは定かではないが、彼女が王に利用されないよう注意は払っておくべきだとマーティンは思っていた。

　なにせ、この屋敷の奥様の行動はレイデ伯爵の機き嫌げんに直ちよつ結けつしている。

　今やリナレーアの一いつ挙きよ一いち動どうによって、この屋敷の使用人達のその日の仕事が増えるかどうかが決まると言っても過か言ごんではないのだ。

　その時書しよ斎さいの扉がノックされ、女使用人のエイダが入ってきた。

「奥様がお戻りになりました」

　そらどうだ。エイダのこの報告一つで、ヘンリック王によってひどく害がいされていたレイデ伯爵の機嫌が急きゆう上じよう昇しようしたのはその眉まゆの動き一つとってもわかる。

　ザイラスはがたりと立ち上がった。無言ですたすたと部屋を出て行こうとするのは、帰宅した妻を一番に迎えるためだ。そのまま黙って行ってしまうかと思いきや、彼はふと思いついたように足を止め、マーティンを振り向いてこう命じた。

「温かい紅こう茶ちやを準備しておけ」

　執事は微笑ほほえんで頭を下げた。

「はい、旦那様」

　リナレーアは今け朝さ、お気に入りの菓か子し店に出かけていたのだ。きっといくつか甘い菓子を持ち帰っているだろう。甘いものが嫌いなレイデ伯爵は、「よくそんなの食えるな」と呆あきれながらも、菓子を口にして顔をほころばせる妻を眺ながめているのが大好きなのだ。

　人は変われば変わるものだ。

　ザイラスを見ているとマーティンは心からそう思った。

　出会った頃の、凶きよう暴ぼうな獣けもののような少年はもうどこにもいない。

　彼はずっと求めていたものをやっと手にしたのだ。

　リナレーアを。

「そういえば、お前も変わったな」

　ザイラスの後から部屋を出て行こうとしていたエイダに、マーティンは言った。

「……」

　赤い髪の使用人が怪け訝げんそうな顔で振り向く。

　人の心に入り込む歌声を持つ魔物であるエイダは、ひどく無口で感情が顔に出ない。けれどリナレーアがこの屋敷にやってきてその身の回りの世せ話わをするようになってから、エイダの表情が柔やわらかくなってきたような気がしていた。

　リナレーア効こう果かと名付けていいだろう。

　この屋敷の奥様には、間違いなく周囲の空気を柔らかく変える何かがあるのだ。

「興きよう味み深ぶかいことだ」

　マーティンは笑った。そんな執事を見て一度目を細めると、エイダは無言のまま部屋を出て行ってしまった。

　ザイラスがくしゃくしゃにしてしまった王からの手紙を、手の中でさらに握にぎり込む。強い力で圧あつ縮しゆくされた紙し片へんは小さな石のような硬かたさの塊かたまりになった。普ふ通つうの握力では不可能な芸げい当とうだ。

　生まれた時から、マーティンには異い能のうがあった。そのせいでずいぶんな苦労や経験を積み、早いうちから自分の先行きについて達たつ観かんしている部分があった。

　この特別な身体からだで何十年も生きてきて、こんなふうに先が見えないことがあるなんて思いもしなかったのだ。

　未知なのはあの女性だ。

　リナレーア＝レイデ。

（あの時、旦那様についていくことを選んだのは間違っていなかったということだな）

　そう口の中で呟つぶやくと、レイデ家の執事は主人の望み通り紅茶を準備するため、書しよ斎さいを後にしたのであった。
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　アロイス＝エンブリーは、十歳の時に世界で一番可か愛わいらしいものの存在を知った。

　それは飴あめ玉だまのようなきらきらとした目でじっとアロイスを見つめ、そして紅葉もみじのような小さな手で彼の指を握にぎったのだ。

　雷かみなりに打たれたような、とはこのことだった。

　世界で一番可愛らしく小さなその生き物は、一瞬でアロイスの関心を奪ってしまった。

　小さな生き物は、リナレーアと名付けられた。

　リナレーア＝エンブリー。エンブリー家の五人目の子供にして愛すべき末娘である。

　エンブリー家の者達がリナレーアの虜とりこになるのに時間はかからなかった。しかしアロイスは、その中でも特に夢中になっている方だった。

　彼は公こう爵しやく家け嫡ちやく男なんとして課せられた勉学の時間の他はすべてリナレーアに捧ささげた。妹のために花を摘つみ、絵本を読んでやり、さらにはおむつを替えてやった。しかし他の弟てい妹まい達も末妹の相手をしたがったので、可愛いリナレーアを独ひとり占じめすることはほとんどできなかった。

　いつしか彼は、妹を独り占めするためには結婚するしかないと考えるようになった。

　だがアロイスは十歳である。

　兄と妹が結婚できないものであるということは重々承知していた。

　そのため彼はしばらく問題の常識を打開する手段を模も索さくしたが、リナレーアが四歳になった年にそれを諦あきらめた。

　歴史書をひっくり返し童話を読み漁あされば兄きよう妹だいで結婚した前例はいくつか存在した。しかしその中には、なんの問題もなく幸福な結末を迎えている事例が一つもなかったのだ。仕方がない。アロイスは、リナレーアには完かん璧ぺきな幸福を与えたかった。

　愛すべき妹のためなら自分の浅ましい望みを諦めることなどなんでもないと、彼は自みずからに言い聞かせた。

　それでもそれは、並大抵のことではなかったと言える。

　特にリナレーアが社交界に出るようになってからが苦行であった。

　どこかの夜会でいやらしく目め尻じりの垂たれ下がった男が妹に声をかけてきても殴なぐり飛ばしてはいけなかったし、下心丸見えの手紙が送られてきても事前に検けん閲えつの上細かくちぎって捨ててしまうわけにはいかなかった。

　リナレーアが初めて男と二人きりででかけた日は仕事にならなかったし、特定の恋人ができた時などは泣き叫んで屋敷中を走り回るのをぐっと我が慢まんした。

　そのような修行のおかげか、晴れて妹の結婚が決まった時アロイスは幾いく分ぶん冷静であった。しかし相手の男のことを事細かに調べ上げることはもちろん怠おこたらなかった。

　ザイラス＝レイデ。

　社交界ではなかなか評判の男である。

　品行方正で頭がよく、顔も悪くない。レイデ伯はく爵しやく家は以前から王宮に仕えている家柄であるので、身元も確かだ。怪あやしい部分があるといえばただ一つ。ザイラス自身の出生だった。

　ザイラスを直接知る弟のヴァルターによると、件くだんの男は十五の歳で学校に編入してきたらしい。

　当時のレイデ伯爵は随ずい分ぶん前に一人息子を亡なくしていて、その息子も結婚はしたが子供がいたという記録はない。それなのに伯爵は、ザイラスを養子ではなく実の孫として伯爵家の中に引き入れていた。

　どういう事情かは、ある程度察することができる。

　身分違いの恋。認知されなかった子供。貴族社会ではままある話だ。特に保守的な考え方をする家ではありがちである。

　ただそれは、結婚に反対する理由にはならなかった。

　生まれがどうあれ、現在のザイラスの評判はすこぶるいい。レイデ伯爵が亡くなって伯爵家を継ついだザイラスは、若き当主としては申し分ない男のようだった。

　むしろ問題は、リナレーアである。

　結婚話が出た時、アロイスは『リナはまだ子供だ。結婚など早いだろう』と言って反対したが、その裏にはまだ恋を知らない妹に対する懸け念ねんがあった。

　リナレーアは恋をしたことがない。

　これは、これまでずっと妹を見守ってきた兄だからこそ断言できる事実である。

　公爵家の娘とはいえ、せっかく幾分身軽に結婚できる三女として生まれたというのに、リナレーアは恋をしたことがなかった。そのせいか彼女は、こういう話には比較的受け身なのだ。つまり、求められれば嫌いやとは言わない。

　特に今回の結婚は王の斡あつ旋せんであったため、公爵家としても強く断ることはできなかった。

　そういうわけでリナレーア＝エンブリーの結婚は決まってしまったのだ。

　世界で一番可愛い妹が屋敷を出て行ってしまってから、何度枕を涙で濡ぬらしたか知らない。夫アロイスの妹に対する極度な溺でき愛あいぶりを理解している妻をしても、呆あきれさせるほどである。

　そんな彼に、先日追い討うちをかけるような出来事があった。

　リナレーアからの手紙である。

『ごきげんよう。アロイスお兄様、ディートリンデお姉様。お元気ですか？　わたくしは元気です。実はこのたび、ご報告をしたいことがありまして筆をとりました。実はわたくし、夫に恋をしたのです。』

　要約すればそういった内容であった可愛い妹からの手紙は、アロイスに多大な衝しよう撃げきを与えた。

　アロイスにしてみれば、リナレーアがザイラスに特別な感情を抱いだいているわけではない、ということが唯ゆい一いつの光こう明みようだった。ただの契約上の夫とこれまでずっと時間を共にしてきた兄とでは、リナレーアが抱いだく情は確実に自分に対する方が上だとそう信じていた。

　しかし、恋。

　鯉。故意。濃い。コイ。

　アロイスはどうにかなってしまいそうだった。

「お兄様。私、王都に行ってまいります」

　アロイス＝エンブリーを久しぶりに現実に引き戻したのは、凜りんとした女の声だった。

　声の主ぬしはディートリンデ＝エンブリー。一つ違いの妹であり、アロイスと同じくらい末妹を愛する出戻りの女である。

　アロイスは自分ほどリナレーアを愛する者はそういないと自負していたが、唯一このディートリンデだけは自分と同等に妹を愛しているかもしれない、と認めるところがあった。

「そして今一度、ザイラスという馬の骨が可愛いリナの初恋の相手としてふさわしいか見てまいりますわ」

　普段はリナレーアを間にしてあまり仲がいいとは言えない兄妹であるが、この時ばかりは二人の間に同志のような絆きずなが生まれていた。先日のリナレーアの手紙に脳天を突き破られていたのは、アロイスだけではなかったのだ。

「頼んだぞ、ディー」

　アロイスは万ばん感かんの思いを込めてそう言った。

　そして王都に出かけるディートリンデを見送ったのだった。
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とっても嬉しい２巻目です。

今回は新キャラと新もふもふが！

大小それぞれのもふもふに大層癒されながら原稿を読んでいます。
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